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日次 月 日 曜 種 別 場  所 開 会 時 刻 摘  要 

１ ３月 ７日 水 本会議 議会議場 午前１０時 

・開 会 

・提案理由説明 

・質 疑 

・討 論 

・表 決 

２ ３月 ８日 木 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

３ ３月 ９日 金 休 会 

村内一円 

議会委員会室 

午前 ９時 

午後 １時 

・現 地 調 査 

・委 員 会 

４ ３月１０日 土 休 日    

５ ３月１１日 日 休 日    

６ ３月１２日 月 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

７ ３月１３日 火 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

８ ３月１４日 水 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

９ ３月１５日 木 本会議 議会議場 午前１０時 ・一 般 質 問 

10 ３月１６日 金 本会議 議会議場 午前１０時 

・質 疑 

・討 論 

・表 決 

・閉 会 
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平成３０年第１回山江村議会３月定例会（第１号） 

 

平成３０年３月７日 

午前１０時００分開会 

於 議 場 

１．議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        会期の決定について 

日程第 ３ 要望第 １号 内ノ畑水道施設修理に関する要望書 

日程第 ４ 要望第 ２号 下払地区水道修理に関する要望書 

日程第 ５ 承認第 １号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成２９年

度山江村一般会計補正予算（第７号）） 

日程第 ６ 議案第 １号 平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号） 

日程第 ７ 議案第 ２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算 

（第４号） 

日程第 ８ 議案第 ３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第

３号） 

日程第 ９ 議案第 ４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第３号） 

日程第１０ 議案第 ５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第

４号） 

日程第１１ 議案第 ６号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第２号） 

日程第１２ 議案第 ７号 山江村空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

日程第１３ 議案第 ８号 合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条例の制

定について 

日程第１４ 議案第 ９号 山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第１５ 議案第１０号 山江村情報公開条例及び山江村個人情報保護条例の一部

を改正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第１１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

日程第１７ 議案第１２号 山江村社会福祉振興基金条例の一部を改正する条例の制

定について 
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日程第１８ 議案第１３号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第１９ 議案第１４号 山江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第２０ 議案第１５号 山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第２１ 議案第１６号 山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第２２ 議案第１７号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第２３ 議案第１８号 山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準を定める条例の制定について 

日程第２４ 議案第１９号 山江村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第２５ 議案第２０号 山江村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について 

日程第２６ 議案第２１号 山江村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２７ 議案第２２号 山江村土地開発基金条例を廃止する条例の制定について 

日程第２８ 議案第２３号 平成３０年度山江村一般会計予算 

日程第２９ 議案第２４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

日程第３０ 議案第２５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

日程第３１ 議案第２６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

日程第３２ 議案第２７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業予算 

日程第３３ 議案第２８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

日程第３４ 議案第２９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

日程第３５ 陳情第 １号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求

める意見書に関する陳情書 

日程第３６  議員派遣の件 
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２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 

 ５番 立 道   徹 君           ６番 谷 口 予志之 君 

 ７番 秋 丸 光 明 君           ８番 中 竹 耕一郎 君 

 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  新 山 孝 博 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  内 山 慶 治 君   教   育   長  藤 本 誠 一 君 

 総 務 課 長  北 田 愛 介 君   税 務 課 長  山 口   明 君 

 企画調整課長  松 尾 充 章 君   産業振興課長  平 山 辰 也 君 

 健康福祉課長  一二三 信 幸 君   建 設 課 長  白 川 俊 博 君 

 教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君   会計管理者  迫 田 教 文 君 

 代表監査委員  木 下 久 人 君 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） 平成３０年第１回山江村議会定例会を招集する旨の告示によ

り、その通知をしましたところ、議員各位におかれましては、大変お忙しい中出席

いただきましてありがとうございます。 

本定例会に提案されます議案につきましては、後刻、村執行部より説明がありま

す。慎重にご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

１２月８日、議会定例会以降の議会に関する諸般の報告をもってあいさつに代え

させていただきます。 

諸般の報告については、お手元に配付しております。 

また、地方自治法１９９条第９項の規定により、例月現金出納検査の結果報告書

は、監査委員よりお手元にお配りしたところでございます。提出されておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

１２月１１日、やまえ栗モンブラン販売記者発表、県庁において行われました。 

１２月１３日、西川内地区公営住宅建設工事の上棟式がありまして、全議員が参

加しております。 

１２月２１日、平成２９年度県道相良人吉線の改良貫通促進期成会の要望が県庁

でありまして、私と産業厚生委員長、横谷委員長のほうが参加しております。 

１２月２７日、合戦峰地区物産販売所建設起工式が、正副議長、常任委員長の出

席で行われております。 

１月４日、平成３０年山江村成人式、役場大会議室で行われております。議員全

員が参加しております。 

１月６日、平成３０年度山江村消防出初式が開催されまして、全議員が参加して

おります。 

１月１３日、山江村交通安全祈願祭、山江村新春の集いが山江温泉ほたるで行わ

れております。 

１月１５日、第４５回山江村新春駅伝大会が山田コースで行われて、全議員が参

加しております。 

１月２４日、下球磨町村議会連絡協議会正副議長会議が五木村役場で行われて、

私と副議長、中竹副議長と参加しております。 

１月２７日、万江川水源の森づくり植樹活動が丸岡公園で行われております。 

２月４日、関東丸岡会が東京都のほうで行われまして、８０名ほどの参加がされ

ております。 
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２月１６日、第６８回熊本県町村議会議長会定期総会が、ホテル熊本テルサで行

われました。 

２月１７日、山江村教育の集い、全議員が参加しております。 

２月２０日、平成２９年度子ども議会が当議場で開催されまして、９名の方が一

般質問をされております。 

平成２９年議会常任委員会合同研修会が、２月２１日、２２日、高森町のＩＣＴ

教育についてと、大分県豊後大野市で農業関係の研修を行っておるところでござい

ます。この件につきましては、総務常任委員長があとで報告申し上げます。 

２月２３日、平成２９年度球磨郡町村議会議員研修会、アンジェリーク平安で行

われております。 

３月２日、全国ＩＣＴ首長協議会総務大臣賞受賞祝賀会が山江温泉ほたるで行わ

れまして各議員が参加しております。 

３月４日、万江小学校創立３０周年記念式典が万江小学校で行われまして、全議

員が参加しております。 

以上を申し上げまして、議長の開会のあいさつと代えさせていただきます。 

次に、一部事務組合の議会が開催されております。関係議員の報告を質問席から

お願い申し上げます。 

なお、お手元に資料は配付されております。 

まず、人吉球磨広域行政組合議会議員、６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） おはようございます。それではご報告申し上げます。平成３

０年度第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会が、３月２日に人吉球磨クリーンプ

ラザ会議室において開催されましたので、ご報告いたします。 

会期につきましては、３月２日開会、３月３日から３月２７日までを休会とし、

３月２８日までとすることに決定をしております。 

日程第５からが議案でありまして、今回提出されました議案は、平成２９年度人

吉球磨広域行政組合一般会計補正予算と、人吉球磨ふるさと市町村圏特別会計補正

予算、また特別養護老人ホーム特別会計の補正予算、３件と、平成３０年度人吉球

磨広域行政組合の一般会計予算、人吉球磨ふるさと市町村圏特別会計予算、また特

別養護老人ホーム特別会計予算の３件と、平成３０年度一般会計経費の負担金の総

額及び条例の一部を改正する条例の制定が２件で、９議案であります。この９議案

を一括し、執行部の提案理由の説明を受け、その後、議案１号から３号までの補正

予算の３件と、議案第８号の条例の一部を改正する条例の制定について補足説明を

受け、条例案件を先に採決し、補正予算案件の質疑、採決を行い、原案のとおり可

決し、１日目は散会となりました。 
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以上で、人吉球磨広域行政組合会議定例会の報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、人吉下球磨消防組合議会議員、１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） おはようございます。平成３０年３月第１回人吉下球磨消防

組合議会定例会が、去る３月１日午後２時より、人吉下球磨消防組合消防本部会議

場にて開催されましたのでご報告申し上げます。 

会議録署名議員の指名のあと会期の決定となりましたが、３月１日、１日限りで

ありました。 

日程第３から日程第１０までは議案でありまして、議案第１号、人吉下球磨消防

組合消防本部及び消防署設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

は、条項や文言の改正でありました。 

議案第２号、人吉下球磨消防組合管理者等の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定については、出張時の日当を減額するものでありました。 

議案第３号、人吉下球磨消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定については、級別職務分類表の改正などでありました。 

議案第４号、人吉下球磨消防組合議員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、監査委員の報酬を若干増額するものでありまし

た。 

議案第５号、人吉下球磨消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例の制定については、働きながら育児や介護のための休暇を取りやすく

するためのものでありました。 

議案第６号、人吉下球磨消防組合手数料条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、これは政令による３年に一度の改正に基づくものでありました。 

議案第７号、平成２９年度人吉下球磨消防組合一般会計補正予算（第２号）につ

いては、総額に１９９万５,０００円を追加し、総額を１０億３,５２８万６,００

０円とするものでありました。なお、これに伴う山江村の負担金の増額はありませ

ん。 

議案第８号、平成３０年度人吉下球磨消防組合一般会計予算については、総額１

１億６,９５８万４,０００円とする予算案でありました。このうち、山江村の負担

金はいろいろありますが、合わせて８,２０１万３,０００円であります。なお、こ

の内容については、平成３０年度山江村一般会計予算書の８１ページと８２ページ

に提案されております。歳出のうち主なものは、はしご車の購入１億８,０００万

円、救急車の購入３,５００万円、ボイスパケットトランシーバー整備事業８５０

万円などであります。 

議案第１号から議案第８号まで、いずれも原案どおり可決決定しております。 
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そのあとに一般質問が行われ、人吉市議会の大塚則男議員から、人吉球磨消防広

域化についての質問があっております。答弁は「今も話し合いを続けているが、時

間をかけて話し合う」との答弁であったように思います。 

開けていただきますと、平成２９年１月から１２月までの災害出動概要が載って

おります。総出動件数は３,４４９件で、前年比プラス１７４件です。このうち、

火災件数については２８件、前年比９件、救急件数については２,９５７件、１１

９件の増加であります。総件数を１日あたりで平均してみますと、約１０件の出動

があっておるようでございます。 

以上で報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、議会常任委員会合同視察研修が行われました。総務文教

常任委員長より報告をお願いいたします。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） それでは、常任委員会合同研修の報告を簡単にいたします。 

研修先は、熊本県甲佐町、高森町、大分県豊後大野市であります。 

研修目的は、森林育成の展望、教育ＩＣＴの取り組み、農業生産インキュベーシ

ョンファーム事業について学び、本村の活動へ活かすことであります。 

研修行程は、２月２１日から２２日に実施しております。 

参加者は、村議会議員８名、執行部から２名、局長を含みます。 

それから内容所管でありますが、最初の研修地は、熊本県林業研究指導所、甲佐

町の舞の原試験園で、５.３ヘクタール、研究参事の宮島農学博士から説明を受け

ております。特に早生樹種としてセンダンが選抜された経緯は、成長比較試験や生

存率の結果から有望であることなど、説明を受けております。本村も時代の流れに

よる厳しい状況の中で、今回の舞の原試験園は適切な研修地であったと思います。 

次に、高森町役場行政視察研修では、ＩＣＴで本村とともに有名な高森町の取り

組みについて説明を受けております。高森町の新教育プランとは、コミュニティス

クールの導入、小中一貫教育の導入、ふるさと教育の推進、環境教育の整備の４つ

の事業を進めておられます。高森町は初年度に町内の全小中学校の普通教室全てに

電子黒板を導入して、タブレット端末の導入が平成２５年度からのスタートになっ

ております。また、小中一貫教育も進めておられます。２８年度から「義務教育学

校」が新しい学校の種類として位置づけられまして、小中一貫教育が法的に整備さ

れ、高森町では平成２９年４月に「高森東学園義務教育学校」を開設されておられ

るところであります。 

２日目は、大分県豊後大野市であります。豊後大野市役所５階において、農業生

産インキュベーションファームの説明を受けております。豊後大野市農業振興課振
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興計画として、将来にわたって農地を活かす、人を活かす農業を目指され、担い手

に基づく構造改革の推進、農業生産の構造改革の推進、農地対策の構造改革などを

行われながら、インキュベーションファームの新規就農を目指す人を手厚く指導

し、西日本一の産地を誇る夏秋ピーマンの栽培管理の実践研修や、農業簿記等の研

修を行い、ピーマンを主とした農業で、農業所得が大体４００万円ぐらいを目指す

ということができるというインキュベーションファームの事業でありました。本村

の基幹産業の課題や対策、就農営農のためにも大変参考になるのではと思いまし

た。二日間の研修、お世話になりました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で、一部事務組合議会及び委員会研修報告が終わりまし

た。 

それでは、村長から行政報告の申し出があっております。これを許します。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 皆様、おはようございます。議長には発言の機会を与えていた

だきまして、大変ありがとうございます。 

本日ここに、平成３０年第１回山江村議会定例会を開催いたしましたところ、議

員の皆様には、全員ご出席をいただく中に開催できますことに、心から感謝を申し

上げます。 

それではまず、先般の臨時会後の行政報告を申し上げます。主なもののみ申し上

げさせていただきたいと思います。議員の皆様方にはお手元に配付されているもの

でございます。 

１２月９日、これは海山交流少年の船事業歓迎ということで、式典ということ

で、対馬市から山江村のほうに今年は来られて交流を図ったということでございま

す。 

１２月１１日、先ほど議長からも報告がありましたとおり、やまえ栗のモンブラ

ンの記者発表を県庁のほうで行ったということであります。今年も４万個弱のモン

ブランがつくられて、売っていたということであります。 

それから、１２月１３日は山江村財産審議会を開催いたしました。これは大平の

分収林の価格に伴う決定につきまして、諮問をさせてもらったところでございま

す。答申もいただいたところでございまして、その金額により現在交渉中でござい

ます。 

それから、先ほどありましたとおり西川内の公営住宅蕨野団地の上棟式を同じ日

に開催をしております。 

それから、１２月１７日は、第６５回球磨人吉市町村対抗熊日駅伝大会が行われ
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ております。 

１２月２１日ですが、県道相良人吉線改良貫通促進期成会の件で、県のほうに要

望会に相良村とともに出向いたということでございます。 

それから、１２月２７日は、合戦峰の物産館の建築起工式を開催をいたしており

ます。議員の皆様方にも出席いただきまして、大変ありがとうございました。 

それから、１２月２８日は仕事納め式でありますが、１日に大王神社の元旦祭に

出向いております。 

１月４日が仕事始め式に引き続きまして、山江村の成人式が挙行されておりま

す。 

１月６日が山江村の消防出初式でございました。 

１月１３日は、山江村の交通安全祈願祭が大王神社のほうで執り行われておりま

す。併せて同じ日ですけれども、山江村の新春の集い、賀詞交換会が温泉センター

のほうで行われたということでございます。 

２１日、山江村の新春駅伝大会でございました。 

それから、１月２２日でありますけれども、山江の主食用米といいますか、山江

の米への食味を、職員の皆さん方と一緒に、職員と関係者の皆さん方と一緒に検討

しようじゃないかというようなことで、食味を検討会をさせていただきました。な

かなかおもしろい取り組みといいますか、山江の米はおいしいと言われております

が、しっかり食味でその味を確認するということでは、今後ともこの食味検討会が

広げながら、いろんな方に入ってもらいながら、食味をしていくということが必要

であろうかと思っておりますし、まさに本年から減反政策がなくなりますので、や

はりその地域間競争としての味の確立と、おいしい米であるということは大事な要

素にもなろうかとも思っております。 

１月２５日は、北永シ切団地の譲渡契約会を、北永シ切の集会場において行いま

した。２２件の方々が譲渡を希望されておりまして、３月の中旬以降に、議会が終

了しました以降に、登記簿を授与いたしまして４月１日からいよいよ譲渡するとい

うことになっております。 

１月２７日は、万江川水源の森づくり植樹祭が行われました。 

それから１月２８日、熊日の郡市対抗女子駅伝大会が開催されまして、本村から

二人の中学生が参加をしております。教育委員会とともに、熊本市のほうに応援に

行っております。 

１月２９日、全国ＩＣＴ教育首長サミットが行われまして、この時はサミットに

おけるＩＣＴの優秀賞を選ぼうかというような催しもあったわけでありますけれど

も、山江村、先に応募しておりましたら、総務大臣賞に早々と決定をしていただき
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ました。従いまして、総務大臣賞受賞のプレゼンテーションを私のほうでさせても

らったということでございます。この総務大臣賞、ＩＣＴ教育に取り組みまして７

年目ということであります。構想は１０年の構想の中の７年目ということでありま

す。一つの大きな契機になろうかと思いますけれども、この総務大臣賞をもらうこ

とが目的では当然ございませんので、今後とも子どもたちの身心ともに健やかな成

長をしっかり見守っていく、また育てていくということで大事だろうということを

再確認をさせてもらったところでございます。 

それから２月２日は、教育委員会の対象セミナーというのが福岡市で行われまし

て、これはＩＣＴ教育ですけれども、そこで講演依頼が私のほうにまいりまして、

黒木指導主事とともに出向き、講演をしていまいったところであります。 

２月４日、５日は、関東地区丸岡会でございました。議長からもありましたとお

り、８０名近い方々の参加の中に、山江村の現況を報告する中に、より良き交流が

できたというふうに考えております。 

それから、２月６日から７日にかけましては、道路予算関係に伴います球磨郡の

町村会による管内主軸事業要望に出向いております。 

それから、２月９日は、山江村の商工会地域問題に関する懇談会が開催されてお

りまして、商工会のほうと懇談をしてきておるところであります。 

２月１１日、第４４回郡市対抗熊日駅伝大会が開催されております。前日から私

は天草市のほうに入り、山江村からも中学生１名が選手として走っておりますの

で、その応援に出向いたところであります。 

それから、２月１３日でありますけれども、先の総務大臣表彰の報告ということ

で、熊本県の教育庁を教育長とともに訪問し、報告を行わせてもらったということ

であります。午前中、教育庁を訪問して、午後は地域づくり夢チャレンジ推進事業

の、いわゆる栗まつりを中心とした、やまえ栗のブランディングに対する事業の展

開が認められたということでありまして、その知事表彰を受けたということであり

まして、その知事表彰に県庁のほうに出向いております。 

それから、２月１６日でありますが、第４回の介護保険事業計画策定委員会が開

催されたということであります。今回は第７期、要するに３０年から３２年にかけ

ての介護保険料の改定の年でありました。その委員会を重ねてきまして、４回重ね

てきまして、介護保険料の第１号保険者の保険料が決定したということであります

が、今回は３００円上がって、５,９００円が６,２００円になったというようなこ

とに決定しております。 

２月１７日は、山江村教育の集いが開催されて、年々とたくさん、参加者もたく

さん参加いただきながら、非常に有意義な集いが開催されているということを感じ
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ております。 

２月２０日、子ども議会でございました。小学生議会でございました。 

それから、２月２２日から２月２４日まで、球磨の土木事業推進協議会研修で、

和歌山県のほうと三重県のほうに研修に行っております。球磨郡の９町村長と振興

局の土木部長１０名で出向いたということであります。和歌山県におきましては、

紀ノ川の河川国道事務所から説明を受けたということでありますが、紀ノ川の支流

が内水面で氾濫する、いつも水害が起こると、床上浸水が起こるというような対策

を、可倒式の排水路を新たに９０億円を使って、河川掘削とともに国のほうが大規

模に工事をしている。その様子を、現場を見てきたということであります。三重県

のほうは、紀宝町というところに行きまして、紀ノ國の紀と宝ですが、１万１,０

００人ぐらいの人口でありますが、これも熊野川の支流がございまして、その支流

が内水面が同じようにはけきれずにいつも洪水を起こすと。輪中堤の整備を行っ

て。球磨村が輪中堤の整備をしているところでありますけれども、そういう本当に

水害の常襲地帯だなということを改めて感じたわけでありますけれども、海のほう

は南海トラフ、その山つきからは洪水が襲うというようなことで、本当に災害との

戦いの歴史を紀ノ川町されているというようなことを感じながら研修を深めてきた

わけであります。ただ、そういうところでありますから、日本で一番最初にタイム

ラインをつくったという町でありました。紀宝町の町長は、球磨村、それから人吉

市のタイムラインの策定の折に、何度か人吉球磨にも入っておられるというような

ことでございました。その縁で、紀宝町を研修したということであります。 

それから、２月２８日は、つつじ祭りの実行委員会を開催いたしまして、つつじ

祭りを４月２２日に開催するということで、ご決定をいただいております。そし

て、山江村の地域支えあい推進会議がございました。これにつきましては、新しい

仕組みをつくっていくということでありますが、やはりよく福祉は自助・扶助・公

助と言われますけれども、まずは自分たちでできることは自分たちでやりましょ

う、そして地域で支えあいましょうという仕組みをつくっていこうと。その後、し

っかり公的な機関といいますか、役場、社会福祉協議会と連携を取りながら、全体

的な地域支えあいを実践していきましょうというようなことで、今後進むというこ

とになります。 

それから、同じく山江村の総合エネルギー検討委員会、これは環境省の外郭団体

の補助金をもらって検討を重ねてきたということでございますけれども、その補助

事業に対する報告が行われたということでございます。 

各市町村ともＣＯ２削減、または電力を今後どのように求めていくかということ

は、もうご案内のとおり、日本の喫緊の課題でもあろうかと思います。一応、原子
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力が今稼働しておりまして、その原子力に頼っている事実はございますけれども、

いずれその原子力についても老朽化するわけでありますから、当然、代替エネルギ

ーあたりの検討を始めていかなくちゃいけないということでもあります。そういう

ことも視野に入れながら、総合エネルギーの検討委員会を積み重ねているところで

ございます。 

それから、３月４日でありますけども、山江村の万江小学校の創立３０周年記念

式典が行われました。これにつきましては、議員の皆様方もご参加いただいたとこ

ろであります。 

３月５日でありますが、山江村の移住定住促進委員会を開催をいたしておりま

す。委員の方々が地区担当の中で空き家の情報を収集して今もらっておりながら、

それを情報交換しながら移住者を、希望、移住を希望される方々と、その空き家の

所有者のマッチングをスムーズに図ろうというような会議でございます。 

以上、行政報告を申し上げたところでありますけれども、引き続き、３０年度の

当初予算もありますので、少しだけ時間をいただきまして、施政方針について申し

上げさせていただきたいと思います。 

３０年度の方針につきましては、当然、国のほうの意向、動向が気になるという

ことであります、に影響されるということでございますが、３０年度政府予算は閣

議決定をされておるところでありますけれども、９７兆７,１２８億円、昨年度か

らしますと、昨年度は９７兆４,５４７億円でありましたので、２,５８１億円の増

でございます。ただし、社会保障費が年々増えております。５,０００億円から１

兆円と言われておりますけども、その社会保障費の増が４,９９７億円ありますの

で、実質的にはほかの予算は圧縮されているというような予算が組まれておりま

す。特に、市町村といいますか、山江に影響がある地方財政への対応でございます

が、地方交付税が１５兆３,６０６億円でありまして、昨年１５兆５,６７１億円で

ありましたので、２,０６５億円、２％の減であります。交付税が減るということ

であります。それに伴う臨財債といいますか、臨時財政対策債、交付税が減った分

を補うというような対策の債でありますけれども、これが３兆９,８６５億円であ

ります。ただし、これも５８７億円、１.５％ほど減であります。そのほか予算を

見てみますと、地方創生関連の予算であります。この関連予算で山江村いろんな事

業をしているところでありますが、２７年度から創設された地方創生の本格的な展

開はまだ引き続き行うというような言い回しであります。まち・ひと・しごと創生

事業費が昨年と同様１兆円組まれております。また、地方の先進的取り組み、先進

的な取り組みをする市町村には、支援交付金として１,０００億円、昨年同様、内

閣府が組んでおるところであります。 
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それから、非常に財政的な恩恵を受けております過疎対策事業債でありますけれ

ども、今年は４,６００億円組まれておりまして、これは昨年より１００億円の増

予算が組まれております。 

そういう動きの中で、山江村での新年度予算を対応したところでございます。昨

年度から始めた事業をさらに充実させる。また、加速化させるということを目的に

新年度予算を組みました。その政策の柱といいますのは、毎年これは同じでありま

すけれども、村民の所得を向上ということであります。これにつきましては、村内

における産業をやっぱり創出していかなくちゃいけない。そして雇用をつくってい

かなくちゃいけないというようなことで、村民所得の向上であります。 

それから、暮らしやすい福祉の充実でありますけれども、もちろん山江に生まれ

られて、また育ち、そしてよそから来られて暮らされる。そういうことによるその

生活、暮らしの満足感による誇りを、山江村に住む誇りをやっぱり醸成する必要が

あると。そのためには、しっかりとした暮らしの、暮らしやすい福祉を充実させる

必要があるということでございます。 

そして、何よりも村民の方々が生活する上で、安心安全な暮らしを確保しなくち

ゃいけないということであります。今、下段の橋梁の架け替え等々、生活関連の公

共工事を行っているところであります。今回も水道関連の要望も出ているところで

ありますけれども、そういう村民の方々の安心安全な暮らしを確保していくという

上での生活環境を整備していくということでございます。 

それから、村民が輝くための人材育成といいますか、若い人たち、また村民の皆

様方が、山江村に、将来の山江村に夢を語れる村づくりをしていかなくちゃいけな

い。そういう人材育成、またそういう人づくりの政策の柱を４本立てさせてもらっ

ているところであります。 

もっと分かりやすくといいますか、じゃあ山江村でどういうことが起きていて、

この４本柱をどのように動かしていくかということでありますが、今、移住定住を

希望される方が山江村、確実に増えてきております。先般、人吉新聞で山江村の年

少人口が１６.９％と県内４５の市町村の中で４番目に高いという数字を示されま

した。改めて私も初めてその数値を見て気付かされたわけでありますけれども、確

かに若い方々が山江に移住される、居住を希望される方が増えているというような

ことであります。もちろん、議会の皆さん方お世話になりながら、他町村に先駆け

ましてさまざまな子育て支援をしていると。学校給食を無料化したり、高校生まで

の医療費を無料化したり、また最近ではＩＣＴ教育を山江村で受けさせたいと、そ

ういう教育環境の先進的な整備をしているというようなことが、移住定住を希望さ

れる方々の意向だというふうに考えているところであります。 
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ただし、住宅がないとか、不動産から「山江には宅地がないもんな」と、希望さ

れる方に言われるということでありますので、さらに住む環境を整備する必要があ

るということを、課題が見えてきております。先ほど空き家対策と申しましたけれ

ども、その空き家にいかに住んでもらうか、マッチングをどうするか、そのマッチ

ングするには当然不動産会社の方々がいないと、その評価、もしくは契約等々にお

いては役場はできないわけでありますから、そういう方々を組ませてやるというよ

うなこともありますし、現在、分譲住宅地を３区画整備中でありますが、いわゆる

山江には宅地がないと言われるということは、まだまだニーズはあるということで

ありますから、分譲住宅地を整備する必要性も感じているところでもあります。 

それから、民間によるアパート、公営住宅の整備もしていく必要もあろうかと思

いますけれども、逆の角度を変えて申しますと、民間の企業の方々がアパート経営

を始められないか、そういうところに移住定住を希望される方々。また、実は役場

の職員も山江に住むところがないということで、人吉市のアパートを借りて住んで

いる若い人もいますので、そういうことも思っているところであります、必要性を

感じているところであります。と同時に、よそから来られる方々が、いかに山江に

住んでいくかということと同時に、今やっぱり山江に住んでいる方々が、山江は住

みよいんだと、暮らしやすいんだというような村づくりをさらに進める必要がある

ということであります。先ほど申し上げましたとおり、村民の方々が山江村に誇り

を持つという、そういう気持ちを醸成するための施策を進めていくということを考

えております。 

学校給食の地産地消化も実は子どもたちの誇りの加速化でありましょうし、まる

おか号運行、新しく運行しておりますけれども、課題も全くないというわけではあ

りませんので、どういうかたちで公共交通を村民の方に提供するのがいいのかとい

うようなことも、今後考えられようかと思っております。 

特に、超高齢社会がもう到来しております。そういう社会にあって、高齢者の方

々を含めて、今後高齢者になっていく方々も含めて、元気で長生きしてもらうとい

うようなことが、もう早く早く、早め早めに対策を打っていく必要があるというふ

うに考えております。いわゆる健康寿命を延ばす事業を展開するというようなこと

でありますけれども、先ほど地域支え合いの話もありましたけれども、さまざまな

行政が健康福祉課で行っている事業、それから社会福祉協議会で行っている事業等

々、またもちろん健診等も含めて、そういうことを意識した展開をする必要がある

んだろうと。一つは、健康のそういう事業に参加してもらうと、ポイントを付与し

て、そのポイント、１点１円で換算しますと、健診を受けてもらいますと例えば３

００ポイントをあげるとすれば、それが何ポイントか、３,０００ポイント溜まっ
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た時点で、山江村内で消費できるふるさとの振興券をやって、いろんな物を買って

もらうとかですね、そういうことを実際に始めてみたいということを思っておりま

す。 

もちろん村民生活される上で、安心で安全な暮らしのための公共工事、まだまだ

山江村、不便なところがたくさんあるということでありますので、予算を見合いな

がら段階的に公共工事を推進していく必要もあろうかと思います。 

ただ、そういうことを持ちながら山江村の現在を見てみますと、昼間人口が７０

％という数字が出ております。昼間人口っていいますと昼間の人口です。山江村の

昼間の人口は７０％でありますから、３,６００人として大体３分の１、１,２００

人弱は山江村は人吉市、また錦町やよそに働きに行かれて休みに帰って来られると

いうことが分かってきます。いわゆるベッドタウン化しているというようなことで

あります。もちろん、地方創生で人口減少が叫ばれる中において、ベッドタウン

化、非常にそれはそれで進めるべき政策ではありますけれども、どんどん来てもら

うということではありますが、もう一つ逆に考えますと、村内において働く場がな

いというようなことが見えてくるわけであります。いわゆる村内における産業の創

出と雇用を確保するということがあります。働く場の確保としては、万江地区の集

落営農が法人設立しておりますので、これが動き出すと何らかのかたちで働く場が

出てこようかと思いますし、この万江地区のみならず、山田地区でもこの５年先、

１０年先の農業ということについてはもちろん、耕作放棄地を中心に増えてくると

いうことでありますから、その在り方を考えますと、山田地区のほうにも手を挙げ

てもらうところから、この集落営農の法人、農業生産法人をつくっていくというこ

とになりますと、当然その動きによって働く場が確保されるということになろうか

と思います。 

もう一つは、栗を中心に今、山江のブランド化の推進を図っているところであり

ますけれども、いわゆる農業のＧＤＰというか、生産額が５億円ぐらいでありま

す。その５億円をやっぱり８億、１０億としていかなくちゃいけない。要するに栗

の生産量を上げていく、米の生産量を上げていく、価格を上げていく、農家所得を

増やしていくというようなことが必要でありますので、もちろん栗を中心としたそ

ういう農林水産物のブランド化による地域産業を創出していく手法をさらに推し進

めていきたいと思っております。 

地方創生の経済化、活性化という点におきましては、商工会のほうには振興発展

のためにプレミアム商品券も、３０年も予算をさしてもらっているところでござい

ます。 

その付近の具体的な、来たい人がいる、住むところがないから住むところを整備
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する、整備するけども働く場がない、よそに出ていくしかないということでありま

すから、当然働く場を同時につくっていくということであります。 

ただ、もう一つはそのことだけじゃなくて、やはりこの村に誇りを持つと同時に

夢を持つということも非常に大事な要素であります。特に子供たちが山江村に夢を

描くことができるのかどうかっていうのは非常にポイントでございます。そういう

村づくりをしていかなくてはいけないということでありますが、村民誰もが夢を語

れる村づくりを輝く人づくりとして位置づけておりますけれども、村民集約として

の山江未来塾１００人委員会をさらに充実させていっていきたいと思いますし、実

践運動も出てきているところであります。これまで３年目でありますけれども、例

えば各部会が９部会ありますけれども、若手農業者部会におきましては、若手農業

者によりまして共同栽培をしながら勉強会を始められました。たまねぎを植え付

け、２月にはじゃがいもを植え付けられようとしております。 

やまえ栗のブランド化部会では、宇城の優良園地を視察に行かれたり、アントル

メ菓樹という栗菓子屋でありますけども、お菓子屋さんであります、スイーツ会社

でありますが、そこに視察研修に行かれたりしております。 

観光交流部会におきましては、山江村の観光ガイドの育成として、ガイドをする

人をたくさん増やそうということで考えられております。ガイド本を今作成中とい

うことで、私の手元にはそのガイド本が届きました。そういう作業を一斉進められ

ているところであります。 

また、ボンネットバスを活用したモニターツアーとして、栗拾いツアーや隠れ念

仏のツアーあたりも開催されております。 

食の提供部会では、時代の駅におきまして時代の朝市というのをもう２回ほど開

催されております。 

情報発信部会におきましては、子育てに優しい村のＰＲ動画を今撮影されておら

れますし、環境防災部会におきましては、熊本市内でボルダリングの施設を視察を

されております。川遊びや森の遊び場をつくれないかという思いの中で、そういう

行動を起こしておられます。 

健康スポーツ部会では、救急救命法を全員が覚えられるようなＶＴＲをつくって

おられますし、文化教育部会では、山江の花まつり、お釈迦様の祭りですけど、そ

の花まつりの絵本を今つくって、完成をしようかとしているところでございます。 

そういった動きが、山江未来塾といいますか、１００人委員会の動きがどんどん

実践活動として見えてきているところでありまして、この活動については自由にそ

の行政のいろんなやり方に縛られることなくやっていただきたいと思いますし、行

政もしっかり後押しをしなくちゃいけないということでございます。 
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それから、日本遺産を活用した交流人口の増加ということで、合戦峰の物産館の

事業がいよいよ始まります。これは一般質問にも出てきておりますけども、山江村

で観光交流の促進協議会というのを設立したく、本年度中に設立したく考えている

ところでありまして、山江村地域づくり研究所を中心としながら、また連携をしな

がら、村民の地域づくり団体の方々、連携を密にしてその観光交流を促進しようと

いう組織をつくりたいと思います。具体的に言いますならば、山江村にはたくさん

の地域づくり団体があるわけでありまして、フットパスをされる団体、ボンネット

バスの団体、もちろん先ほど言いました未来塾の方々が具体的に動き始めておられ

ますし、ＮＰＯもございまして、それから万江川塾があります。グリーンツーリズ

ム研究会もあります。農業生産法人万江の里もございますが、それから物産館もあ

るわけでありますけれども、そういう村内の団体がしっかり連携しながら、また合

戦峰の物産事業、どういう団体という名前は聞いておりませんけれども、そういう

ことと相まって、山江村の観光の柱にしていくような組織をつくりたいというふう

に考えているところでございます。 

そのような予算を中心に散りばめているところでありますが、全体的な予算につ

きましては、３０億５,８００万円でございます。昨年よりも地方交付税が減ると

いうことでありますが、４,６００万円ほどの地方交付税が減るというようなこと

を見込んでおります。ただし、この４,６００万円の地方交付税の減につきまして

は、特別交付税、これが２９年度、３,４００万円、２８年度が９,３００万円きて

おるところでありますけど、この予算は計上しておりませんので、その財政調整基

金を活用しながら、基金を活用しながら３０億５,８００万円を組ませていただい

たということであります。財政調整基金が１億６,０００万円の基金取り崩しをお

願いするというような予算であります。ただし、昨年も１億４,２００万円崩して

おるところでありますが、それで今回は繰り越しが１億円ですが、残った分は財政

調整基金にまた再度積み立てるというのが、１億２,４００万円は、去年は１億４,

２００万円崩しておりますが、とりあえず３月末日時点で１億２,４００万円は返

すというようなことでございます。まだ１,７００万円程度足りませんけれども、

５月の決算の中で１億円、繰越金以上の分はこの財調に返していくというようなこ

との中で財政の運営をしているところであります。 

いずれにしても、基本方針として、本年も創意工夫しながら進めていくというこ

とですが、大きな事業とか補助事業に対象となるような事業は、補助事業がつかな

い事業につきましては、いわゆる引き出しにしないと今回は予算は付けませんよと

いうようなことであります。補助事業がついた時点であげるというような方針は分

かっておりません。ただ、いずれにしても国県の補助事業をいかに取るかというの
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が、この小さな自主財源が少ない山江村の大きな課題でありますから、引き続き国

県への要望活動を中心に、事業予算を取ってくるということが最重要になってくる

ということでございます。議員の皆様方も、国県への要望活動、日頃からお願いを

しているところでありますけれども、引き続きよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

そして、その財政調整基金ですが、国が地方交付税を減らしたということは、一

つは市町村には財政調整交付金がふんだんに残っているのではないかと。その残っ

ているのに交付税をやれやれっていうのはおかしいというような言い方を、今財務

省しております。先般、そういうことでありましたから、道路予算の要望の時に、

財務省の副大臣、熊本県の木原稔さんが副大臣でありますので、木原稔副大臣のと

ころ、副大臣室に行きまして、今まで努力をしながら地方財政の健全化を図ってき

たんだと。財政交付金は本当に絞り絞って、工夫をしながら積み立ててきたという

のを、財政調整交付金をすべて吐き出させるまで交付税を絞るというようなやり方

だけは絶対しないでくれというような要望をしていたところであり、ですので、各

市町村が持つ財政調整交付金は、財務省のちょっとやり玉にあがっているというこ

ともちょっと頭に入れておかなくてはいけないということも思っているところでご

ざいます。 

それと、いずれにいたしましても、最後に総括をいたしますけども、平成３０年

というのは、平成２６年に創設された地方創生５カ年計画の４カ年目になります。

引き続き、山江創生実現のために、継続して事業推進をしなければいけないという

ことになります。ただ、低迷する農林産物、それから木材価格による農林業はまだ

まだ苦しい現状があります。また今後、超高齢、介護社会へどのように対応してい

くのか、山江村の産業振興をどうするのか、医療介護の不安を抱えておられる方々

へ福祉の現場をどのように充実させていくか、生活関連の道路、橋梁等をはじめと

する生活関連の公共工事、また防災対策等も必要でありますし、また新しい社会へ

向けての人材育成等々、変わらず本村の抱える課題はたくさん山積しております。

ただ、そういう課題としっかり真正面から向き合わない限り、課題から目を反らし

て時点でその解決はできていかないというふうに考えているところでございます。 

山江村民の方々が、安心で安全な生活環境の中に、子供たちが夢を持ち、若者が

希望を抱き、働く人が生き甲斐を持ち、お年寄りが安心して暮らせる、そしてみん

な我がふるさとに愛着と誇りを持つことができる山江村を目指していきたいと考え

ております。 

最後になりますが、先ほど山江未来塾の話をしました。まさに村民の皆様が、村

づくりの主役になる場が山江未来塾でございます。多くの村民の方々に、さらに参
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加いただきながら、一緒に考えることでやるべき方向が見えてこようかとも考えて

おりますし、未来塾、３年目を迎えまして、それぞれの部会で実践活動が大きく成

果をあげているというのは、大変有難く思っておりますし、今後ご期待も申し上げ

るところでございます。 

私も村民の皆様方とともに、現場をしっかり見据えながら、覚悟を持って全力で

取り組んでまいりたいと存じます。改めまして、議員皆様、並びに村民の皆様のご

理解とご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

本日、村長提案の議案につきましては、条例の制定を含め、補正予算、当初予算

等々、合計２９件でございます。どうぞ慎重にご審議いただきまして、よろしくご

決定賜りますようお願い申し上げ、施政方針のあいさつとさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで、村長の行政報告、あいさつは終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 開会宣言 

○議長（秋丸安弘君） ただいまから、平成３０年第１回山江村議会定例会を開会いた

します。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（秋丸安弘君） 議事日程に従いまして、日程第１、会議録署名議員の指名を行

います。 

会議規則第１２４条の規定によりまして、４番、西孝恒議員、５番、立道徹議員

を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

本件につきましては、議会運営委員長の報告を求めます。 

１０番、松本佳久議員。 

○議会運営委員長（松本佳久君） それでは、報告いたします。 

平成３０年第１回山江村議会定例会につきまして、去る２月２７日、議会委員会

室におきまして議会運営委員会を開催し、本議会定例会全般について協議いたして

おります。決定しておりますことをご報告申し上げます。 

会期につきましては、本日７日から１６日までの１０日間としております。本

日、開会、提案理由の説明としておりますが、日程第３、要望第１号から日程第１
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１、議案第６号につきましては先議することとしておりまして、提案理由の説明

後、議案審議を経て、質疑、討論、表決を行います。その後、残りの議案について

提案理由の説明を行い、散会することにしております。８日は休会で、午前９時か

ら議案審議、９日は休会で午前９時から現地調査を行い、午後から委員会としてお

ります。１０日、１１日は休日。１２日から１４日までの３日間は休会で、午前９

時より議案審議としております。９日目、１５日は一般質問で５名より通告がなさ

れており、終了後、散会としております。発言の順序はくじで決定しており、時間

については、質問、答弁含めて６０分となっております。１０日目、１６日に質

疑、討論、表決を行い、閉会ということに決定しております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） これで、議会運営委員長の報告が終わりました。 

お諮りいたします。会期の決定については、委員長の報告のとおり決定すること

にご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

日程第２、会期の決定については、議会運営委員長報告のとおり決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 要望第１号 内ノ畑水道施設修理に関する要望書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第３、要望第１号、内ノ畑水道施設修理に関す

る要望書を議題とし、お手元に配付しております要望書の写しのとおり、内ノ畑水

道組合代表、豊永千代子様ほか、住民一同様より内ノ畑水道修理に関する要望書で

あります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 要望第２号 下払地区水道修理に関する要望書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第４、要望第２号、下払地区水道修理に関する

要望書を議題とし、お手元に配付しております要望書の写しのとおり、下払水道組

合、組合長山田明美様ほか組合員一同様より、下払地区水道修理に関する要望書で

あります。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時１５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０３分 
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再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

○村長（内山慶治君） 議長、いいですか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それじゃ、訂正をいたします。 

私の諸般の報告、また施政方針の話の中で、誤った表現をしていた部分がありま

す。 

まず最初に、先の臨時議会後の諸般の報告と申しましたが、１２月定例議会後の諸

般の報告でございました。 

そして、介護保険料、第７期の第１号保険者の保険料基準額につきましては、６,

２００円と申しておりましたが、６,３００円でございます。これは基金を１,５００

万円ほど投入しながら６,３００円に抑えたということでございました。 

そしてもう１点、財政調整基金のことを財政調整基金と申したり、財政調整交付金

と申したりしたそうであります。正確には財政調整基金でありますので、併せてよろ

しくお願いしたいと思います。 

大変ご迷惑をお掛けいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて 

（平成２９年度山江村一般会計補正予算（第７号）） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第５、承認第１号、専決処分事項の承認を求め

ることについて（平成２９年度山江村一般会計補正予算（第７号））を議題とし、

提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 承認第１号についてご説明申し上げます。 

専決処分事項の承認を求めることについてでございます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定によりこれを報告し、その承認を求めるというものでございます。 

平成３０年３月７日提出 山江村長 内山慶治 

提案理由でございますが、国の補正予算成立によりまして、道路整備事業の採択

に伴い、緊急に予算措置をする必要があったために、平成２９年度山江村一般会計

補正予算（第７号）を専決処分をさせていただいたというものでございます。 

１枚めくっていただきますと、専第１号でございます。 

専決処分書 
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地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２９年度山江村一般会計補正予

算（第７号）を別紙のとおり専決処分するとしたものでございます。 

専決日が平成３０年２月２０日でございます。 

それでは、専第１号でございます。 

平成２９年山江村一般会計補正予算（第７号）でございます。 

平成２９年度山江村の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる

とするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９４８万２,０００円を追加

をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億８,１９４万５,０

００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

地方債でございます。第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による

とするものでございます。 

平成３０年２月２０日に専決させてもらったものでございます。 

内容につきましては、総務課長より説明を申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） それでは、専第１号、平成２９年度山江村一般会計補正予

算（第７号）について説明申し上げます。 

１ページをお開きください。第１表、歳入支出予算補正、歳入でございます。１

３、国庫支出金に９９８万２,０００円、２０、村債に９５０万円をそれぞれ追加

するものでございまして、国の補正予算の決定に伴います地方道路整備交付金及び

道路橋梁費債でございます。 

次に、２ページをお開きください。歳出でございます。７、土木費、道路橋梁費

に１,９５０万円の追加でございまして、社会資本整備事業費に伴う工事請負費及

び設計委託料でございます。１２、予備費１万８,０００円を減額いたしまして、

３,７４５万９,０００円とするものでございます。 

３ページをお開きください。地方債補正でございます。起債の目的が道路新設改

良事業でございまして、限度額を１億６,０６０万円から１億７,０１０万円に変更

するものでございまして、起債の方法、利率、償還の方法は補正前に同じでござい

ます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第６ 議案第１号 平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第６、議案第１号、平成２９年度山江村一般会計補

正予算（第８号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第１号についてご説明申し上げます。 

平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号）でございます。 

平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによると

するものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,９

２１万３,０００円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ３４億６,２７３万２,０００円とするものでございます。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

第２条につきましては、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」によるもので

ございます。 

平成３０年３月７日提出でございます。 

内容につきましては、総務課長がいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） それでは、議案第１号、平成２９年度山江村一般会計補正

予算（第８号）について説明を申し上げます。 

１ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。まず歳入

でございまして、８、地方交付税２,４９１万円の追加は、普通交付税及び特別交

付税の決定によるものでございます。１１、分担金及び負担金５２万円の追加は保

育料でございます。１２、使用料及び手数料１４９万４,０００円の減額は、商工

費使用料でございます。１３、国庫支出金１９６万２,０００円の減額は、児童手

当、長寿健康増進事業費補助金、住宅建築物耐震改修事業交付金等の減額と、社会

資本整備総合交付金の追加などが主なものでございます。１４、県支出金６９４万

９,０００円の減額は、各種の県補助金、委託金等の決定に伴う減額でございまし

て、球磨川水系防災減災ソフト対策補助金、合併処理浄化槽設置整備費補助金、環

境保全型農業直接支払交付金、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業推進交付金等でご

ざいます。１５、財産収入１,３４０万５,０００円の追加は、素材生産売払い収

入、北永シ切団地土地建物売払い収入等でございます。１９、諸収入１,５４３万

８,０００円の減額は、スポーツ振興くじ助成金１,７３７万４,０００円の減額

と、熊本県市町村振興協会補助金２０４万８,０００円の追加が主なものでござい
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ます。２０、村債３,２２０万円の減額は、臨時財政対策債２,０９０万円、衛生費

債２７０万円、教育費債８６０万円の減額でございます。 

次、２ページをお開きください。歳出でございます。１、議会費につきまして

は、旅費等１７万３,０００円の減額でございます。２、総務費２,５６７万５,０

００円の増額は、財政調整基金積立金等によるものでございます。３、民生費１,

６１８万円の減額は、介護予防、生活支援事業委託料、老人福祉施設措置費、介護

保険特別会計繰り出し金、児童手当等の減額によるものでございます。４、衛生費

１,０１５万５,０００円の減額は、簡易水道特別会計繰り出し金、備品購入、合併

処理浄化槽設置整備補助金、施設健診集団検診の委託料、後期高齢者人間ドック委

託料等の減額でございます。５、農林水産業費、１,６６０万９,０００円の減額

は、農業集落排水事業特別会計繰り出し金、就農支援助成、農業施設等整備工事、

環境保全型農業支援交付金、林地台帳整備委託料、有害鳥獣駆除補助金等の減額が

主な内容でございます。６、商工費２２７万３,０００円の減額は、温泉センター

管理費、運営費等の減額によるものでございます。７、土木費５３万５,０００円

の増額は、単県事業負担金の増額と住宅管理費の減額によるものでございます。

８、消防費３３８万４,０００円の減額は、人吉下球磨消防組合負担金等の減額に

よるものでございます。９、教育費３,２８１万６,０００円の減額は、人事異動に

よる人件費及び山江村体育館改修工事等の減額が主なものでございます。 

３ページをお開きください。予備費でございまして、３,８１６万７,０００円を

増額して、７,５６２万６,０００円とするものでございます。 

次に、４ページをお開きください。第２表、地方債補正でございまして、まず

１、変更でございます。限度額につきまして、臨時財政対策債を９,０００万円か

ら６,９１０万円に、ごみ収集車購入事業を８１０万円から５４０万円に、山江村

体育館改修事業を８６０万円からゼロ円にそれぞれ変更するものでございまして、

起債の方法、利率、償還の方法は補正前に同じでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第

４号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第７、議案第２号、平成２９年度山江村特別会計国

民健康保険事業補正予算（第４号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２号についてご説明申し上げます。 

平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第４号）でございま
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す。 

平成２９年度山江村の特別会計特別会計国民健康保険事業補正予算（第４号）

は、次に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６９９

万３,０００円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６

億６,５２３万３,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

平成３０年３月７日提出でございます。 

内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第２号について説明をいたします。 

補正前の額、６億７,２２０万６,０００円から６９９万３,０００円を減額し、

歳入歳出それぞれ６億６,５２３万３,０００円とするものでございます。 

１ページをお開きください。歳入でございますが、款１、国民健康保険税につき

ましては、一般被保険者国民保険税を７１７万２,０００円減額するものでありま

す。款３、国庫支出金につきましては８万９,０００円を追加するものでありまし

て、特定健康診査等負担金、過年度分の９万円の増額が主なものであります。款

４、療養給付費交付金につきましては、退職被保険者等療養給付費交付金、過年度

分の１,０００円を減額するものであります。款６、県支出金につきましては９万

１,０００円を追加するものでありまして、特定健康診査等負担金過年度分９万１,

０００円を計上するものであります。 

次に、２ページをお開きください。歳出でございますが、款２、保険給付費を６

万円追加するものでございます。葬祭費を６万円増額するものであります。款８、

保険事業費につきましては、過年度分、国県支出金交付による財源の組み換えでご

ざいます。款１２、予備費につきましては７０５万３,０００円を減額するもので

あります。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３

号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第８、議案第３号、平成２９年度山江村特別会計簡

易水道事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 
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○村長（内山慶治君） 議案第３号についてご説明申し上げます。 

平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）でございます。 

平成２９年度山江村の特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）は、次に定める

ところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ２６７万３,０００円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１億８,５９６万２,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」によるもので

ございます。 

平成３０年３月７日、本日提出でございます。 

内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第３号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１、分担金負担

金、加入負担金を２万円減額するものでございます。国庫支出金、椎谷地区配水管

布設工事完了に伴います事業実績に係ります国庫補助金４５万３,０００円を減額

するものでございます。繰入金、一般会計からの繰入金を２００万円減額をしまし

て、村債、簡易水道費債を２０万円減額しまして、歳入合計、補正前の額から２６

７万３,０００円を減額しまして、１億８,５９６万２,０００円とするものでござ

います。 

２ページをご覧ください。歳出、１、総務費、総務管理費、給料等人件費１６６

万１,０００円を減額するものでございます。１、簡易水道施設運営費、水質検査

料等３０万円を減額し、２、簡易水道施設整備費、工事完了に伴います工事請負費

３００万円を減額しまして、簡易水道事業費を３３０万円を減額するものでござい

ます。予備費２２８万８,０００円を計上しまして、歳出合計、補正前の額から２

６７万３,０００円を減額しまして、１億８,５９６万２,０００円とするものでご

ざいます。 

３ページをご覧ください。地方債の補正、第２表、簡易水道事業でございまし

て、補正前の額の限度額１,６７０万円を、補正後の限度額１,６５０万円とするも

のでございます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第９ 議案第４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第

３号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第９、議案第４号、平成２９年度山江村特別会計農

業集落排水事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４号についてご説明申し上げます。 

平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第３号）でございま

す。 

平成２９年度山江村の特別会計農業集落排水事業補正予算（第３号）は、次に定

めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５２

万円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,９２

９万８,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

平成３０年３月７日、本日提出でございます。 

内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第４号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入、使用料及び手数

料、督促手数料を２万円減額するものでございます。繰入金、一般会計からの繰入

金を２５０万円を減額しまして、歳入合計、補正前の額から２５２万円を減額しま

して、１億３,９２９万８,０００円とするものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、総務費、職員手当等人件費１０８万円を減額

し、予備費１４４万円を減額しまして、歳出合計、補正前の額から２５２万円を減

額しまして、１億３,９２９万８,０００円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第４

号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１０、議案第５号、平成２９年度山江村特別会計

介護保険事業補正予算（第４号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第５号についてご説明申し上げます。 
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平成２９年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第４号）でございます。 

平成２９年度山江村の特別会計介護保険事業補正予算（第４号）は、次に定める

ところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,２

６６万８,０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

４億６,３６３万２,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

平成３０年３月７日提出でございます。 

内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第５号について説明いたします。 

補正前の額４億９,６３０万円から３,２６６万８,０００円を減額し、歳入歳出

それぞれ４億６,３６３万２,０００円とするものでございます。 

１ページをお開きください。歳入でございますが、款１、保険料につきまして

は、介護給付費、地域支援事業費の実績見込み額の減額に伴い、４９２万２,００

０円を減額するものでございます。款３、国庫支出金につきまして８３４万３,０

００円減額するものでありまして、同じく介護給付費等に対します国庫負担金及び

国庫補助金の実績見込みによるものでございます。款４、支払基金交付金につきま

しては９７６万３,０００円を減額するものでありまして、同じく介護給付費等に

対します支払基金からの交付見込み額の減額でございます。款５、県支出金につき

ましては５４１万４,０００円を減額するものであります。内容につきましては先

ほどからの説明を同じものでございます。款６、繰入金につきましては４２１万

９,０００円を減額するものでありまして、介護給付費等に対します村の負担分の

減額が主なものでございます。款１０、財産収入につきましては、介護保険財政調

整基金積立利子見込み額により７,０００円を減額するものでございます。 

次に２ページをお開きください。款２、保険給付費を実績見込みによりまして

２,８９６万２,０００円を減額するものでございます。施設介護サービス給付負担

金２,４８１万円の減額が主なものでございます。款４、地域支援事業費を実績見

込みによりまして６１０万５,０００円減額するものでございます。介護予防生活

支援サービス事業費３８８万５,０００円の減額が主なものでございます。款６、

基金積立金につきましては、利子見込み額により７,０００円を減額するものでご

ざいます。款８、予備費を２４０万６,０００円増額するものでございます。 

以上でございます。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第６号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算

（第２号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１１、議案第６号、平成２９年度山江村特別会計

ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第６号についてご説明申し上げます。 

平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）でございま

す。 

平成２９年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ１８０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,０９７万

９,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

平成３０年３月７日提出でございます。 

内容につきましては、企画調整課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、議案第６号についてご説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入でございます。２、

使用料及び手数料、放送手数料の実績見込み額の減額に伴い３万円を減額するもの

でございます。３、繰入金、ケーブルテレビ施設管理費に対する村負担分１８０万

円を減額するものでございます。５、諸収入、雑入を３万円増額するものでござい

ます。歳入合計、補正前の額に１８０万円を減額し、７,０９７万９,０００円とす

るものでございます。 

続きまして、２ページをご覧ください。歳出、２、ケーブルテレビ事業費、ケー

ブルテレビ施設管理費といたしまして、光熱水費６０万円、委託料８０万円、アン

テナ撤去工事費４０万円をぞれぞれ減額するものでございます。歳出合計、補正前

の額に１８０万円を減額し、７,０９７万９,０００円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で、先議依頼がありました議案について、提案理由の説明

が終わりました。 

お諮りいたします。ここで議案検討のため暫時休憩をしたいと思いますが、ご異
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議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。異議なしと認め、暫時休憩とします。再

開時刻を午後２時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４５分 

再開 午後 ２時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

   村長から、議案第１号、平成２９年度一般会計補正予算（第８号）の事件の、訂

正請求書が提出がありました。提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、事件の訂正請求書についてご説明申し上げます。 

議長より発言、説明の機会を与えていただきました。今日、先ほど私のほうから

議会議長のほうに事件の訂正請求書を出させていただいたということでございま

す。 

内容につきましては、本日午前中に提案いたしました議案第１号の平成２９年度

一般会計補正予算（第８号）であります。中身の財源内訳の中身について、充当す

べきものが間違っていたということでございますので、その件について説明し、訂

正をよろしくお願いしたいと思うものであります。事務的な誤りでありまして、大

変申し訳なくお詫びを改めて申し上げさせてもらいたいと思います。 

内容につきましては、総務課長より説明申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） それでは、ただいま村長のほうから申し上げました平成２

９年度山江村一般会計補正予算の予算内容について訂正がございますので、その内

容をご説明申し上げます。 

２３ページをお開きください。１１、ほたるの荘施設維持管理費でございます。

財源内訳中のその他の部分と一般財源の部分でございますけれども、当初その他の

収入のところをマイナスの１４４万円としておりました。これは歳入のほうで家

賃、使用料の１４４万円の減額に伴いまして、それをそのままマイナスの充当をし

ておったわけですけれども、予算総額が３８万４,０００円から１０万円を差し引

きまして２８万４,０００円となったわけでございまして、本来であれば３８万４,

０００円、当初充当しておった金額をマイナスすべきでございましたところ、１４

４万円そのまま充当しておったわけでございます。そこを３８万４,０００円のマ
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イナス、そして一般財源が従いまして、支出総額の２８万４,０００円となりま

す。その下の計の欄につきましては、マイナスの１４８万５,０００円が４２万９,

０００円、一般財源のマイナスの１８４万４,０００円がマイナスの７８万８,００

０円となるわけでございます。 

さらに、この集計が６ページのほうにあがってまいりまして、６ページの補正額

の財源内訳、ここにも影響してまいります。６、商工費の中のその他の項目でござ

いますけれども、特定財源、国庫支出金、地方債、その他とございます。このその

他の欄が１４８万５,０００円のマイナスでございましたけれども、先ほど申しま

した商工費のその他の４２万９,０００円のマイナスがあがってまいります。その

隣が三角のマイナスの７８万８,０００円としとったものが、マイナスの１８４万

４,０００円になります。その結果、歳出のほうの財源内訳のその他の欄がマイナ

スの１,２４８万７,０００円が、マイナスの１,１４２万６,０００円、一般財源が

１３４万８,０００円だったものが、失礼いたしました。１,３４８万円だったもの

が、１,２４２万４,０００円というふうになります。 

以上、お詫びして訂正をお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１号、

平成２９年度一般会計補正予算（第８号）の訂正は、許可することにご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、訂正請求については許可することに決定いた

しました。 

先議依頼がありました要望第１号から議案第６号について、議事日程順に質疑、

討論、採決をいたします。 

発言については、会議規則第５３条（発言内容の制限）の規定を守って質疑をお

願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質問の回数は３回）の規定と、同規則第５

５条（発言時間制限６０分）の規定はお守りいただきますようお願い申し上げま

す。なお、３回を超える場合は、第５４条の但し書を適用いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 要望第１号 内ノ畑水道施設修理に関する要望書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、要望第１号、内ノ畑水道施設修理に関する要望書に

ついてを議題といたします。質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 
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次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。ここで要望書採決については、地方自治法第１１７条の規定によ

って谷口予志之議員の一身上に関する事件であることが認められますので、谷口予

志之議員の退場を求めます。 

［谷口議員 退場］ 

○議長（秋丸安弘君） 本件を採択することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第３、要望第１号、内ノ畑水道施設修理

に関する要望書については、採択することに決定いたしました。 

それでは、谷口予志之議員の入場を許可します。 

［谷口議員 入場］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 要望第２号 下払地区水道修理に関する要望書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第４、要望第２号、下払地区水道修理に関する

要望書についてを議題といたし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本件を採択することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第４、要望第２号、下払地区水道修理に

関する要望書については、採択することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成２９年度山

江村一般会計補正予算（第７号）） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることにつ

いて（平成２９年度山江村一般会計補正予算（第７号））を議題とし、質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております平成２９年度山江村一般会計



 － 35 － 

補正予算（第７号）について、１点だけ質疑をいたします。 

先ほど村長から事件の訂正請求書が出され、議会はこれに同意したところであり

ますが、なぜこのようなことになったのか、訂正しなければならないようなことに

なったのか、その原因究明と再発防止についてはどのように考えておられるか答弁

を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） この件については、次の、これは第８号のほうでお願いしま

す。 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案に承認することにご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第５、承認第１号、専決処分事項の承認

を求めることについて（平成２９年度山江村一般会計補正予算（第７号））は、原

案のとおり承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第１号 平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、議案第１号、平成２９年度山江村一般会計補正予算

（第８号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 先ほどは大変失礼いたしました。 

それでは、平成２９年度山江村一般会計補正予算（第８号）について、１点だけ

質疑をいたします。 

先ほど村長からこの件につきまして訂正請求書が出され、議会としてはこれを認

めたところであります。なぜこのような財源内訳とか一般財源とかの数字が変わっ

てくるのか。この原因究明とこの再発防止について、何らかのことをされるんじゃ

ないかと思いますが、どのように考えておられますか。答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 

村長。 

○村長（内山慶治君） 財源内訳につきましては、歳入と歳出の見方をしっかりとその

折にするということだと思います。予算査定の時に、財源内訳については特に補助
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事業等については非常に細かく私も確認するわけでありますけれども、今回は、ほ

たるの荘の歳入だったということであります。また、歳出については、歳入に伴う

歳出をやるのではなくて、また修繕料として別のかたちで出ているということでの

ミスであろうかというふうに考えております。いずれにしろ、事務屋が事務処理を

間違うというようなことはあってはいけないということでありますし、こうして時

間的にも出しました書類につきましても、汚れてしまうというようなことでありま

すので、十分今後担当職員、担当課につきましては、このようなことがないよう指

導していきたいと思っております。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 議案第１号につきまして、１点だけお尋ねをしたいと思いま

す。 

ページは１３ページです。歳出の中で企画振興費の中に、ゆるキャラ着ぐるみ・

ピンバッジ製作委託、マイナスの１００万円計上してありますが、委託料として計

上してありますが、このピンバッジはもうすでに出来上がっているんですか。でき

あがっているんであれば、村民のほうに幾らかで売るというふうな計画なんでしょ

うか。ただ、歳入はあがってませんので、出来てるかどうかそのへんをお尋ねをし

たいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、中竹議員のご質疑にお答えいたします。 

企画振興費であがっておりますゆるキャラ着ぐるみ・ピンバッジ作成委託料の１

００万円の減額についてでございます。こちらにつきましては、ゆるキャラのマス

コットキャラクター、栗をモチーフにしたマスコットキャラクターにつきまして

は、公募いたしまして栗まつり開催時にお披露目をしているというところでござい

ます。また、そのほかピンバッジ等を作成するように事業者等に見積もりを徴して

おりましたけれども、こちらが必要とする個数に見積額が見合わないということ

で、１個当たりの単価が非常に高こうございまして、果たしてこれをつくっても、

費用対効果が今後あるのかというところで、今回のほうは、予算のほうは減額をさ

せていただくというふうにしております。そのほか、マスコットといたしましてぬ

いぐるみとかのぼり旗とか、そういったのも一応検討はしたんですけれども、やは

り事業者のほうに見積もりを徴してみますと、どうしても１体当たりの単価が非常

に高こうございますので、果たしてこの１００万円減額する分の予算を活用して

も、それなりの物が、個数ができるかどうかというのが不確定でしたので、今回減
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額をさせていただいたというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今後そのピンバッジをつくって売るというか、つくってそれ

を宣伝効果に使うとかいうような計画はないですか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） 今回、ピンバッジ等の宣伝道具はつくっておりません

けれども、本村の税務課のほうでは納税の効果ということで、促進するということ

で、マッチのほうをゆるキャラをカバーにしていただいて作成をしていただいてお

ります。今後につきましては、ゆるキャラのデザイン、アニメ等につきましては費

用がかかって、もちろんつくっておりますので、特段費用がかかるわけではござい

ませんので、そういったものを活用した例えばピンバッジじゃなくて、簡易的なバ

ッジとか、今後可能で、また補助金等があればぬいぐるみ等の作成も行っていきた

いと思います。なかなか単独での予算でつくるのはどうかということで、今回は減

額をさせていただいたというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） じゃあ、お尋ねします、確認のために。これは著作権等の絡

みはあるわけですか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

著作権等は特に設けておりませんので、例えば村内の事業者の方でも活用したい

という申し出があれば活用していただいて、ＰＲ効果に努めていただければという

ふうに思っております。 

以上でございます。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） ページは７ページです。歳入。商工使用料の観光施設使用料、

ほたるの荘利用料、減の１４４万円となっています。課長から話を聞きますと、今

３戸未入居ということだそうです。このような減額になっておりますけれども、非

常に移住定住を進める中で、この施設は縛りがあると、条例等で思うようにならな

いと。なかなか定住も図れないということならば、思い切って補助金等が残ってい

ますから、補助金を返還して村のものにすると。そして、売るとかあるいは村営住
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宅はなんですけども、定住を図る一つの施設として利用するならば、非常に万江川

の近くにある施設として利用価値もあるし、入居、買われる方もたくさんいらっし

ゃるんじゃなかろうかなということです。平成１９年建設ということを聞きました

けれども、補助金がまだ残っていると思いますが、できればこのまましておくより

か有効活用、山江に来たいという人がたくさんいるならば、その一つの受け皿とし

て、利用価値の方法をお考えになったらどうかなというふうに思います。そのお考

えについて、ちょっと質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質疑にお答えしたいというふ

うに思います。 

議員申されましたとおり、ほたるの荘につきましては、万江川のほとりにありま

す非常に自然豊かな建物でございます。現在３棟建っておりますけれども、３棟と

も未入居ということで、一番新しく出られた方でも昨年の８月末で、一番遠く出ら

れた方につきましては、平成２７年の６月からということで２年半が経過している

ということでございます。この間、ホームページや新聞広告、またＳＮＳを使った

情報発信、移住定住の相談会に出向いた時や観光ＰＲの際のチラシ等を作成いたし

まして配布を、呼びかけを行っておりますが、なかなか問い合わせがないというよ

うな状況でございます。議員申されましたとおり、二地域居住な施設ということで

ございますので、例えば住所をその今の施設に置いて住まわれるとかということが

できない施設ということで、大変使い勝手が今の時代に即さないのかなというふう

なことも思っておりますし、また先般行われました山江村移住定住推進委員会の中

でも、このほたるの荘については、例えば議員が申されましたとおり村営住宅化は

できないんだろうかとか、また分譲のようにして売り出すことはできないんだろう

かというようなご意見もいただいております。今後、さまざまな条件等をクリアし

なければ、なかなか簡単にはできないかもしれませんけれども、議員のご意見は提

言といたしまして、私たちとしては可能性を探りながらよりよい施設の有効活用に

努めていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○２番（横谷 巡君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

５番、立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 議案第１号について、２点ほど質疑いたします。 

まず、ページは１４ページですけど、移住定住推進費の中の１５番の工事請負

費、１９番、負担金補助及び交付金について、減額になった理由と現在の空き家対
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策による現状について。 

それと１５ページですけど、２６番、地域づくり研究所運営費の中で、１９番、

負担金及び交付金について、減額になった理由とどのような活動をされていたか、

質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、立道議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

まず、移住定住推進費の１５番、工事請負費についてですけれども、今回５００

万円の減額をしております。こちらの工事請負費につきましては、現在工事を行っ

ております堂園地区の宅地分譲を計画しております造成工事の入札残の５００万円

ということになっております。 

続きまして、１９番、負担金補助及び交付金が、空き家改修補助と空き家土地購

入費助成補助、こちらのほうがそれぞれ１００万円ずつ減額というふうになってお

りますが、今年度より空き家のよりよい利活用を進めるために、いろいろな諸条件

はございますけれども、空き家を改修したり、また空き家を購入される方、これは

もちろんご親族とかそういう方は該当しませんけれども、そういった方に対しまし

て２分の１で最大１００万円まで補助しようという制度を、それぞれ平成２９年度

の当初予算に１件ずつ、１００万円ずつ計上しております。こちらのほうも村広報

誌やホームページ、また村政懇談会の時にもご質問がありましたのでお答えをして

おりますけれども、なかなか問い合わせがないというような状況で、今回減額をさ

せていただいたというところでございます。空き家の対策につきましては、村長、

冒頭でもあいさつにもありましたとおり、問い合わせは非常に多ございます。担当

のほうが空き家、村内で登録している空き家をそれぞれご案内するわけですけれど

も、問い合わせで来られた方についても現在村で登録している空き家を見に行かれ

ると、ちょっと家が古いとか、例えば敷地がないとか、そういったことで検討する

からということで帰られる方が非常に多ございますので、今後につきましても、問

い合わせのほうは月に数件あっております。また、堂園の宅地、分譲地につきまし

ても、まだ工事が終わっていない中にも問い合わせがもうすでに３件以上あってお

りますので、今後につきましては、村長の冒頭のあいさつのとおり、宅地の造成と

か例えば空き家を村のほうで買い上げてどうにかするとかというような政策もでき

ていければなというふうに考えております。 

それから、地域づくり研究所運営費の１９、負担金補助及び交付金、地域おこし

協力隊居住費助成金の７０万円の減額についてですが、こちら、後日一般質問でも

通告が出ておりますのであまり詳しくは申しませんけれども、当初予算につきまし
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ては、地域おこし協力隊２名分をそれぞれ報酬共済費等で計上しておりました。今

回１名の方が採用されまして、途中でお辞めになられたということでございますの

で、その居住費の補助を７０万円減額をしているというところでございます。 

地域づくり活動助成を１２８万円減額をしておりますけれども、こちら、地域づ

くりを、先駆的な地域づくりを活動される団体につきまして、上限を２０万円を上

限といたしまして１０団体に補助をするように、こちらのほうも平成２９年度から

創設をしております。今年度、周知不足というところもあったのかしれませんが、

５団体の活用ということでございました。総額につきましては７１万円ほど補助を

しておりますので、こちらのほうにつきましても残額の１２８万円を減額している

というところでございます。地域づくり研究所につきましては、こちらのほうも村

長が冒頭であいさつをされましたとおり、次年度３年目を迎えるということで、さ

まざまな活動がやっと実践に向けて、飛躍に向けて動き出す年になるのではないか

なというふうに思っておりますので、議員各位をはじめ、村民の皆様のご協力をよ

ろしくお願いしたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○５番（立道 徹君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第６、議案第１号、平成２９年度山江村

一般会計補正予算（第８号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第

４号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第７、議案第２号、平成２９年度山江村特別会

計国民健康保険事業補正予算（第４号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 
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次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第７、議案第２号、平成２９年度山江村

特別会計国民健康保険事業補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３

号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第８、議案第３号、平成２９年度山江村特別会

計簡易水道事業補正予算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第８、議案第３号、平成２９年度山江村

特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第

３号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第９、議案第４号、平成２９年度山江村特別会

計農業集落排水事業補正予算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第９、議案第４号、平成２９年度山江村

特別会計農業集落排水事業補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第４

号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１０、議案第５号、平成２９年度山江村特別

会計介護保険事業補正予算（第４号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１０、議案第５号、平成２９年度山江

村特別会計介護保険事業補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第６号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算

（第２号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１１、議案第６号、平成２９年度山江村特別

会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）を議題とし、質疑を許します。質疑あ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１１、議案第６号、平成２９年度山江

村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）は、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第７号 山江村空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１２、議案第７号、山江村空き家等の適正管

理に関する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第７号についてご説明申し上げます。 

山江村空き家等の適正管理に関する条例の制定についてでございます。 

山江村空き家等の適正管理に関する条例を別案のとおり制定するものとするとい

うものでございます。 

平成３０年３月７日、本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、村内で増加傾向にある空き家等について、周辺

住民の生活環境に悪影響を及ぼす可能性があることから、空き家等の総合的、かつ

計画的に管理する必要があるため提案をさせてもらうというものでございます。 

１ページ開けてもらいますと条例が出てきますけれども、本条例は村内に増加し

ております空き家につきまして、要するに村民の方々の生活に悪影響を及ぼす可能

性がある空き家を、総合的にかつ計画的に管理をしようとすることを目的として制

定するということでございます。 

条例の内容といたしましては、空き家等の定義、基本理念のほか、村や所有者の

責務を明確化しまして、空き家の実態調査を行い、管理不全な場合は助言や指導、

さらには必要な措置を講ずるよう勧告などを行いまして、空き家の適正な管理を行

うというものであります。これは、平成２７年５月２６日に全面施行されました空

き家対策特別措置法第２条第２項が定めている特定空き家等に当てはまる空き家で

あれば、市町村長が所有者に対し必要な改善措置をとるよう、助言または指導、勧

告、命令をすることができるようになったというようなことであります。 

以上でございます。 

この条例につきましては、附則といたしまして、平成３０年の４月１日から施行

するということでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第８号 合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条例の制定
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について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１３、議案第８号、合戦峰地区物産販売所の

設置及び管理に関する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第８号についてご説明申し上げます。 

合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条例の制定についてでございま

す。 

合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条例を別案のとおり制定するもの

とするというものでございます。 

平成３０年３月７日、本日提出でございます。 

提案理由でございますが、地方自治法第２４４条の２の規定に基づきまして、公

の施設の設置及び管理については、条例により定める必要があるために提案をさせ

てもらうというものでございます。 

１枚開けてもらいますと、条例でございます。平成２８年度、国の補正予算、地

方創生拠点整備交付金を活用し、現在建築中の物産販売所の設置及び管理に関する

条例でございます。これは第２条を見てもらいますと、名称及び位置として、名称

が合戦峰地区物産販売所としております。位置につきましては、山江村大字山田乙

字合戦峰２６７６番の１。第３条以降、使用の許可や使用料などについて記載をし

ており、第８条からは指定管理者による管理を行わせることができると記してあり

ます。また、第１４条には管理の委託として村長が適当と認める他の公共的団体に

管理を委託することができると記載をしておりまして、議案が承認された場合、第

１４条を適用し、村内の公共的団体へ管理を委託するということを今のところ考え

ているところでございます。 

この条例でありますけれども、附則としまして、交付の日から施行するというこ

とにしております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第９号 山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１４、議案第９号、山江村報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求

めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第９号についてご説明申し上げます。 
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山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでご

ざいます。 

山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定

するものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、近隣市町村と比較し、報酬額に差が生じている

ことから、均衡を考慮し額の改定を行う必要があるため提案をさせていただくとい

うものでございます。 

１枚開けていただきますと条例でございまして、報酬額表と、４枚目からは新旧

対照表を載せているということでございますが、山江村報酬及び費用弁償に関する

条例につきましては、各種委員の報酬及び費用弁償を規定しておりますけれども、

議会でもご提案がありました村監査委員報酬額につきまして、近隣町村の状況を調

べましたところ、均衡を図る必要があるということになりましたので今回改正を行

うものでございます。 

内容は、学識経験者の中から選任された監査委員の報酬日額を２００円増額をし

６,８００円、議会議員の中から選出された監査委員の報酬日額を１００円増額い

たしまして５,８００円とするものでございます。また、栗技術指導員報酬につき

ましては、現行日額７,８００円でありますけれども、作業に伴う消耗品や燃料費

は別途お支払いをしておったと、役場のほうで支出をしていたということでござい

ますが、今回の改正では近隣市町村との均衡を図り、日額を１万円とし、作業に伴

う経費込みとするものでございます。なお、班長につきましては事前の現地調査、

受益者及び委員との連絡調整の経費を考慮をいたしまして１万２,０００円とする

ものでございます。 

本条例につきましては、平成３０年４月１日から施行させてもらうというもので

ございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第１０号 山江村情報公開条例及び山江村個人情報保護条例の一部

を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１５、議案第１０号、山江村情報公開条例及

び山江村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案

者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１０号についてご説明申し上げます。 

山江村情報公開条例及び山江村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に
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ついてでございます。 

山江村情報公開条例及び山江村個人情報保護条例の一部を改正する条例を別案の

とおり制定するものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、行政機関の保有する情報の公開に関する法律及

び行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の一部改正によりまして、条例

の一部を改正する必要があるため提案をさせていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと、改正する条例でございます。本条例の改正につきま

しては、いわゆる上位法が変わったと、上位法が改正されたということに併せて、

本村の関係条例を改正するものでございます。 

内容につきましては、行政機関の保有する情報公開に関する法律第５条に規定す

る不開示情報に当たる個人に関する情報の範囲が明確化されることにより、山江村

情報公開条例第９条第１項に規定いたしております不開示となる個人に関する情報

の範囲に関する規定を、行政機関情報開示法と同規定とするものでございます。ま

た、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律が改正されまして、個人識別

符号の定義を設け、これが含まれる情報は個人情報に当たるとされたことで、山江

村個人情報保護条例においても、個人識別符号の定義を設けまして、これが含まれ

る情報につきまして個人情報に当たるということで、個人情報の定義を明確化する

ものでございます。 

この条例につきましても、附則といたしまして、平成３０年４月１日から施行さ

せていただくというものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第１１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１６、議案第１１号、山江村移動通信用鉄塔施設

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提

案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１１号についてご説明申し上げます。 

山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてでございます。 

山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を

別案のとおり制定するものとするというものでございます。 
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本日提出でございます。 

提案理由でございます。移動通信用鉄塔施設を鳥屋、日当、横手へ３局新たに整

備することに伴いまして、条例の一部を改正する必要があるために提案をさせても

らうというものでございます。 

ちょっと説明をさせてもらいますと、移動通信用鉄塔施設とは、携帯電話の基地

局のことでございます。以前、平成２１年度から２２年度にかけまして、情報通信

格差是正のために、村内９カ所に施設整備を行っておりました。村内全域が携帯電

話不感地帯解消とは、その折ならなかったということであります。地元からの要望

もございまして、また数年にわたりこちらのほうも要望を行った結果、本年度、補

助事業該当となりまして、横手地区、日当地区、鳥屋地区の３カ所に整備する鉄塔

施設を追加をさせてもらうということでございます。ただ、参画する通信事業者は

前回同様ＮＴＴドコモとなっておるわけでございます。 

附則といたしまして、この条例は交付の日から施行するということにいたしてお

ります。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第１２号 山江村社会福祉振興基金条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１７、議案第１２号、山江村社会福祉振興基金条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１２号につきましてご説明申し上げます。 

山江村社会福祉振興基金条例の一部を改正する条例の制定についてでございま

す。 

山江村社会福祉振興基金条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するもの

とするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由であります。今後も続く超高齢社会におきまして、高齢者や障がい者、

児童等の保健福祉事業の推進が高まっており、基金の円滑な活用、運用を図るた

め、条例の一部を改正する必要があるので提案をさせていただくというものでござ

います。 

本村の社会福祉振興基金につきましては、第６条の但し書を削るということによ

りまして、平成３年以降積み立てていました現金につきましても、高齢者や障がい

者、児童等の保健福祉の向上を図っていくため、処分ができるようにするためとい
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いますか、今まで相当古い条例でありましたので、そのように使い勝手がよくする

ために条例を改正させていただくというものでございます。 

この附則といたしまして、この条例は交付の日から施行するというものでござい

ます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第１３号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１８、議案第１３号、山江村国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１３号についてご説明申し上げます。 

山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するものと

するというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由ですが、地方税法及び航空機燃料譲与税法等の一部を改正する法律（平

成９年法律第２号）の交付に伴い、条例の一部を改正する必要があるため提案をさ

せていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと条例が出てきております。非常に煩雑ではありますけ

れども、大きく２点ございます。まず１点目といたしましては、地方税法といわゆ

る上位法の改正に伴うものでございます。平成３０年度より、国民健康保険事業の

財政運営の責任主体を熊本県へ移行することに伴いまして、地方税法等の改正が行

われたために改正するものでございます。２点目といたしましては、この主体を熊

本県へ移行するということに伴いまして、県より市町村の納付金及び標準保険料率

が提示されましたので、それらを踏まえて当村の保険税率を改正するものでござい

ます。先般、山江村国保運営委員会におきまして承認をいただいておるところであ

りますが、平成３０年度におきましては、現行税率と比べますと低い税率で改正の

提案をしております。 

附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行させていただくと

いうものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第１４号 山江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 
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○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１９、議案第１４号、山江村国民健康保険条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１４号についてご説明申し上げます。 

山江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村国民健康保険条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するものとす

るというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由ですが、国民健康保険制度改革に伴う市町村が担う事務の標準化によ

り、条例の一部を改正する必要があるために提案をさせていただくというものでご

ざいます。 

１枚開けていただきますと条例でありますが、これも平成３０年度から国民健康

保険制度改革に伴いまして、市町村が行う事務の標準化により、被保険者資格の適

用除外及び葬祭費等にかかる規定の改正が必要であるということでありますので、

山江村国民健康保険税条例、失礼しました、もとい、山江村国民健康保険条例の一

部を改正させていただくというものでございます。 

附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行させていただくと

いうことでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１５号 山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２０、議案第１５号、山江村国民健康保険財政調

整基金条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求め

ます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１５号についてご説明申し上げます。 

山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例の制定についてでご

ざいます。 

山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定

するものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由ですが、国民健康保険制度改革に伴う国民健保険財政調整基金かな、国

民健康保険じゃないかな。国民健康保険財政調整基金の処分について、条例の一部

を改正する必要があるため提案するものでございます。文字についてはちょっと確
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認をさせていただきたいと思います。 

１枚開けていただきますとその条例でございますが、これも国民健康保険制度改

革によりまして、平成３０年度から国保の財政運営主体が熊本県に移行されるとい

うことでございます。保険給付費に必要な費用は、全額都道府県より交付されると

いうことになるために、第１条の基金、設置の目的、及び第６条の基金、処分に関

する規定を改正する必要があるということでありますので提案するものでございま

す。 

附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行させていただくも

のでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１６号 山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２１、議案第１６号、山江村後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１６号についてご説明を申し上げます。 

山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでござ

います。 

山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定す

るものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、高齢者の医療の確保に関する法律の施行令の改

正に伴いまして、条例の一部を改正する必要があるために提案をさせてもらうとい

うものでございます。 

１枚開けていただきますと条例でございますが、説明させていただきますと、持

続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律

が、平成３０年４月１日から施行されるということでございます。高齢者の医療の

確保に関する法律、第５５条の２の規定、所在地特例の規定が新設されるというこ

とに伴いまして、山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正させていただく

というものでございます。 

この条例は、平成３０年４月１日から施行すると附則にしております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１７号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
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○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２２、議案第１７号、山江村介護保険条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１７号についてご説明申し上げます。 

山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを別案のとおり制定す

るものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、介護保険法（平成９年法律第１２３号・第１２

９条第２項）の規定に基づく介護保険料率の改定に伴いまして、条例の一部を改正

する必要があるために提案をさせていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと、その条例でございますけれども、第７期の介護保険

事業計画におきまして、平成３０年度から３年間の平成３０年度までの保険料を算

定したということでございます。それに伴いまして、山江村介護保険条例の保険料

率の規定を改定する必要があるために提案をさせていただくというものでございま

す。 

附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行させていただく

というものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第１８号 山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準を定める条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２３、議案第１８号、山江村指定居宅介護支援等

の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定についてを議題とし、提案

者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１８号についてご説明申し上げます。 

山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制

定についてでございます。 

山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例を別

案のとおり制定するものとするというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由ですが、介護保険法（平成９年法律第１２３号）の一部改正に伴いまし

て、条例を制定する必要があるために提案をさせていただくというものでございま

す。 
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１枚開けていただきますとその条例であります。１５ページほど長々とあるとい

うことでありますけれども、いわゆる介護保険法の一部改正によりまして、市町村

が居宅介護支援事業者を指定することになるために、居宅介護支援事業者の人員及

び運営に関する基準を定める必要があるということでありますので、条例を制定さ

せていただくというものでございます。 

附則といたしまして、この条例につきましても、平成３０年４月１日から施行さ

せていただくというものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第１９号 山江村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２４、議案第１９号、山江村指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１９号についてご説明申し上げます。 

山江村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例の制定についてでございます。 

山江村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例を別案のとおり制定するものとすると。非常に長い条例でございますが、

ということでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますが、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成１

８年厚生労働省令第３７号）の一部改正に伴いまして、条例の一部を改正する必要

があるため提案をさせていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますとその条例でございますが、これもいわゆる上位法が一

部改正されたということに伴いまして、条例の一部を改正するということでござい

ます。 
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主な改正点でありますが、介護保険と障害福祉の両制度に新しく共生型サービ

ス、高齢者と障がい者が同一の事業所でサービスを受けやすくするものが位置づけ

されたということによりましての改正でございます。 

附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行させていただく

というものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 議案第２０号 山江村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２５、議案第２０号、山江村指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２０号についてご説明申し上げます。 

山江村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するというものでございます。 

本日提出でございます。 

提案理由ですが、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準（平成１８年厚生労働省令第３４号）の一部改正に伴いまして、条例の一部を

改正する必要があるために提案をさせていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと、その改正する条例でございますけれども、これもい

わゆる上位法といわれる国の法律が一部改正されたということに伴いまして、条例

の一部改正でございます。 

改正の主な内容といたしましては、介護保険と障害福祉の両制度に新しく共生型

サービス、高齢者と障がい者が同一の事業所でサービスを受けやすくするものが位

置づけられたということによります共生型地域密着型サービスに関する基準の追加

と、介護医療院、長期にわたって療養するための医療と日常生活上の介護を一体的

に受けられる施設でありますが、いわゆる介護医療院が新設をされたということに

よりまして、対象施設を介護医療院を追加するというものなどでございます。 

１４ページでありますが、附則につきましても、平成３０年４月１日からこの条

例は施行させていただくというものでございます。 
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以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議案第２１号 山江村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２６、議案第２１号、山江村指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２１号についてご説明申し上げます。 

山江村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するというものでござ

います。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますが、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３６号）の一部改正に伴いま

して、条例の一部を改正する必要があるために提案をさせていただくというもので

ございます。 

１枚開けていただきますと、一部を改正する条例でありますけれども、これも上

位法の一部が改正されたということに伴いまして、条例を一部改正するということ

でございます。 

主な改正内容は、介護医療院、先ほど申し上げましたとおり、長期にわたって療

養するための医療と日常生活上の介護を一体的に受けられる施設でありますが、そ

の介護医療院が新設されることに伴うというものでございます。 

この条例につきましても、附則といたしまして、平成３０年４月１日から施行さ

せていただくというものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２７ 議案第２２号 山江村土地開発基金条例を廃止する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２７、議案第２２号、山江村土地開発基金条例を

廃止する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２２号についてご説明申し上げます。 

山江村土地開発基金条例を廃止する条例の制定についてでございます。 

山江村土地開発基金条例を廃止する条例を別案のとおり制定するというものでご

ざいます。 

本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、山江村土地開発基金条例は、設置目的である公

共用地の先行取得の必要性が薄れまして、今後においても活用が見込まれないとい

うようなことから、本基金を廃止したいということでありますので提案するという

ものでございます。 

１枚開けますと、廃止する条例であります。説明を申し上げますと、本条例は公

用もしくは公共用に供する土地、または公共の利益のために取得する必要のある土

地を、あらかじめ取得することにより事業の円滑な執行を図るため、昭和４９年３

月に設置された基金でございます。しかし、近年は設置目的でございます公共用地

の先行取得の必要性が薄れまして、今後においても活用が見込まれないということ

から基金を廃止し、今後見込まれる各種の村有施設等の老朽化に伴う財政需要に対

応するために、他の基金へ振り替えて、効果的に積み立てて適切に管理をしようと

いうものでございます。 

附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行させていただく

というものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を３時３０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時２０分 

再開 午後３時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２８ 議案第２３号 平成３０年度山江村一般会計予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２８、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会

計予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算書についてご

説明申し上げます。 

１枚めくっていただきます。 

平成３０年度山江村一般会計予算でございます。 

平成３０年度山江村の一般会計予算は、次に定めるところによるとするものでご

ざいます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３

０億５,８００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、債務負担行為でございます。第２条、地方自治法第２１４条の規定によ

り、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 

債務負担行為」によるものでございます。 

次に、地方債でございます。第３条、地方自治法第２３３条第１項の規定によ

り、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還

の方法は、「第３表 地方債」によるところでございます。 

次に、一時借入金でございます。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規

定による一時借入金の借り入れの最高額は、２億円と定めるものでございます。 

次に、歳出予算の流用でございます。第５条、地方自治法第２２０条第２項、但

し書きの規定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる

場合は、次のとおりと定めるものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費は除く）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流

用等でございます。 

平成３０年３月７日、本日提出でございます。 

内容につきましては、総務課長が説明を申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） それでは、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予

算について説明申し上げます。 



 － 57 － 

まず、平成３０年度の歳入歳出予算の総額でございますが、村長が先ほど申し上

げましたように３０億５,８００万円でございまして、平成２９年度比マイナスの

１億２００万円となっております。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算、歳入でございます。１、村税

でございますが、税収の確保という観点から昨年比１７６万９,０００円増の２億

４５０万６,０００円を見込んでおります。２、地方譲与税から１０の地方消費税

交付金につきましては、昨年度の実績と国の地方財政計画に基づき計上いたしてお

ります。また、８、地方交付税につきましても、国の地方財政計画に基づき、普通

交付税総額を１４億５,８００万円見込んでおります。特別交付税につきまして

は、本年度当初予算には計上してございません。従いまして、地方交付税につきま

しては、昨年比マイナスの４,６００万円でございまして、率にいたしまして約３

％の減額になっております。 

２ページをお開きください。１３、国庫支出金につきましては、公営住宅建設事

業等の補助事業の完了に伴いまして、昨年比６,５９８万４,０００円減の３億４,

３１４万１,０００円を計上いたしております。１７、繰入金でございますが、地

方交付税の減額及び特別交付税を当初予算に計上しておりませんことから、昨年比

５,５６７万９,０００円の増額でございまして、２億１,９３２万１,０００円を計

上いたしております。内容は、財政調整基金１億６,０００万円、山江村定住化促

進基金１,８５４万７,０００円、減災基金３,５００万円等が主なものでございま

す。１８、繰越金は昨年度比２０７万円増の１億６５７万円を見込んでおります。 

３ページをご覧ください。２０、村債でございまして、昨年比５０万円減の３億

３,６１０万円を計上いたしております。 

４ページをお開きください。歳出でございます。全体的には経常経費等につきま

しては、昨年並みか昨年より減額としておりまして、事業につきましては議会や村

民の方から要望を考慮いたしまして、緊急性があり、かつ補助金や交付金などの財

源の裏付けがあるものを優先して計上いたしております。１、議会費でございます

が、昨年比３８万８,０００円減の５,９８７万３,０００円を計上してございま

す。２、総務費５億７,３８２万９,０００円で、昨年比２,１８２万７,０００円の

増となっておりますが、全国瞬時警報システム、いわゆるＪアラートの受信機更新

工事や、ケーブルテレビ事業関係の繰出金が主な増額の要因でございます。３、民

生費６億２,９３４万４,０００円を計上いたしておりまして、昨年比２,２０２万

６,０００円の減額となっておりますが、老人福祉費におきまして、老人福祉施設

措置費、介護保険特別会計への繰り出し金の減額、また簡素な給付措置、経済対策

分交付金事業等の終了によるものが主な原因でございます。４、衛生費３億８,８
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３２万９,０００円を計上いたしておりまして、昨年比５４万６,０００円の減額で

ございます。５、農林水産業費２億８,２１１万３,０００円を計上いたしておりま

して、昨年比１,００７万９,０００円の減額でございます。農業費におきまして

は、改善センター空調設備工事の完了、川辺川利水事業推進費の訪問調査終了等に

よるものでございます。林業費におきましては、公有林造成費、林道維持費の減額

によるものでございます。６、商工費につきましては５,６００万６,０００円を計

上いたしておりまして、前年度比５４２万９,０００円の増額となっております

が、人事異動による人件費と丸岡公園整備費の増額によるものでございます。７、

土木費でございます。３億１,６２５万７,０００円を計上いたしておりまして、昨

年比１億５３０万１,０００円の減額でございますが、公営住宅建設事業の完了に

よるものでございます。８、消防費１億３,１５３万２,０００円を計上いたしてお

りまして、昨年比２,６６４万７,０００円の増額でございます。要望のあっており

ました防火水槽３基を新たに設置するものでございます。また、球磨川水系防災減

災ソフト事業対策事業の補助金を活用いたしまして、大規模災害に対応したＩＰ電

話の整備を計画しております。９、教育費２億２,３２７万５,０００円を計上いた

しておりまして、昨年より４,６９３万１,０００円の減額となっておりますが、事

務局費におきまして、人事異動による人件費の減、教育ＩＣＴ環境整備費の機器等

リース料、それから小学校・中学校費、体育館管理費における工事請負費の減額が

主なものでございます。１０、災害復旧費につきましては、昨年同額の４５０万円

を計上いたしております。１１、公債費３億７,５７６万９,０００円を計上いたし

ておりまして、昨年比にしますと３,０６７万３,０００円の増額となっております

が、防災行政無線のデジタル化に要しました緊急防災減災事業債の元金償還が始ま

ったことが主な増額の原因でございます。１２、予備費として１,７１７万３,００

０円を計上いたしております。 

６ページをお開きください。第２表、債務負担行為でございます。事項、固定資

産標準宅地評価業務委託事業でございまして、期間が平成３０年度から平成３２年

度までの３カ年でございます。限度額が平成３０年度２２６万８,０００円、平成

３１年度２２６万８,０００円、平成３２年度２２６万８,０００円でございます。 

次に７ページをお開きください。第３表、地方債でございます。基金の目的、限

度額、起債の方法、利率、償還の方法について説明をいたします。 

まず、臨時財政対策債６,９００万円を計上いたしております。庁舎非常用電源

設備事業債５００万円、地域振興事業１,５１０万円、全国瞬時警報システム（Ｊ

アラート）受信機更新事業債２６０万円、ケーブルテレビ施設整備債５,４９０万

円、農業振興事業５００万円、プレミアム商品券発行事業債４７０万円、道路新設
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改良事業１億２,７６０万円、消防施設費債２,３６０万円、教育ＩＣＴ環境整備事

業２,８６０万円を、それぞれを限度額といたしておりまして、起債の方法、利

率、償還の方法は記載のとおりでございます。 

続きまして、１０３ページをお開きください。地方債の前々年度末における現在

高、並びに年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。平成２９年

度末現在高３４億８,０１８万６,０００円に、当該年度中起債見込み額の３億３,

６１０万円を加え、当該年度中、元金・償還見込み額３億４,９６４万６,０００円

を差し引きました３４億６,６６４万円を当該年度末現在高の見込み額といたして

おります。 

以上で、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２９ 議案第２４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２９、議案第２４号、平成３０年度山江村特別会

計国民健康保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２４号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業予

算でございます。 

平成３０年度山江村の特別会計国民健康保険事業予算は、次に定めるところによ

るとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４

億６,２００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

一時借入金でございます。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借り入れの最高額は５,０００万円と定めるものでございます。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項、但し書の

規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定めるものでございまして、（１）保険給付費の各項に計上された予算額に

過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用となってお

ります。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、健康福祉課長のほうが説明いたします。 
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○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第２４号について説明いたします。 

平成３０年度の予算を歳入歳出それぞれ４億６,２００万円とするものでござい

ます。前年度に対しまして１億４,２００万円の減額となっております。平成３０

年度当初予算につきましては、平成３０年度から財政運営責任主体が都道府県に移

行されることに伴い、歳入においては国庫支出金、療養給付費交付金などが県に交

付され、県から村に交付されるということで、予算項目が廃止となっております。

また、歳出におきましても、後期高齢者支援金や介護納付金等が県への納付金と一

括して納付することになっており、廃款になるなど予算項目に変更があっておりま

す。 

それでは、１ページをお開きください。歳入でございます。款１、国民健康保険

税につきましては７,１９１万２,０００円とし、前年度に対しまして１,００２万

７,０００円の減額としております。款２、使用料及び手数料につきましては、前

年度と同額の５万５,０００円を計上しております。款６、県支出金につきまして

は３億４,８２７万３,０００円とし、前年度に対しまして３億１,２３７万２,００

０円の増額となっております。国庫支出金等も合わせて県から交付されるというこ

とで、大幅な増額となっております。款８、財産収入におきましては、基金利子積

立として前年と同額の１,０００円を計上しております。款９、繰入金につきまし

ては４,０６６万３,０００円とし、前年度に対しまして５７３万９,０００円の減

額としております。前年度は基金から５００万円を繰り入れておりましたが、本年

度は基金からの繰り入れがないことが減額の主な理由です。１０、繰越金につきま

しては１０８万７,０００円とし、前年度に対しまして７６８万１,０００円の減額

となっております。款１１、諸収入につきましては９,０００円とし、前年度に対

しまして２,０００円の増額としております。 

次に、歳出、２ページの歳出でございますが、款１、総務費を２９８万３,００

０円とし、前年度に対しまして４９５万６,０００円減額しております。システム

改修委託料３５９万円の減額、医療費適正化対策事業費を款６、保険事業費に組み

替えたことによる１９６万円の減額が主なものです。款２、保険給付費につきまし

ては３億４,５４９万５,０００円とし、前年度に対しまして１,４８７万１,０００

円の減額としております。これにつきましては、県からの療養給付費等の見込み額

による減額であります。款３、国民健康保険事業納付金につきましては、新規項目

となり８,７３９万９,０００円を計上しております。村が県に対し納付する保険料

分となっております。県からの見込み額であります。款６、保険事業費につきまし

ては１,１２０万２,０００円とし、前年度に対しまして２９０万７,０００円の増
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額となっております。総務費にありました医療費適正化対策事業費１９６万円を組

み替えたことが主なものです。款７、基金積立金につきましては、基金利子積立と

して１,０００円を計上しております。款９、諸支出金につきましては５０万円と

し、前年度に対しまして１,０００円の減額となっております。款１０、予備費と

しまして１,４４２万円を計上しております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３０ 議案第２５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３０、議案第２５号、平成３０年度山江村特別会

計簡易水道事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２５号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業予算書でございます。 

１枚開けていただきますと、平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業予算でご

ざいます。 

平成３０年度山江村の特別会計簡易水道事業の予算は、次に定めるところによる

とするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１

億５,９００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございますけれども、第２条、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は１,０００万円と定めるもので

ございます。 

次に、歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項、但

し書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定めるものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当、共済費（賃金に係る共済費は除く）に係

る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用

となっております。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、建設課長が説明申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第２４号について説明いたします。 
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１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算、歳入、款項の主なものについ

て説明いたします。２、使用料及び手数料、１、使用料、現年度過年度の使用料見

込み額４,９０７万円とするもの。６、繰入金、１、繰入金、一般会計からの繰入

金で１億５７０万円とするもの。７、繰越金、１、繰越金、平成２９年度からの繰

越金を見込みまして３９１万３,０００円とするもので、歳入合計１億５,９００万

円とするものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、同じく款項の主なものについて説明いたしま

す。１、総務費、１、総務管理費、人件費５２２万６,０００円とするもの。２、

簡易水道事業費、１、簡易水道施設運営費、水道施設の維持管理費など２,６１１

万９,０００円とし、２、簡易水道施設整備費２００万円を計上し、簡易水道事業

費を２,８１１万９,０００円とするもの。４、公債費、１、公債費、元金及び利子

の償還金１億２,３１４万円とするもの。５、予備費、１、予備費、予備費を２５

１万３,０００円としまして、歳出合計１億５,９００万円とするものでございま

す。歳入歳出それぞれ前年比で２,９００万円の減となっております。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３１ 議案第２６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３１、議案第２６号、平成３０年度山江村特別会

計農業集落排水事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２６号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業予

算でございます。 

平成３０年度山江村の特別会計農業集落排水事業の予算は、次に定めるところに

よるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１

億３,６００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございますけれども、第２条、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は１,０００万円と定めるもので

ございます。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項、但し書の
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規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定めるものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流

用でございます。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第２６号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算、歳入、款項の主なものについ

て説明いたします。２、使用料及び手数料、現年度分、電力使用料の見込み額の主

なもので３,５６２万円とするもの。４、繰入金、１、繰入金、一般会計からの繰

入金９,７００万円とするもの。５、繰越金、１繰越金、平成２９年度からの繰越

金を見込みまして３１７万８,０００円とするもの。歳入合計１億３,６００万円と

するものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、１、総務費、１、総務管理費、人件費など５７

０万３,０００円とするもの。２、農業集落事業費、２、農業集落排水施設管理

費、農業集落排水施設の維持管理費など５,５６８万８,０００円とするもの。３、

公債費、１、公債費、元金及び利子の償還金７,２４５万１,０００円とするもの。

４、予備費、１、予備費２１５万８,０００円を計上しまして、歳出合計１億３,６

００万円とするもので、歳入歳出それぞれ前年比で２００万円の減となっておりま

す。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３２ 議案第２７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３２、議案第２７号、平成３０年度山江村特別会

計介護保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２７号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計介護保険事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３０年度山江村特別会計介護保険事業予算で

ございます。 

平成３０年度山江村の特別会計介護保険事業の予算は、次に定めるところによる

とするものでございます。 
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歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４

億３,７００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございますが、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の

規定による一時借入金の借り入れの最高額は４,０００万円と定めるものでござい

ます。 

次に、歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項、但

し書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定めさせてもらうということでございます。 

（１）各項に計上したされた予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項間の流用でございます。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第２７号について説明をいたしま

す。 

平成３０年度の予算を、歳入歳出それぞれ４億３,７００万円とするものでござ

います。前年度に対しまして８００万円減額しております。 

１ページをお開きください。歳入でございますが、保険料を７,７５３万２,００

０円とし、前年度に対しまして３８９万５,０００円増額しております。介護保険

制度の改正により、第１号被保険者のサービス給付費負担割合が２２％から２３％

に増加したことによるものが主な理由となっております。款２、使用料及び手数料

につきましては、昨年度と同額の１,０００円を計上しております。款３、国庫支

出金につきましては１億１,８９９万６,０００円とし、前年度に対しまして１２万

３,０００円の減額としております。款４、支払基金交付金につきましては１億１,

２６５万２,０００円とし、前年度に対しまして４９９万６,０００円の減額となっ

ております。支払基金のサービス給付費負担割合が２８％から２７％に引き下げら

れたことによるものが主な理由です。款５、県支出金につきましては６,３４９万

円とし、前年度に対しまして３７万６,０００円の減額となっております。款７、

繰入金を６,２４８万６,０００円とし、前年度に対しまして６８０万６,０００円

減額しております。一般会計からの繰入金でございますが、第７期介護保険事業計

画策定に係る事務費繰入及び地域支援事業に係る事業費繰入の減額が主な理由で

す。款８、繰越金を８８万４,０００円、款９、諸収入を９５万６,０００円、款１
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０、財産運用収入を３,０００円計上しております。 

以上でございます。 

続きまして、２ページをお開きください。歳出でございますが、款１、総務費を

７６４万６,０００円とし、前年度に対しまして１７２万４,０００円減額しており

ます。第７期介護保険事業計画策定委託料の減額が主な理由です。款２、保険給付

費につきましては４億２７０万６,０００円とし、前年度に対しまして３９１万５,

０００円減額をしております。介護予防サービス給付負担金及び特定入所者介護サ

ービス負担金の減額が主な理由です。款４、地域支援事業費につきましては２,４

２２万円とし、前年度に対しまして１３４万４,０００円増額しております。一般

介護予防事業費の増加が主な理由です。款５、諸支出金につきましては昨年と同額

の５万４,０００円計上しております。款６、基金積立金につきましては、基金積

立基金利子積立を４,０００円計上しております。款８、予備費としまして２３７

万円を計上させていただいております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３３ 議案第２８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３３、議案第２８号、平成３０年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２８号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業

予算でございます。 

平成３０年度山江村の特別会計後期高齢者医療事業の予算は、次に定めるところ

によるとするものでございます。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３,５００万円

と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございますが、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の

規定による一時借入金の借り入れの最高額は３００万円と定めるものでございま

す。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 



 － 66 － 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第２８号について説明をいたしま

す。 

平成３０年度の予算を、歳入歳出それぞれ３,５００万円とするものでございま

す。前年度に対しまして１００万円増額となっております。 

１ページをお開きください。歳入でございますが、後期高齢者医療保険料につき

ましては１,７９２万７,０００円とし、前年度に対しまして７１万１,０００円の

増額となっております。款２、使用料及び手数料につきましては、昨年と同額の１

万１,０００円を計上しております。款３、繰入金につきましては１,６２２万２,

０００円とし、前年度に対しまして１５万６,０００円の減額となっております。

款４、繰越金につきましては７８万７,０００円とし、前年度に対しまして４４万

５,０００円の増額となっております。款５、諸収入につきましては、前年度と同

額の５万３,０００円を計上しております。 

次に２ページをお開きください。款１、総務費につきましては、前年度と同額の

１９万１,０００円を計上しております。款２、後期高齢者医療広域連合納付金に

つきましては３,３９５万８,０００円とし、前年度に対しまして５５万４,０００

円増額しております。款３、諸支出金につきましては、前年度と同額の５万１,０

００円を計上しております。款４、予備費といたしまして８０万円を計上しており

ます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３４ 議案第２９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３４、議案第２９号、平成３０年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２９号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業

予算でございます。 

平成３０年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業の予算は、次に定めるところ

によるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１

億円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出
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予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございますが、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の

規定による一時借入金の借り入れの最高額は６００万円と定めるものでございま

す。 

本日提出でございます。 

内容につきましては、企画調整課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、議案第２９号についてご説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算、歳入、１、分担金及び負担金

１,０００円、加入負担金でございます。２、使用料及び手数料２,５２４万円、ケ

ーブルテレビ使用料、光ケーブルの使用料及び放送手数料などでございます。３、

繰入金６,８８０万円、一般会計からの繰入金でございます。４、繰越金５８８万

円、前年度からの繰越金でございます。５、諸収入７万９,０００円、雑入などで

ございます。 

以上、歳入合計を１億円とするものでございます。 

続いて、２ページをご覧ください。歳出、１、総務費、総務管理費といたしまし

て、ケーブルテレビセンターの運営に関する旅費、需用費、役務費、派遣業務に係

る委託料など１,３１６万８,０００円を計上しております。２、ケーブルテレビ事

業費、ケーブルテレビ事業費といたしまして、需用費、役務費、ＣＳ番組受信料、

機器点検料、施設設備機器整備料などの委託料、電柱共架などの使用料、引き込み

工事、センター用機材備品購入費など８,６０９万２,０００円を計上しておりま

す。４、予備費、予備費といたしまして７４万円を計上いたしております。 

以上、歳出合計を１億円とするものでございます。 

平成３０年度の当初予算につきましては、前年度に比べ３,２００万円の増額と

いうふうになっております。主なものといたしましては、施設設備機器整備委託料

でございます。地上デジタルやＢＳデジタル放送の設備の機器更新に伴う委託料が

主な増額というふうになっております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３５ 陳情第１号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求め

る意見書に関する陳情書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第３５、陳情第１号、「協同労働の協同組合法

（仮称）」の速やかな制定を求める意見書に関する陳情書を議題とし、お手元に配

付しております陳情書の写しのとおり、特定非営利活動法人「ワーカーズコープ熊
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本支部」、支部長、小林啓示様より、協同労働の協同組合法制化に向けた陳情であ

ります。 

お諮りいたします。ただいまの議題になっております陳情第１号については、総

務文教常任委員会に審査を付託したいと思いますがご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

よって、日程第３５、陳情第１号、「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな

制定を求める意見書に関する陳情書については、総務文教常任委員会へ付託するこ

とに決定いたしました。 

また、そのほか山江村議会に寄せられました要望書等は、尾寄崎キャンプ場、管

理人横谷俊治様より、尾寄崎キャンプ場の水道設備の要望書が届いておりますの

で、議員各位へ資料を配付することにします。各議員で内容を研究し判断され、必

要な場合は後日議員提案等をされるようお願い申し上げます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３６ 議員派遣の件 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３６、議員派遣の件を議題といたします。本件

は、地方自治法第１００条第１３項の規定により、議員を派遣しようとするとき

は、本会議の決議が必要であることから、会議規則第１２６条の規定により提案す

るものであります。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

よって、本日はこれで散会いたします。どうもありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１２分 
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平成３０年第１回山江村議会３月定例会（第２号） 

 

平成３０年３月１５日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

 日程第１ 一般質問 

  

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 
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 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  新 山 孝 博 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  内 山 慶 治 君   教   育   長  藤 本 誠 一 君 

 総 務 課 長  北 田 愛 介 君   税 務 課 長  山 口   明 君 

 企画調整課長  松 尾 充 章 君   産業振興課長  平 山 辰 也 君 

健康福祉課長  一二三 信 幸 君   建 設 課 長  白 川 俊 博 君 

 教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君   会計管理者  迫 田 教 文 君 

農業委員会       

        柳 瀬 真奈美 君 

事 務 局 長 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） ただいまから会議を開きます。 

 本日の出席議員は１０名で、定足数に達しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（秋丸安弘君） 会期日程、日次第９の一般質問となっております。 

 お手元に配付してありますとおり、５名から一般質問の通告がなされておりま

す。 

 通告の順に従いまして、一般質問を許します。 

なお、会議規則第５５条第１項の規定の発言時間は、質問・答弁を合わせて６０

分といたしますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに１０番、松本佳久議員より、施政方針について、手元に届く福祉につい

て、雇用の確保、働く場の確保について、生活環境の整備について他、通告が出て

おります。 

松本佳久議員の質問を許します。１０番、松本佳久議員。 

 

松本佳久君の一般質問 

 

○１０番（松本佳久君） おはようございます。１０番議員、松本佳久です。今回はく

じ運がよく、一番くじを引きましたので最初に質問をさせていただきます。質問

は、過去４年間の村政運営の総点検と今後の計画についてとしております。また、

その中で村政懇談会や区長さんなど、各地区や各団体、また個人からの提案や要

望、苦情などに対してはどのように対応してこられたのか。同じく、議会が議決し

た村民からの要望書や請願書に対して、どのように対応してこられたかについても

答弁を求めます。また最後には、次の村長選挙について出馬する意思があるのかに

ついても質問し、答弁を求めます。 

それでは、最初にこれまでの村政運営と今後の施政方針について質問をします。 

村長は村民との約束、１、手元に届く福祉が大事、２、雇用と景気が大事、３、

生活はもっと便利に、４、村民がみんな元気に、の４つの約束を村政運営の基本と

定めて政策を展開してこられました。これまでの３年半の取り組みと、今年の新年

度予算に込められた思いについて答弁を求めたいと思います。 

まず、手元に届く福祉についてです。国や県は保育料の軽減、無料化に向けて動

いていますが、保育料の軽減策について山江村ではどのような施策を考えておられ
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るでしょうか。 

次に、給食費の無料化制度は、社会全体で子育て支援をという意味でも、全国に

誇れる山江村独自のよい政策だと思います。今後は給食材料の村内生産比率、村内

自給率を高め、農林業など産業の活性化に結び付けることが重要と思いますが、ど

のように考えておられますか。 

まるおか号や福祉タクシーは、運行方法の改正で村内をくまなく走るようにな

り、利用しやすくとても便利になりました。しかし、制度の周知が今一つ不足して

いて、「利用方法が分からない」「分かりにくい」との村民の声もあります。利用方

法の周知が再度必要と考えますが、どのように考えておられますか。 

小学生以下の利用者や運転経歴証明書を提示した６５歳以上の方への料金半額助

成制度も、公共交通機関がない本村では大変よい政策です。そこで、運転免許証を

自主的に返納された方はもちろんですが、加えてある程度以上の高齢者の方への料

金助成制度の創設も考える時期だと思いますが、執行部はどのように考えておられ

ますか。 

買い物支援事業も山江村のような山間部を抱える地域では喫緊の課題です。新年

度予算では、ボランティアポイント制度の導入など、買い物支援などにも使える言

わば有償ボランティア制度も盛り込んであります。加えて、村内の商店などにも協

力をお願いして、より丁寧なきめ細かな買い物支援制度の取り組みが必要と思いま

すが、どのように考えておられますか。 

プレミアム商品券の発行制度は村民に好評であります。しかし、このような買い

物支援制度の充実など、弱者の利用についてもプレミアム商品券のあり方を考える

べき時代だと思います。執行部ではどのように考えておられるでしょうか。 

最初に一応全部言います。 

次に、所得の向上、雇用、働く場の確保政策について答弁を求めます。 

村内には働く場所が少ないことから、総人口に占める昼間の人口は７０％と低

く、このことは昼間に村外で働く人が多いことを示しています。高齢者の方と１５

歳以下の年少人口を加えると約５０％であり、働く人の半数以上、千人以上の方が

山江村外で働いてくださっています。よそで働いて稼いでいただくことには大変感

謝もしていますし、山江村がベッドタウンとしての村づくり政策をとることも一つ

とは思いますが、村内に雇用の場をつくることは政治の役割でもあります。今後、

村内にどのようにして雇用の場をつくっていくのか答弁を求めます。 

総務省の２０１６年度全国市区町村年収ランキングでは、全国１,７１８市町村

に東京２３区を加えた１,７４１市区町村で山江村は１,７３３位、平均年収で２１

３万円となっています。ちなみに１位は東京都港区で１,１１２万円、２位は同じ
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く東京都千代田区で９１６万円です。ベスト１０のうち７位までは東京都２３区が

占めています。統計の取り方で若干数値は変わってくるとは思いますが、山江村が

所得において全国の下位のほうであるというのは事実であろうと思います。これを

どのように分析されて、今後の村民の所得増大施策を展開されるのか答弁を求めま

す。 

企業誘致もなかなか進まないようです。しかし、やまえ栗が復活し栗のブランド

化も一定の外部評価を得てきました。そこで栗栽培農家、加工業者、新たに業を起

こされる新規起業の支援策はどのように展開されますか。栗生産者の中には、１０

アール当たりの収量が３００キログラムの方もおられますが、収量増大に向けての

支援策はどのように考えておられますか。答弁を求めます。 

山江村初の集落営農組織として、万江地区に農事組合法人万江の里が発足したこ

とは、農業を志す人が少なくなる中で大変喜ばしいことだと思います。今後、山江

村全体の農林業支援、中でも希望する地区での集落営農組織としての法人化支援

は、どのように進めていく計画か。また、農業所得を高めるためのハウス栽培等が

今後増えてくると思われますが、これまで以上に施設整備費への助成が必要ではな

いかと思います。どのように考えておられるか、答弁を求めます。 

観光交流事業にも力を入れてこられました。やまえ栗スイーツフェスタ、栗まつ

りの大盛況、山江温泉の黒字経営、観光案内人の育成、フットパスコースの確立、

熊本県の文化財指定へ向けた寺社仏閣の調査など、観光交流事業は全体としてよい

方向に向かっていると思います。今後の更なる発展のために、どのような政策を展

開されるか、答弁を求めます。 

ボンネットバスも山江村の貴重な大切な財産です。しかし、例え実費であっても

運賃を徴収してはならないなど運行には制約が多く、使いにくいのが現状です。古

い車ですし、無理して使えば故障もするでしょうから、十分に注意しながら使わな

ければなりませんが、村内イベント等で運行実費を徴収して使えるよう、法律の改

正や特区認定の申請などを各省庁へ働きかける考えはないか、答弁を求めます。 

３番目に、生活環境の整備について質問をします。 

尾崎作業道や今後予定されている山田井出の口県道線の歩道、山江錦線の整備な

ど、各種の補助金、交付金等を使って計画的に道路整備が進んでいることはすばら

しいと思います。その中で、計画の途中まで工事が進んでいる、例えば村道城内神

園線は、人家の多い終点側からの工事を調査してみてはどうでしょうか。また、村

道神園平山線は、用地買収が終わっている狭い区間の工事だけでも優先して始めて

はどうでしょうか。この道路は、山田地区から丸岡公園を越えて、万江地区の村道

までをつなぐ丸岡農道として熊本県が整備しましたが、最終的には山田地区の県道
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と万江地区の県道を結ぶ山江村の重要な路線として整備する必要があると考えま

す。執行部はどのようにお考えですか。 

下段地区と人吉上原田台地とを結ぶ道路改良については、人吉市と協議するとの

ことでしたが、今後どのようにされるのか答弁を求めます。 

県道や堤防の整備、河川改修などは、国県への要望活動が重要です。この点は、

村長も担当課もよく理解されており、熊本県庁へも国の省庁へも度々足を運び、粘

り強く各種の要望活動をされています。今後の見通しについてはどのように考えて

おられるか、答弁を求めます。 

人が暮らすのに必須なものは、衣食住と言われています。中でも、住宅の確保は

大変重要な政策だと思います。現在村営住宅は約２００戸、これまでに公共的に分

譲した宅地は、本城の森２８区画、分譲予定地は堂園地区３区画です。山江村に暮

らしたい、山江村に家を建てたいという人のために、宅地造成を積極的に進める考

えはありませんか。ある程度のまとまった宅地造成もよいし、今問題となっている

集落内の空き家を公的に購入して整備し、販売するというのも一案です。宅地の確

保のためには、農振地の除外も必要ですし、農地法の転用許可も必要です。川辺川

総合土地改良事業が縮小される中で、宅地に適する土地も出てくるのではないでし

ょうか。今後、宅地の確保、住宅の確保についてはどのように考えておられるか、

答弁を求めます。 

４番目に、村民が元気になるための政策について質問をします。 

対馬市との継続的な海山交流事業はよい取り組みです。しかし、現代は国際交流

も必要な時代です。今後どのような施策を展開されるのか、答弁を求めます。 

山江未来塾を開講して以来、どのような取り組みをされてきましたか。そして今

後はどのような展開を考えておられますか。地域づくり研究所は、村民が気軽に集

まる場所となるのが本来の役割だと思いますが、現状はどのようになっています

か。今後どのような運営をされるのか、答弁を求めます。 

学校ＩＣＴ教育では、７年間の取り組みが全国的にも評価されて、先般は全国Ｉ

ＣＴ教育首長サミットにおいて、総務大臣賞も受賞されています。その基は、村内

に張り巡らした光ファイバー網からだと考えますが、今後は村民のＩＣＴ活用、支

援策が重要と思われます。どのような支援策を展開されますか、答弁を求めます。 

最後に、福祉、雇用、観光、生活環境整備、元気な村づくりの推進には、村民の

おもてなしの心がとても大切と思います。特に公務員各位にはその精神が大切と思

いますが、どのように考えておられるか、答弁を求めます。 

これまでの取り組みと今後の方針について、執行部の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 
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○村長（内山慶治君） それじゃ、お答えいたしたいと思います。 

今のご質問でありますけれども、非常に多岐にわたって、また内容も深いという

こともあって、私のほうで一つひとつ答えていこうとも思ったんでありますけれど

も、具体的な説明が必要な部分は担当課長に答えさせたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

私のほうで基本的に答えたいと申しましたのは、議員が最初におっしゃいました

村民との約束、いわゆる私のマニフェストに係わることを申されたわけでありま

す。したがいまして、そのマニフェストの達成度をどのようになっているんだとい

うようなご質問でもあろうかというふうにも考えているところであります。そうい

う４つの項目は、福祉と雇用と景気、それから生活のための環境整備、そして村民

が輝くといいますか、どのように人材育成をするかというような４つの項目であり

ました。その中で、特に具体的にあげておりました点もありまして、福祉の点にお

きましては、お尋ねの保育園の保育料の軽減無料化に向けてどう考えるかというこ

とであります、山江村としてはどう動くかということでありますが、現在、国県の

ほうで、その保育料の無料化に向けての検討が続けられております。保育料、それ

から幼稚園もそうでありますが。来年の１０月に消費税が２％上がるということで

あります。消費税が１％上がると２兆５、６千万円の税収が増えると。２％上がる

と５兆円から５兆２,０００億円の税収が上がるということになるわけですけれど

も、その上がった税収のうちの７,０００億円を使って、保育料の無料化、また幼

稚園の無料化に向けての対策が打たれようと今しております。したがいまして、消

費税をしっかり上げられるかどうかということも含めて、社会保障の動きについて

は、国の動きを見守っていきたいというふうに思っております。 

それから、学校給食費でありますけれども、給食費につきましては、議会の議員

の皆さん方のご理解を得ながら、郡市内でもいち早く、また全国でもいち早く給食

費の無料化をやってきたということであります。ただ、給食費の無料化と同時に、

食育という面も重ね合わせて、また農家の所得をどうやって上げていくかというこ

とも併せて地産地消化を図っていこうというような取り組みも進めております。い

わゆる農村集落活性化事業におきまして、１８％だった地産地消率を４０％を目途

に頑張ろうじゃないかというようなことであります。現在、３０％まで上がってい

るというような報告を受けているところでありますけれども、この農村集落活性化

事業、あと２年残っておりますので、これ５年間の国の交付金事業でありますの

で、丸々の国の事業でありますから、そういう事業を活用しながら、非常に面倒な

仕事であります。学校の栄養士さんがあるし、給食士さんがあるし、教育委員会も

関連するし、産業振興課、また農家の方々の意向もあります。その農家の方々の意
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向と協力がないとこの事業はなかなかうまく進まないということでありますので、

さらにその連携を密にしながら、まずは４０％に向けて地産地消率を上げていきた

いということであります。当然、農林産物、学校給食に提供されるということは、

安心安全な農作物をつくっていただくということが大前提になっていきますので、

その安心安全な農作物が余りましたら、新たな流通を考えてみたいとも思っており

ます。とりあえず、今年といいますか、来年度は産直の方法をですね、直接都会の

方々に山江村の農林産物を届ける産直の仕組みを取り組もうということを考えてい

るところであります。 

それと、まるおか号と福祉タクシーのこと、お尋ねでありました。まるおか号に

ついては、ご案内のとおりであります。昭和２７年から九州産交が、万江線、山田

線を運行していたということでありましたが、近年のこの交通状況から、乗車率が

一時は０.７人ですね。要するに、バスが一往復する間に一人も乗っていない、空

のバスが走っていた。で、その九州産交に対する補助金が１,２００万円から１,３

００万円払っていたというようなこともありまして、運行形態を平成１８年の１０

月に変えたわけです。いわゆるオンデマンド型といいますか、予約型のタクシー運

行に変えさせていただいたということでありました。ただ、利用者については平成

２２年度７,０１７人でありました。７,０１７人の方々が使っていただいたという

のがピークでありまして、それから年々減ってきております。従いまして、その過

疎の村でありますから、いわゆる過疎というのは疎すぎる、要するに不便な村とい

うようなことでありますので、特に公共交通機関を行政がしっかり確立していくと

いうことは、当然行政のやるべき仕事の一つでもあろうかと思います。そういうこ

ともありまして、今回、まるおか号の大幅な見直しをしたということであります。

座談会をしました、アンケートをしまして、またいろんな人吉・球磨の地域公共交

通との連携も含めて検討しながら、平成２９年１０月１日に新まるおか号としてス

タートをしたということでありました。現在、利用者が平成２８年度といいます

と、運行前については３,９５６人でした、利用者がですね。それが、平成２９年

から平成３０年１月までの１０カ月間で、利用者が７,３１３人と倍増した上で、

ピークの７,０１７人を１０カ月でもはや上回っておりまして、非常に有効的に利

用されているんだろうというふうに考えておるところでありますが、補助金も６５

９万３,０００円まで４００万円程度だったのが上がってきているということであ

ります。ただ、議員お尋ねのとおり、利用方法が分かりにくいという声は、まだ聞

こえてきております。実は先般、合戦峰地区の老人会からまるおか号の使い方につ

いて、いろいろと教えてほしいといいますか、説明をしてほしいという要請があり

ましたので、担当職員行きましたら、初めて分かったと、初めてまるおか号がこう
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いうものだというのが分かったと。よくよく考えますと、地域の懇談会、座談会等

でも説明はしておりますけども、若い方を中心に集まって来られますので、なかな

か高齢者の方々には利用の仕方、十分に浸透していないなということを感じたわけ

でありますので、そういう要請がある地区には、是非出向かせていただきまして、

まるおか号がどういう運行形態に今なっていて、どういう利用の仕方があるんだと

いうことを説明して回れればなということを考えています。ただ、今回のまるおか

号は、高齢者の福祉のためだけの役割を担うものではなく、小さな子供から、また

よそから山江村に入って来られる方々に対します、要するに観光交流推進振興のた

めのまるおか号としての役割も考えているところでありますので、そういうものを

どのように皆さん方に周知、ＰＲしていけばいいのかということも併せて考えてい

きたいと思います。 

また、お尋ねがありました６５歳以上の方への助成制度でありますが、運転経歴

証明書を提示いただくと、まるおか号の金額からさらに半額になります。まるおか

号の仕組みはタクシー料金が１,０００円かかりますと、大体バス料金の２００円

～３００円で移動できます。その２００円～３００円からさらに半額になりますと

いうことでありますので、自分で車を持たれて運転をされるよりも、随分と格安に

なると、このまるおか号の利用がですね、と思っているところでありますから、全

国各地で高齢者の事故が頻発しておる中にありまして、是非この自主返還とまるお

か号の活用についても進めていきたいと思っております。先ほど言いました運転経

歴証明書というのは、５年間遡って取れるということでございますので、これまで

免許証を返還された方々、是非その運転経歴証明書を取得いただきまして、それを

お示しいただきますと半額になるということでありますから、そちらのほうもご活

用をお願いしたいと思うものでございます。 

そして、さらにある程度の高齢者方への運賃助成制度ということですが、始まっ

たばかりでありますし、そういう優遇制度もありますので、その経緯をしっかり見

ながら、また、人吉市も、人吉市のほうにも停留所を９カ所増設しております。た

だ「停留所をもっと増やしてくれ」っていう望む声もありますから、そういうのも

含めて、当分の間、今の状態で運行させていただきたいと思いますし、いろんな課

題が見えてきましたら公共交通会議等開催しながら対応していきたいと思っており

ます。 

買い物支援につきましてもお尋ねでございました。買い物支援、まるおか号があ

るといいましても、また自分で買い物をするにはどうですかっというお尋ねに、

２、３年前は「自分で商品を見ないと分からないから、自分で直接行って、また自

分の親戚が連れて行って買ってくるんだ」というふうなことでありましたけれど
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も、ただ買い物支援的なことを実験的にやりますと、非常に便利だという声があり

ます。また、社会福祉協議会のほうでは、ある企業と契約をしまして、奥地のほう

に、山間部のほうに週に何回か行ってもらっているところですけれども、非常に助

かるというようなことであります。買い物支援、また、そのまるおか号もそうです

けれども、非常に一人暮らしのお年寄りの世帯が２００軒を超えております。そう

いうニーズも当然今後出てこようかと思っておりますから、現在モデル的に１５

区、１６区を設定し、地元商店、これは地元商店って藤田商店のことですけれど

も、注文配達サービスを高齢者の見守りと一緒にお願いをしておりまして、そうい

う協定を、役場と藤田商店との協定を結ばせていただいているということでありま

す。１４区のほうからも、「是非うちのほうも、万江地区全体」というような声も

聞こえてくるわけでありますけれども、そういうモデル事業として検証を行わせて

もらいまして、今後の事業展開を研究したいというふうに思っております。 

それから、プレミアム商品券も国の地方創生では１年間だけこのプレミアム商品

券の交付金を頂いたということでありました。ただ、地元商工業はどうしても人吉

市内の大規模店舗のほうに消費者を奪われてしまいますので、苦戦をされておりま

す。プレミアム商品券４００万円の予算を組むと、２,４００万円のお金が山江村

内で確実に回っていくということでありますので、その商工業の活性化、振興のた

めに、是非今こういう状況の中でっていいますか、要するに人吉市に流れがちな消

費者をしっかり山江村内に足止めするんだというようなことで有効であろうかと思

っておりまして、３０年度も今回提案を、予算としてですね、提案をさせてもらっ

ているということでございます。買い物支援とプレミアム商品券、まさに議員おっ

しゃるとおり、買い物支援についてプレミアム商品を是非活用させていただくと、

人吉市内のスーパーで買うぐらいのお金で買えるというようなことも考えておると

ころでありますから、その付近も含めてこの商品券の活用をお願いしたいと思いま

す。 

それから、所得の件でありました。昼間人口、要するに昼間の人口が７０％で、

年少人口を加えると５０％近くになるんじゃなかろうかということであります。こ

れ、冒頭のあいさつでも申し上げましたとおり、まさに山江村はベッドタウン化し

ておるということでありますが、ベッドタウン化しておるのはいいんですけれど

も、逆を言いますと、働く場がない、産業がないということになるわけであります

から、どのようにこの産業をつくっていくかということが、何と言っても喫緊の課

題であるということであります。それは、一つは栗を中心とした産業、また今回集

落営農の万江の里を設立してもらったところでありましたけれども、そういう法人

化によって仕事が当然増えてくるわけであります。元々山江に進出計画をしており
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ました山江元気村も、実は現在３０人雇っておりまして、外部の方の雇用を含めま

すと１００人近くいろんな外注での雇用が出ているんだろうとことを考えます。実

は万江の里も是非そのような形態をとっていただきたいと思いますし、また万江の

里に引き続きまして、山田のほうも同じような、５年後、１０年後、非常に厳しい

農業経営状況になるといいますか、農地が守られていけない、いかないような状況

でありますので、そのようなことを相談していきたいと思っております。 

それから、総務省の２０１６年の全国市区町村ランキングであります。このこと

が非常に人吉・球磨にとって大事なことだというふうに私も考えております。全国

１,７４１の市区町村、このことをおっしゃっているんだろうと思います。農協、

あれの統計の取り方、実は熊本県の統計を見てみますと、２４０万円ぐらいあるん

ですけども、うちは。ただ、これによりますと２１２万円で、全国から１,７３３

位です。全国数えて９番目に低いという地域。２０１５年のを見てみますと、２０

１６年ですね、２０１５年を見てみますと、山江は下から７番目に上がりました、

ということなんですが、そういうことじゃなくて、言いたいことは、この１,７４

１町村、１位からずらっとこの厚さに順位が載っているわけであります。１枚開け

て、後ろのほうから。前のほうから見ていくと、人吉・球磨載っておりません。後

ろのほうから見ていくと、後ろのページに、実は山江村より低いところもあるわけ

です。６町村が後ろのほうのページです。１枚開けていくと、あさぎり町が出てき

て、次開けていくと多良木町が１,４５８で２４０万円。要するに、これは何を言

っているかというと、人吉・球磨でもっとＧＤＰを上げる総生産を上げる努力をし

なくちゃいけないということになると思います。要するに、ＧＤＰを上げる、栗の

総生産が今２億円ぐらいになっているんだろうというふうに考えますけれども、栗

の総生産だけでは７,５００万円です。加工、流通をするお陰で２億円ぐらい上が

るわけですけれども、山江の農業の総生産高は５億１,０００万円ぐらいでありま

す。米があって、畜産が１億円近くあるわけでありますけども、畜産も非常に好景

気でありますので、畜産を１頭を増頭してもらいながら１億５,０００万円です。

ただ、栗については、これだけいろんなイベントをする中で、非常にニーズが高い

というのを確認できましたし、農家の方々も気づかれまして、その生産意欲を持っ

ておられます。栗については、４億、５億と、ＧＤＰといいますか総生産を上げて

いくことができると思いますから、できるところから取り組んでいくということが

大事でありますし、先般、そういう取り組みの中に、本当に先般、子ども議会をす

る中において、山江で農業で頑張りたいというような、山江で農業の体験をしたい

というような万江小学校の子供たちもいましたし、そういう子供たちがこの山江村

で農業をすることに夢を描くというような環境をしっかりつくっていかなくちゃい



 － 81 － 

けないということを思っておりますし、それが今の我々のといいますか、我々大人

と言いますか、議員の皆さん方もそうでしょうけれども、責任であるということも

考えております。そういうことで、今、栗については、栗の生産の委員会と、委員

会の皆さん方が１軒１軒栗生産農家を回られまして、今１１０キロぐらいだと思い

ますけど、単収がですね。山江村の栗の単収が１１０キロぐらいだと思いますけれ

ども、１反当たり２００キロにするんだというようなことで、品質向上と栗の増産

について一生懸命取り組んでもらっているということでありますので、しっかり支

援をしていきたいと思っております。また、そういう支援につきましても、剪定と

栄養が足りない、要するに肥料が足りないというのがその委員会の中から、生産向

上の委員会の中から出てきましたので、今回、従来でしたら半額で上限１万円補助

でありましたが、今年から無制限の８割補助、肥料に対してはですね。しっかり肥

料をやっていただきたいというようなことも考えておりますし、剪定についても１

戸当たり頼まれる方の負担額を今まで５,０００円だったのを１,０００円にすると

いうようなことも考えておりますし、それにより課題である肥料と、それから剪定

の問題をまず役場としても支援をさせていただければということを思っているとこ

ろであります。 

それから、集落営農のこともお尋ねでありました。集落営農、万江の里、ご案内

のとおり、松本議員もメンバーのお一人かと思うわけですけれども、ありとあらゆ

る支援をさせてもらいながらということを思っております。県のほうも、熊本県の

農業振興局地域振興局、それぞれの振興局で１カ所だけモデル地区を選ぶというよ

うなことでありましたが、人吉・球磨の振興局は、農政におきましては人吉・球磨

で１カ所、万江の里を指定しながら中山間地のモデルとしてしっかり頑張っていた

だきたいというような事業を持ってきておりますし、この事業につきましては、本

当に万江の里がしっかりしないと山田のほうにつながっていかないということであ

りますので、そういう認識の中で、是非自立の心を持って頑張っていただきたいと

思いますし、できるだけの行政の支援も県国のほうからも引き出したいと思います

し、役場としてもいろんな人的な支援も含めて、させていただければと思っており

ますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

それから、観光振興についてもお尋ねでございました。スイーツフェスタ栗まつ

りは先ほど申し上げたとおりでありますし、温泉センターの黒字経営も、今年も昨

年１,１００万円ぐらい黒字が出たわけですけども、今年も１,０００万円を超える

んじゃなかろうかと思っております。ただ、これも栗のスイーツと非常に連携した

部分もあるということでありますので、いろんなことが重なってそういうことにな

っているということであります。 
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それから、これ１００人委員会から観光案内人、実は役場のほうで呼びかけて、

観光案内人の方々を養成することを考えてみたらっていうようなことも言っていた

わけですけども、ただ、１００人委員会の観光部会の方々の中から、自らそういう

観光案内についてのパンフレットをつくられて、自分たちが観光案内人になるんだ

という研修を重ねてきてもらっております。まさにその地域の課題を自分たちで解

決していくと、１００人委員会の目的そのままでありますけども、そういう人たち

について、またもっと動きやすい環境を整えさせてもらいたいと思いますし、フッ

トパスあたりとも非常に関係があります。これは、冒頭申し上げました山江村に、

例えば海外でインバウンドで来られようかとする方々が、山江村に入られて、一般

の国民、よそから入られる方も一緒ですけれども、じゃあ何をすればいいのかとい

う情報が分からないと山江村を歩けない。という方々が、やっぱりどういう情報を

その方々に提供していくか。入って来られた方々について、山江村をどのように紹

介して案内していくかということがありますし、もちろんどのようにということ

は、フットパスというような手段もありますし、またボンネットバスに乗って、山

江のいろんな寺社仏閣、またこれは山江村のみならず人吉・球磨の寺社仏閣の御社

を回ったりもできるわけでありますけれども、そういうことがあって、食べ物を買

われる、できれば滞在時間が長ければ長いほどお金は落ちるわけでありますから、

泊まってもらう仕組みをつくらなくちゃいけない。それはもちろん、山江の温泉セ

ンターもありますし、時代の駅のほうでも簡易宿泊、また民間のくりの里のほうも

ありますけれども、もう一つは農家民泊を増やすことができないか。要するに、来

て、歩いてみて、いろんなものを食べてみて、そして泊まる。そうすると、村民の

方々と交流する中で、本当に山江の良さに気づいてもらいながら、帰り際には何か

買って、栗の特産物を買って帰ってもらう。というリピートを繰り返すということ

が、観光振興につながっていく。できれば、人吉・球磨のことを考えれば、１泊は

山江村内でそういうことをやられながら、１泊は温泉旅館に泊まられるというよう

な提案もできるかと思いますけれども、そういう一つのストーリーを一つずつつく

っていくということが大事だろうかと思っております。従いまして、観光案内人を

育成する、フットパスコースをつくるということも含めて、そういう全体的な仕組

みをつくっていくということが求められているんだろうと思います。 

それから、ボンネットバスのことでありました。ボンネットバスは、陸運局の許

可の中では、山江村内のイベントにおいてのみ使ってくださいという許可でありま

す。したがいまして、イベント以外ではあのバスは運行できないということです。

要するに、このバスの類が運行するということは、要するに営業ナンバーを持って

いるそのバス会社等々が、当然営業されるバスを借りて運行しなくちゃいけないの
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を、それぞれの市町村が持っているバス、またボンネットバスが代替して運行する

から、要するに営業妨害になってしまうというようなことでのいろんな制約を受け

るというようなことでありますから、ただ思い切って、青ナンバーを取っても、運

賃を取っていいようなバスとしてそういう免許を取ってしまうのか、また過疎の地

域では、運行については特例もあるというようなこともありますので、おっしゃる

とおり、来て見て食べて回ってということになりますと、ボンネットバスの活用も

非常に重要な役割を担うということになりますから、さらにちょっと検討、調査も

させていただければと思っております。 

やっと、２点終わったところで。 

それから、生活環境の整備でありました。これにつきましても、もちろん国の補

助金、県の補助金、そしてもう一つは過疎債を活用させてもらいながら、順次計画

して実施をしているところであります。もちろん、地域からあがってくる課題を受

けながら、山江の政策的なものも含めて、次はここに行こうということを決めさせ

てもらっているところでありますけれども、まずやっぱり用地交渉がしっかりでき

ないと、今は着工できないというのがございます。以前でしたら、山江村といいま

すか、行政が計画したのは用地交渉がなくてもどんどん進めていたという経緯もあ

ったようでありますけれども、まずはその用地交渉が優先されて、その用地交渉が

できたというところからやるということでありますから、是非、村道城内神園線、

できるところからということも含めて、将来にわたって用地交渉ができるかどうか

ということについて、また検討を、相談をさせていただきたいと思います。人吉上

原田台地線につきましても、実はこれは人吉との関連もありますから、この一般質

問の中でも何度か答弁させてもらっている状況は変わりませんが、人吉との協議を

重ねてさせていただきながら、地域の方の強い思いでありましょうから、何らかの

回答をさせていただければと思っているところであります。 

それから、県道堤防の整備、いわゆる防災関係の整備であります。万江川の今回

架けております下段橋の上下の堤防についてのお尋ねも含んでいるんだろうと思い

ますけれども、あの部分につきましては、常日頃から国県に要望しておるところで

ありますし、その工事が終わった時点で次の対応をどうするかということになろう

かと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。ただ、その河川とか防

災、安全とかいう面におきましては、山江村は９０％が山林でありますので、レッ

ドゾーンの地域もあります。大変今の災害のよそでの様子を見てみますと、いつど

こでどのような災害が起こるか、想定外のことを想定しなくちゃいけない時代であ

りますから、必要に応じてさまざまな対策を打っていくということになりますけれ

ども、この件につきましては、まず自分の命は自分で守るという、いわゆる自分で
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逃げていただくということを是非お願いをしたいと思っておりますし、それに続き

ましていろんな役場としてすべき防災工事対策も打っていければと思っております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

それから、村営住宅と公営住宅、分譲地についてのお話で、要望でございまし

た。要望というかお話でありました。現在、西川内の蕨野団地が１１戸今年出来上

がるということで、先般抽選会を行いましたが、６戸に対して２２名の参加があり

ました。残り１６世帯の方はもれた、要するに山江に住みたくても住めないという

状況であります。分譲地も３区画整備中でありますけれども、もうすでに問い合わ

せが何件かあっているというようなことでありまして、山江村に暮らしたい、山江

村に家を建てたい、まさに議員のおっしゃったとおりでありまして、そのような方

々増えております。またさらに、北永シ切住宅も払い下げを行いましたら、２２戸

の方々が要するに永住の決断をされたというようなことでありまして、その住居に

対する整備は今後ともベッドタウン化としての山江村として、ニーズが高まってい

るということであります。もちろん、今から空き家を買い取ってということであり

ますけれども、実は万江のゲストハウスを建てました、淡島のゲストハウス、あれ

は県の補助事業を使いまして５００万円程度で整備をしたということであります

が、県の補助事業を使ったせいで売れなくなってしまったというのも実はありま

す。従いまして、不動産を入れまして、今マッチングをしてもらっておりますけれ

ども、マッチングができて山江に住むという方に対しては、山江村がこうやって水

回りを整備して売るというよりも、来られた方が自分で改造されると、自分の思い

に沿ったというほうがいいんじゃなかろうかと。また、それに対して１００万円ま

での補助はするという規約もありますので、規約といいますか予算もありますの

で、まだこの予算を使う方おられませんけれども、是非そのような方向で見守らせ

ていただければと思っているところでございます。 

それと、大体最後になりました。対馬市の交流ということであります。これは対

馬市の海と山の交流を進めながら、最初はＢｔｏＢとして、物産交流、海のものと

山のものの物産交流をしながらということから始めたものでありますが、今子供た

ちの交流が１年おきに、物産交流とともに行われておりまして、全く別の環境で育

った子どもたちが、新しい風をそれぞれ持ってくるということで非常に有効だと思

っているところであります。 

それと、私も公約の中、マニフェストの中に書いておりました国際交流につきま

しては、これは教育委員会のほうが本年度、来年度予算として計上してありますの

で、これにつきましては村長行政と違いますので、教育行政のほうから答えていた

だきたいと思います。 
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それから、未来塾であります。未来塾は、本当に村民の方々が何度となく、いわ

ゆるワークショップを重ねられながら、重ねられて、山江村に提言をするのみにと

どまらず、自らいろんな動きをしてもらっているということであります。また、そ

ういうこともお願いをしてきていたところであります。先ほど観光部会の動きとい

いますか、観光の冊子をつくられた上に、山江村の観光を案内人として、みんなが

できるようにというような観光案内人の制度も、今勉強もされているということで

もあります。また若手農家は、共同で土地を今たまねぎをつくっているんですか

ね、あとじゃがいももつくるとか言っておりますし、そういういろんなお互い協力

し合いながら、山江の農業を守っていくというような動きも出てきておりますし、

食の部会では、時代の駅を利用して、時代の朝市として山江の農林産物をはじめと

した販売が始まってきておりますし、教育部会、今日も教育文化部会があるようで

ありますけども、紙芝居あたりをしながら何か啓発を図っていこうというようなこ

とであります。そういうことをやりながら、未来塾のほうは一生懸命頑張って、大

変ありがたく思っているところでありますし、またそういう村民の方々と行政が連

携をしていくということが大事であります。地域づくり研究所、ＩＣＴ研究所は、

まさにその連携の行政と村民の連携をする橋渡しをするところでありますから、そ

ういう役割をしっかり担っていってもらうということになります。ＩＣＴはインフ

ォメーション・アンド・コミュニケーションテクノロジーですかね、要するに昔は

ＩＴと言っていましたが、Ｃが入ったのは、連携をしていくということについてＩ

Ｔを使いなさいでありますから、まさに名のとおりそういう方向で動いていければ

と思っているところであります。 

おもてなしの心を最後に言われました。これは若手の職員の女性の部会によりま

して、ワーキンググループをつくっております。そのワーキンググループで、村民

の方々を敷居が高いと言われる役場において、どのようにおもてなしをしたらいい

のか、またどのようなフロアーの見せ方がいいのか、またこの２階について便所が

ないからどのようにしたらいいのか。男子便所と女子便所が一緒になっているとい

うこともあります。そういう課題について、いろんな話し合いを進めてもらってい

ます。早速提案がありました。カウンターを低くするということについては、今、

カウンターを低くしまして、お年寄り、また体が不自由な方々もしっかり面接がで

きるような工事もしておりますので、そういうことを含めてしっかりおもてなしの

心について、今後とも村民の方々、連携と言いましたけどもそういう、連携という

ことも深めながら、しっかり信頼関係を築いていければと思っているところでござ

いますし、そういうことをこの３年半の中に取り組ませてもらったということを答

弁させていただきたいと思います。 
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○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 教育課長も答弁を用意して待っておられると思うんですが、

今村長の答弁で新年度予算に計上してあるということで、明日の一般会計の質疑の中

でお答えいただければと思います。とにかく国際交流を始められるということは素晴

らしいことだと思います。 

さて、これまでの政策について、また今後の村政運営について、いろいろと答弁し

ていただきました。平成３０年度は１０年に一度の山江村基本方針を策定する年でも

あり、計画策定費を新年度予算（案）に計上してあります。そしてまた、今年８月１

日までが村長の任期であります。村長選挙もその前に行われると思います。村長は今

年実施される村長選挙に立候補される予定でおられるのか、正直な気持ちをここでお

示しいただきたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 次期、村長選に出馬をするかというようなお尋ねでございまし

た。先ほど申し上げましたとおり、この４年間といいますか、３年半でありますけ

れども、産業、それから環境の整備、そして教育、福祉等々でいろんな施策を展開

してきたということであります。特に総合計画もそうでありますけれども、新しい

動きとして、地方創生の動きがありましたので、まち・ひと・しごと創生計画を策

定し、その中に沿った動きもしたということであります。ただ、いろんなことをや

ってきたということではありますけれども、担当課長はじめ、職員には随分苦労も

かけたのかなということも思いますけれども、いろんな成果も出てきているという

ことも私自身考えております。当然のことながら、引き続き手掛けた事業につきま

しては、さらに推し進めるという必要がございます。例えば、栗の品質向上や増産

体制をどうするかというような取り組みもありますし、そういうやり残した部分に

ついて、まだたくさんあろうかと思います。私の胸の中には、３年半前、村民の皆

様とお約束したマニフェストの実現により、村民の方々の元気と安全を守り、そし

て誇りと夢のある村政を引き続き担当していきたいというふうに考えているところ

であります。 

昨年の１２月議会におきまして、質問があったところでありますけれども、後援

会、村民の方々の意見を聞きながら、決断を、判断をしたいというふうに申し上げ

ましたけれども、私の出馬について、村民の方に相談をいたしましたところ、「せ

っかくよか方向にいきよっとじゃら、頑張らんば」というような意見も、そういう

応援もいただいたというところであります。したがいまして、山江村のさらなる振

興発展のために、特に先ほどから課題になっております産業経済を、いかに活性化

させるかという課題がありますから、そういう課題解決に向けて、身を粉にして頑
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張りたいという覚悟を決めております。したがいまして、７月に執行される村長選

挙に再度立候補いたしたいと思っておりますので、皆様方のご理解をよろしくお願

い申し上げ、出馬の表明とさせていただきます。 

大変お世話になります。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 去る２月１７日には、第３回山江村教育の集いが農村環境改

善センターにて開催されました。また、２月２０日には万江小、山田小６年生によ

る子ども議会がこの議場において開催されております。どちらも内容は素晴らしい

もので、それこそ私たち大人が考えなければならないことを、子供たちが考えてく

れていたこと、私は大変嬉しかったです。このことも子供たちが山江村に誇りを持

ってきているお陰だと思っております。ただいま村長は出馬する予定であるという

表明をされました。これまであなたの取り組みは、私心をなくして山江村発展のた

めの村政運営に全身全霊で取り組んでこられたと思っております。それは多くの村

民も知っているところでしょう。今後も人が治める人治主義ではなく、法によって

運営される法治主義を貫かれ、個人情報を除く情報公開に努めて、公正にして公平

な村政運営に携わっていかれることを期待しています。そして、一番大切なこと

は、村民の心に寄り添う政治だと思います。毎日毎日が村長としての役場での仕

事、山江温泉社長としての仕事、人吉下球磨消防組合管理者としての仕事、そして

国県への要望活動など、多忙な日々ではあろうと思いますが、どうぞ時間を見つけ

て村内を歩き回り、村民の声にじっと耳を傾けていただきたいと思います。そのこ

とをお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。 

ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時１０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に３番、森田俊介議員より、１、山江村にあるサービスエリアについて、１、

山江村長選挙についての通告が出ております。 

森田俊介議員の質問を許します。３番、森田俊介議員。 
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森田俊介君の一般質問 

 

○３番（森田俊介君） おはようございます。３番、森田より、議長のお許しが出まし

たので一般質問を行いたいと思います。今回の一般質問については、行政とは直接

関係がないものとは思いますが、政策や質問につきましては、誠に申し訳ないこと

ですが、山江村の地元に関することでもありますし、これから質問する件につきま

しては、山江村村民の心配もあり気になるところでございます。執行部のできるだ

けの答弁をよろしくお願いいたします。 

質問は、山江村サービスエリアの件についてお聞きいたします。九州自動車道も

開通して約３０年余り。当初は肥後トンネルや万江トンネルなどの村の中心を通過

する大規模な工事で、南九州地域になくてはならない観光、農産物や産業の流通の

道路となっております。山江村は建設当時は高速道路促進協議会などを設置し、村

民一体となり協力し、建設時にはかなりの経済効果があり、上がり線、下り線など

のサービスエリアも設置していただきました。山江村にとって大きな経済効果もあ

り、また山江村の知名度も上がったのではないでしょうか。経済の変化と合理化と

ともに、日本道路公団からＮＥＸＣＯ西日本、西日本高速道路サービスに委託され

経営されております。現在は下り線の食堂、レストランが、九州産交リーテル、店

舗がローソン、上がり線が食堂が九州産交リーテル、店舗がディリーヤマザキが営

業を行っております。ＮＥＸＣＯ西日本ホールディングスは、平成３０年３月末、

契約が満了するということで、食堂やコンビニエンスストアが対象で、九州管内の

九州自動車道では、須江パーキング、基山パーキング、下り線、玉名パーキング上

下線、山江サービスエリア上下線が対象として、１カ月間休止をするとあり、ま

た、営業停止期間、４月１日から皆さんも御存じだろうと思いますが、４月下旬ま

でチェーン店の企業が営業を開始すると、予定と記載明記してありました。また、

サービスエリアにも記載してありました。山江村民も誘致企業として、働く雇用と

して大変大事な雇用かと思います。山江村民の方々も現在は約２０人余り、上下線

でレストランとコンビニエンスストアで働いておられます。また、がまだす母ちゃ

んのテント販売もあり、どのようになっているのか心配で気になる状況でありま

す。山江村温泉、物産館からの栗まんじゅうの販売や、レストランでの使用のほた

る米の納入はどうされるのか、お尋ねをいたします。 

物産館からのＮＥＸＣＯ西日本に、食堂や某チェーン店企業に対して、相談、相

談などがあったのかお聞きいたします。 

また、今働いている雇用の確保は継続して働くことができるのか、社会保障など

大丈夫なのか、随時、山江を使った会社の栗商品などの販売はできるのか気になる
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ところです。代表者や社長による商談、相談になると言われればそこにつきます

が、行政としては株式山江物産館代表として、相談、交渉はできないものかお尋ね

をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 森田議員お尋ねの件については、山江村が指定管理者として指

定しております一般企業での情報でありますから、と言いながらも第三セクターと

して山江村が株主になっておりますから、その付近を加味しながら会社のほうから

事情を徴収しながら答えたいと思います。中身については、課長のほうから答えさ

せます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、森田議員のご質問にお答えいたします。 

まず、山江村にあるサービスエリア、山江サービスエリアについてですけれど

も、１９８９年、平成元年１２月７日の八代インターから人吉インター開通に伴い

開設されたサービスエリアでございます。その後、平成１９年に施設改築が行われ

まして、上下線とも現在の食堂付きのコンビニエンスストアとして営業されている

というところでございます。お名前につきましては先ほど議員が申されましたので

省略させていただきます。山江サービスエリア上下線のホームページを見てみます

と、一押し商品情報といたしまして、先ほど議員が心配されておられました栗まん

じゅうや、また食堂のほうでも販売されております山江ラーメンなどが掲載をされ

ておりまして、ホームページを見ましても、山江村の特産品だということが外部に

も一目瞭然で知れ渡ると同時に、私たちも外部の方が来られる時に、山江村に来ら

れた際には、「あそこに、サービスエリアにある栗まんじゅう、買って帰らんばん

ですね」とか、「土産で買って帰らんばんとですよね」という声をよく耳にいたし

ます。 

続いて、山江村物産館「ゆっくり」つきましては、皆さん御存じのとおりです

が、山江村の指定管理者である（株）やまえが運営を行っておりまして、特産品で

あります栗まんじゅうやびっくり団子、出荷者協議会の方々が出品される新鮮な野

菜などを販売をされておられるのをはじめ、栗加工商品の製造、卸売り販売も行っ

ているということでございます。サービスエリアに栗まんじゅう等が納められた経

緯につきましては、山江村の特産品である栗まんじゅうをもっと多くの方に知って

いただきたい、買っていただいたいという思いから、当時の物産館の関係者、また

村の関係者の皆さんが、福岡にある管理会社に複数回営業に行かれたというような

ことを聞いております。蒸し器などを持参されて実演販売も行われた結果、山江サ

ービスエリアでの販売にこぎつけたという歴史がございます。山江村ですね、やは
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り特産品としてサービスエリアの上下線で販売するということは、非常に大切なこ

とだというふうにこの観点からも思われることでございます。現在は、サービスエ

リア上下線に屋台を設置させていただきまして、そこで蒸したまんじゅうや団子を

販売するほか、店内においては冷凍やチルドで販売も行っておりまして、多い時に

は、ゴールデンウィークとかお正月期間ですけれども、２,０００個以上、３,００

０個近く売れる日もあるということで、現在、物産館ゆっくりのほうで、栗まんじ

ゅう３７万個ほど年間製造しておりますけれども、そのうちの約８割程度が山江サ

ービスエリア上下線での販売ということになっております。また、地元の農家の方

々が丹精込めてつくられた、生産されましたほたる米につきましても、隣接する食

堂でご飯として提供されているというところでございます。 

今般、先ほど議員からお尋ねがありました、現在取引をしている栗まんじゅうを

はじめとする加工商品が今後どうなるのか、また食堂で使用されているほたる米等

が継続して使用されるのか、現場で働いている地元の方の雇用がどうなるかという

かということが、やはり私たちも心配しているところでございます。栗まんじゅう

をはじめとする加工商品の今後の販売については、（株）やまえの株式会社やまえ

の経営戦略上のこともありまして、私の知っている範囲でお答えいたしますけれど

も、平成３０年４月１日から営業を開始される新しいコンビニエンスストアの関係

者、また高速道路の管理等をされている会社の方々と、栗まんじゅうの製造する安

全面、工場視察をしたり、現在納入をしている運送面等々の協議を行いながら、意

見交換をさせていただいているというところでございます。まだ正規に販売すると

いう決定はありませんけれども、現在鋭意協議を行っているというところでござい

ます。関係者の方々からは、栗まんじゅうをはじめとする加工商品につきまして

は、ホームページの一押し情報にも載っているということで、現在も売れ筋商品で

あるということは十分認識はされておられますので、好印象を持っておられるとい

うことでございます。築き上げたこれまでの歴史や販売実績をはじめ、物産館ゆっ

くりの主力商品でもありますので、引き続き販売ができるよう、村としても支援を

行っていくというところでございます。 

また、食堂で使用されているほたる米についてもですけど、こちらのほうも品

質、味が好評であるということですから、引き続き使用をしていただくという方向

で、株式会社やまえのほうも協議のほうを行っているということを聞いておりま

す。協議の段階で、村のほうとしての支援の要請がありましたら、担当課としても

協議の場に加わりながら、ほたる米の継続的な納品もできればというふうに思って

おります。 

また、地元の働いていらっしゃる方、２０名ほどいらっしゃるということですけ
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れども、そちらの雇用されている方の継続雇用につきましても、働く場の確保とし

て重要な職場だというふうに考えておりますので、村としてすべきことがあれば、

こちらのほうも働きかけていきたいというふうに思っております。 

しかしながら、４月１日から１カ月程度は店舗改装のため、店内を閉められると

いうことですので、株式会社やまえの経営といたしましては、１カ月ほどは栗まん

じゅうの出荷が大分落ち込むのではないかなという心配もしておりますので、これ

はこの質問とは関連ありませんけれども、株式会社やまえとしましても外部に販促

をかけていきたいというふうに話されているというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） それでは、まだ今のところ交渉中ということで解釈してようご

ざいますでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

先ほども申しましたとおり、現在、継続しながら協議を行っているというところ

でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） もし使用できないとか販売できない場合の対処というのは考え

ていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

会社の経営戦略上のことですけれども、継続協議中と言いながらもですね、もち

ろん納入していただけるという前提のもとでの協議をしているというふうに私は思

っておりますので、解釈しておりますので、今後その納入が例えば取引が中止にな

ったというようなことは、今のところ想定をしていらっしゃらないということでご

ざいます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 一つ村民のためですんで、山江村の物産館も大事だろうとは思

いますけれども、従業員の方々のいろいろな意見を聞きながら、社会保障にも関し

ますし、そこのところをご相談いただいて、継続なら継続で大変うれしく思います

のでよろしくお願いしたいというふうに考えております。 

それと、さっき選挙のことでちょっとお聞きしたいということでありましたけれ

ども、前に松本議員が大幅な範囲内でもう質問をされましたので、村長も出馬をす

るということで解釈いたしました。一応、山江村民のために頑張っていただいて、
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方針などを一生懸命進めてもらいたいというふうに考えます。 

これで一般質問を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、５番、立道徹議員より、１、福祉政策について、１、村

おこし協力隊についての通告が出ております。 

立道徹議員の質問を許します。５番、立道徹議員。 

 

立道 徹君の一般質問 

 

○５番（立道 徹君） それでは、議長のお許しをいただきましたので、５番議員、立

道が通告書に従いまして一般質問をさせていただきます。 

まず、１点目は福祉政策についてであります。現在、我が国は国民の４人に１人

が６５歳以上という超高齢社会を迎えており、今後も速いスピードで高齢人口が増

加し、２０３５年には３人に１人になることが推計されております。高齢者福祉

は、長年にわたって社会の進展に寄与し、豊富な知識と経験を有している高齢者が

敬愛され、生きがいを持って健康で安心した生活を送ることができるよう、社会全

体で支えていくことを目的に老人福祉法に基づいて発展してきましたと。急速に高

齢化が進む中で、認知症、高齢者の増加、核家族化の進行や家族の介護機能の低下

などにより高齢者の介護が社会の重要な課題となってきております。 

そこで当村において、高齢者世帯、単身世帯、ひきこもりの実態調査はされてい

るのか。また訪問内容等を含めてどのように考えておられるか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

高齢者、単身世帯につきましては、地域包括支援センター、社会福祉協議会、民

生委員、見守りネットワークなどと、先ほど議員がおっしゃられましたとおり、社

会全体で支えるということから情報等を共有しながら、訪問や支援を行っていると

ころであります。地域包括支援センターでは直接相談を受ける場合もありますが、

民生委員等から情報提供があった際には訪問し、状況をその都度確認しておりま

す。平成２９年度の訪問実績は、７０歳以上の高齢者世帯１５７世帯、独居老人世

帯１１３世帯となっております。率にしますと、高齢者世帯が約５８％、独居老人

世帯が約９３％となっております。高齢者、独居老人世帯以外にも、２７８世帯の

訪問を行っているところです。また、健診結果の説明や重症化予防対策として、保

健師、管理栄養士、看護師が訪問をした高齢者世帯は７６世帯となっております。

併せまして、本年度は生活課題の実態調査アンケートということで、平成２９年度

１０月から実施しております。公民館事業などが実施されていない地区から優先し
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て、高齢者世帯等を訪問し聞き取り調査を行っております。現在のところ１５区を

終了し、３区を訪問しているところであります。「今の地域で暮らしていきたい」

「今のところ困りごとは特にない」という回答が多かったものの、「歩けなくなっ

た時が心配である」など、これからの生活に不安を抱えている方もおられました。

今後も各地区の実態調査を行い、結果をまとめた上で、今後の福祉サービスの充実

に生かしていきたいと考えております。高齢者の引きこもりの実態調査につきまし

ては、現在のところ実施しておりませんが、家に閉じこもりがちな高齢者等につき

ましては、民生委員や社会福祉協議会等からも情報の提供もあっておりますので、

ご自宅を訪問して地域支援事業や公民館事業などの説明をさせていただきながら、

参加を促しているという状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） じゃあ一応、ほとんど全戸を訪問されているということでござ

いますけど、次に高齢者の生活、暮らしの相談の充実について、どのように取り組

まれているかお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、高齢者の生活暮らしの相談の充実につい

てということでお答えしたいと思います。先ほどの質問でもお答えいたしましたよ

うに、高齢者の生活暮らしの相談につきましては、地域包括センターや社会福祉協

議会、民生委員等により随時行っております。また、役場に来ることができない方

には、電話等でご依頼があればご自宅を訪問して相談を受けるという場合がありま

す。また、必要な場合には関係課や関係機関へ情報を提供するなどして、現在のと

ころ対応をしているところであります。何かお困りのことがあれば、地域包括支援

センターや健康福祉課までご連絡をいただくか、出前福祉や公民館事業等でも職員

のほうが出向きますので、そういった折にご相談をいただければ、内容によっては

その場でしゃべれないこともあると思いますので、後日改めて訪問をするなど対応

をさせていただきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） どちらか言うと、やっぱり高齢者の方からの連絡を待っている

ということが多いと思いますけど、各地区には地域見守り協力隊というのがあると

思うんですけど、それの連携はどのようになってますか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 
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地域見守りネットワークとの連携についてですが、こちらは社会福祉協議会のほ

うに委託をしておりまして、委託というか補助金のほうを村からは出しておりま

す。社協のほうが地域の会議に出席等をしまして、その後、社協と地域包括支援セ

ンターと週１回、情報提供交換を行っているところです。その中でいろいろ問題・

課題がある方については情報を共有し、相談に行ったり、必要なサービスを紹介し

たりということで今対応をしているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 次に入ります。運転免許証自主返納後の対策についてというこ

とは、先ほど松本議員のほうから言われましたので、１点だけ。これはバイクのほ

うも一応運転に適用されるのか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 運転免許の自主返納につきましては、高齢者の方の交通事

故の多発によりまして、道路交通法の改正に伴い導入された制度でございまして、

やはり高齢で危険な場合には自主的に返納していただこうという目的でございまし

て、その対応策といたしまして、村のほうではまるおか号の半額助成をいたしてお

ります。これにつきましては当然、運転免許証の返納でございますので、持ってお

られた免許、自動車、二輪車に限らず、全体が対象となるということでございま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） このことと、ちょっと内容が違うんですけど、これは運転免許

証自主返納の方だけが半額ということで、ある程度年代、８０歳以上が半額とかな

んか、そういうふうなお考えはないでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 先般、先ほど村長が答弁いたしましたように、合戦峰地区

で説明会を行っております。その時にもやはりそういった声が出たということを聞

いております。この自主返納制度というのは、先ほど申しましたように高齢者の交

通事故の多発を対策として制度されたものでございまして、元々まるおか号自体が

割安の運賃で運航しております公共交通ではございます。しかし、そういった声が

あるということがあれば、今後検討していかなければならないというふうには思っ

ております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 何とか検討していただいて、ご高齢の方が少しでも安くしてい

ただければと思っております。 

じゃあ次の質問に入りたいと思います。一応、現役を辞めてから趣味を持つこと
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は大変大切なことだと思いますけど、人との会話もなくなり家に閉じこもっていた

ら、認知痴ほう症等になる確率も高くなると思います。そこで、村内で生き甲斐、

楽しみ等、またスポーツ、地域の行事、講座の催しについてというようなことを実

施されているかお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問のお答えします。 

健康福祉課が行っている事業につきましては、たっしゃかクラブ、骨こつ健康ク

ラブ、出前福祉、元気が出る学校など、介護予防事業に係る運動機能の低下防止、

それから健康講座を開催したり、簡単な軽スポーツ等を行っております。また、社

会福祉協議会に委託し、万江地区、山田地区を二地区に分け、週１回温泉センター

で入浴と食事を提供する「いきいきデイサービス」を実施しております。地域によ

りましては、日頃からグランドゴルフやゲートボールに取り組まれているところも

あり、山江老人クラブ連合会主催による大会や村の産業祭、つつじ祭りなどの大会

も開催されているところです。 

また、教育委員会におきましては、わいわい公民館や文化協会によります趣味の

講座等を開催されているところです。また、各地区では月１回程度、公民館事業が

開催されておりまして、そちらでも健康講座や軽スポーツや茶話会などが実施され

ております。今、月１回程度ということで、今後はこの公民館事業を地域の通いの

場とできるように支援をしていきたいと考えております。３０年度の予算で住民主

体の通いの場活動支援事業というのを実施しようと考えております。地域主体で開

催できるように、運営経費等の一部を助成し、地元で運営をしていただくというよ

うなものでございます。山間地などでは公民館まで遠くで自分では行くことができ

ないなどの問題もあるため、地域で支える地域仕組みづくりやさまざまな課題解決

に向けて今後も検討していきたいと考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 参加者が多分そんなに多くないんじゃないかなと思っているん

ですけど、ケーブルテレビとかでそういう声かけをしてですね、少しでもたくさん

の方が参加されるように願っております。 

現在学校において、ＩＣＴ教育が、タブレットを使ったＩＣＴ教育が進んでおり

ますけども、講座等にもタブレットあたりを使用していけば、ある程度認知、痴ほ

う症あたりも削減できるのじゃないかと思いますけど、その辺はお考えありません

か。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、質問にお答えします。 
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タブレットにつきましては、今、社会福祉振興基金を活用しましてタブレットの

認知症予防のソフトの入ったものを１０台リースしております。それを各集会、公

民館事業とかに持って行きまして、あまり長くすると目が疲れたりしますので、適

度な時間、高齢者に触っていただいて、今実践をしているところでございます。な

かなか操作が難しいとか最初はあったんですけど、今では自分で集中してされる方

もいらっしゃいますので、今後もいろんな、認知症だけではなくて、先ほど答弁も

ありましたように、ＩＣＴを社会全体に普及させるという意味では今後いろんな活

用ができると思いますので、いろんなかたちでまた取り組んでいければと考えてお

ります。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 少し国保税あたりも削減されておりますけど、今後少しでもや

はりそういう病気がなくされますよう願いたいと思います。 

続いて、次の質問に入りたいと思います。当村での不妊治療の助成の状況につい

てお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、不妊治療の助成の現状についてお答えい

たします。本村では、特定不妊治療費の助成につきましては平成２４年度から、一

般不妊治療助成につきましては平成２８年度からそれぞれ実施しております。特定

不妊治療とは、顕微授精を含む体外受精による不妊治療であり、一般不妊治療と

は、体外受精及び顕微授精を除く不妊治療及び人工授精等による不妊治療でありま

す。いずれも代理母による出産などは除くものとしております。特定不妊治療にお

きましては年間５０万円を、一般不妊治療は年間１０万円を限度に、最初の交付の

年から５年間を助成期間としております。助成の実績につきましては、平成２５年

度が助成件数３件、助成額７０万３,８０７円、こちらは特定不妊治療です。２６

年度は申請がございませんでした。２７年度が助成件数３件、助成額が５２万３,

５３０円、こちらも特定不妊治療です。平成２８年度が助成件数１件、助成額が４

５万円、こちらの特定不妊治療です。平成２９年度が助成件数２件、助成額が、こ

ちらは一般不妊治療のほうが９,６００円、特定不妊治療が４５万円となっており

ます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） できるところはできますけど、本当にですね、大変なやっぱり

思いで治療をされていると思います。今後とも引き続き、助成のほうをよろしくお

願いしたいと思います。 
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続きまして、先ほどのちょっと答弁でもありましたけど、多子世帯の現在の保育

料の軽減化についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

現在、行われている国県の軽減措置ですが、まず国の軽減措置につきましては、

基本的な多子計算による年齢制限の考え方として、第１号認定の児童については小

学校３年生までを第一子、第２号・第３号認定の児童については、小学校就学前ま

でを第一子として、以下、第二子の保育料は半額、第三子以降の保育料は無償とな

っております。さらに所得に対しての軽減措置がありまして、年収約３６０万円未

満相当の世帯につきましては、第１号認定及び第２・３号認定の年齢制限を、高校

３年生、満１８歳未満の児童までを第一子と計算して、保育園にかかる第二子を半

額、第三子の保育料を無償として計算しております。また、県の多子世帯に対する

補助制度を活用して、年収約１,１３０万円相当以上の世帯を除いて、年収約３６

０万円相当以上の多子世帯、三子以上の世帯に対しては、３歳未満の第三子以降を

無償としております。国の多子世帯に対する制度といたしましては、先ほど村長か

らも答弁がありましたが、３歳未満を小学校就学前までに引き上げるという方向で

動いているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 国が先ほど言われました３歳未満までが保育料、幼稚園無料と

いうことですね。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

まず、国におきましては、まだ具体的なものは示されていないというのが現状で

ございますが、報道等を見ますと０から２歳児の住民税非課税世帯は無償化、３歳

から５歳児は保護者の所得に関係なく利用者は無償化とするということで書いてあ

りまして、５歳児については１９年４月から無償化することを検討しているという

ようなことが報道されております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） じゃあ、大きな２点目の質問に入りたいと思います。 

村おこし協力隊についてでございますけど、その一括して４点ほど上げたいと思

います。目的、活動状況、またお辞めになったということでその理由。３点目が目

的意識の欠如ではないかということ。４点目が村の地域おこしの課題に沿った人選

の詳細についての４点についてお尋ねいたしたいと思います。 
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○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、立道議員のご質問にお答えしたいと思いま

す。 

まず、地域おこし協力隊についてということで、目的と活動状況ということでご

ざいます。国の制度の概要といたしまして、地域おこし協力隊につきましては、平

成２１年度より制度が開始されまして、平成２９年度、現在９年目を迎えておりま

す。人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に受

け入れ、地域協力活動を行ってもらい、その定住、定着を図ることで、意欲ある都

市住民ニーズに応えながら地域力の維持、強化を図っていくことを目的としている

制度です。全国的な活動事例といたしましては、地域行事やイベント支援はもちろ

んですけれども、伝統芸能の復活や農作業支援、耕作放棄地の再生、見守りサービ

スや通院、買い物サポートといった生活支援など、あらゆる分野で活動されている

事例がございます。協力隊員の能力や適性及び地域の実情に応じ、自治体が自主的

な判断で決定すると、活動内容については決定できるということになっておりま

す。また、地域おこし協力隊につきましては、都市部から過疎地域等に住民票を移

動することが前提というふうになっております。ただ来てもらうんじゃなくて、生

活の拠点を過疎地域に置いていただくということになっております。活動期間は概

ね３年以下というふうになっております。任期終了後、同じ地域に定住され、起業

されたりする方が約半数以上いらっしゃるという国の調査結果が出ております。ま

た、国の財政支援といたしましては、地域おこし協力隊の活動に要する経費、隊員

一人当たり４００万円を上限に特別交付税措置がございます。また、この協力隊員

が起業、退任後起業、会社を起こされたりする場合、それに要する経費も隊員一人

当たりの特別交付税の措置もあるということを聞いております。現在、国のほうで

は平成２８年に３,０００人、平成３２年に４,０００人を目標として、地域おこし

協力隊の積極的な活動を呼び掛けておりますが、平成２８年度では全国８８６団体

で３,９７８名の方が地域おこし協力隊で活動されているという状況でございま

す。本村ではいち早く地域おこし協力隊活動に取り組んでおりまして、平成２１年

度から平成２３年度、年にいたしますと２年７カ月というふうになっておりますけ

れども、１名の方が活動されておられました。主な業務といたしましては、ケーブ

ルテレビセンターの開局に向けた準備、平成２２年４月以降の開局以降はプロデュ

ーサーとして、番組制作や取材の仕方、機器のプログラミングなどをされ、現在の

ケーブルテレビセンターの礎を構築された方でございます。今回の地域おこし協力

隊の募集につきましては、平成２８年度より村のホームページをはじめ、国の移住

定住ポータルサイトへの募集登録、また外部委託を行いながら、２名の隊員を募集
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するように計画をしておりました。求める人材につきましては、ツーリズム、グリ

ーンツーリズムの推進活動、地域づくり研究所スタッフという二つの業務内容を示

しておりまして、今回着任された方は、地域づくり研究所を拠点として活動をされ

ておられたということでございます。今回の募集、問い合わせは１０件以上ござい

ましたけれども、実際に応募された方は４名いらっしゃいまして、書類選考で３名

の方に絞り面接を予定しておりましたが、１名の方が会社の都合で辞退をされたと

いうことで２名を面接しております。２名を面接して、２名を合格というふうにい

たしたわけですけれども、また１名の方が辞退され、１名の合格ということになっ

ております。その方が今回１２月末まで隊員として活動されていた方でございま

す。委嘱開始は平成２９年４月１日からというふうになっております。今回活動し

ていただきました内容といたしましては、もちろん最初の募集の目的にもありまし

た地域づくり研究所スタッフとしての資料収集やデータの整理、開設いたしました

フットパスコースの点検。この方、総合旅行業務取扱資格を持っておられましたの

で、その資格を活用した山江型観光ツアーの企画実行、１００人委員会未来塾の委

員会部会との連携、観光分野での情報発信やリサーチなどの実践をはじめ、若干で

はございましたけれども地域未来塾の中で中学生の指導も行われていたということ

でございます。今回、１２月末でお辞めになられたということでございますけれど

も、辞められた理由はというご質問でございますけれども、１２月初旬に突然でし

たけれども、退職したいという旨の報告、相談がございました。よりお話をする中

で、本当に気持ちが変わらないのであれば、退職願等を書かれて総務課長のほうに

提出をしてはどうでしょうかというふうに私のほうはお伝えをいたしました。その

中で、実際任期１年更新というふうになっておりますので、３月末まで、今月末ま

で隊員として活動してもらえれればどうでしょうかということもお話はいたしまし

たけれども、本人の意志が固く、１２月末での退職届ということになっておりま

す。理由につきましては、一身上の都合というふうに書かれておりましたので、自

己都合だというふうに解釈をしております。しかしながら、お話をする中で、山江

村での生活は大変楽しかったということを話されておりました。合戦の峰の民家を

お借りしての生活ということであったわけですけれども、家主さんをはじめ、多く

の方々に親切にしていただいて、この山江村での生活は大変楽しかったということ

で感謝しているということを話されておりました。今回の雇用に際しまして、目的

意識が足らなかったのではないかというご質問でございますけれども、山江村の方

針といたしましては、先ほども申し上げましたとおり、募集要項にはツーリズムの

推進や研究所スタッフとして活動してもらい、観光交流の振興発展に協力隊として

能力を発揮していただくという目的意識を持って募集採用を行ったところでござい
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ます。また採用につきましても、採用するにあたって本人に連絡を取り、業務内容

につきましても事前に内容等をお知らせをしているところで、それに同意しますと

いう同意書もいただいており採用したということでございます。採用された方が来

られてからどういう心境の変化でお辞めになられたかということは、なかなかご本

人とお話しする中でもお話しいただけませんでしたので、こちらとしてはその気持

ちをお推し量りすることがちょっとできないということでございます。 

また、村おこしの課題に沿った人選に必要性があるのではないかというご質問で

ございますけども、今般、平成３０年度当初予算の中でも地域づくり研究所運営費

の中で、地域おこし協力隊の１名分の予算を計上しております。募集につきまして

は、予算承認後、承認をいただいたあとに行うように計画をしているわけでござい

ますけれども、ホームページには山江村地域おこし協力隊というページはずっと残

しております。担当に聞きますと、閲覧数、いわゆるアクセスされる数は山江村の

ホームページの中でも群を抜いて、この地域おこし協力隊を見られている方が多い

という数字が出ておりますので、外部からこの地域おこし協力隊について、地域お

こし協力隊の活動について興味を持っていらっしゃる方はたくさんいらっしゃるの

ではないかというふうに思っております。村といたしましては、今のところ募集す

る予定といたしまして、先ほどから話しておりますとおり、ツーリズム推進や研究

所スタッフ、また来年度創設予定の観光交流促進協議会との運営に携わるスタッフ

ということで募集をしたいというふうに思っておりますが、全国の事例を見ても、

観光交流だけではなく、ほかの分野でも活用できるというふうになっておりますの

で、今後各課、局にご相談しながら、本当に村の課題の沿った人選を応募しなが

ら、やる気のある方を地域おこし協力隊として、お迎えしたいというふうに思って

いるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 当村の地域課題、ビジョンを明確に持ち、そのことを隊員と共

有し、解決に向けた活動を見出すことが本来の目的ではないかと思います。隊員を

雇用する村の受け入れ態勢の未熟さと、隊員の意識の低さが今回の任期途中での退

職となったんではないかと考えますが、村長の見解をお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 地域おこし協力隊は、都会で持ちえたその能力等を地域に行っ

て発揮してもらうというような制度であります。今回２名の方を合格としました

が、１名が辞退で１名が来られたというようなことでございます。なかなか目的に

合ったとか、継続してもらうとかいうことについては、そのやってみないと分から
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ないという部分も実はありまして、前おられた杉山さんも２年と３年弱で帰られた

というようなことで、やっぱり縁がなかったのかなということでありますけれど

も、今回も一身上の都合でということでございましたので。もちろんしっかり山江

村が好きになって、山江村で何かやるぞという方もおられますし、そういう通りす

がりの方も当然おられるというようなことであろうかと思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） じゃあ、また議会の終了後にまた募集ということで、今後すば

らしい人材を面接等で採用していただいて、山江村にとってすばらしい協力隊員で

ありますよう願いまして、一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。 

ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１時１５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に２番、横谷巡議員より、施政方針について、１、道路安全対策について、

１、公共工事のあり方について、１、一般質問の執行部の受け止め方についての通

告が出ております。 

横谷巡議員の質問を許します。２番、横谷巡議員。 

 

横谷 巡君の一般質問 

 

○２番（横谷 巡君） 議長のお許しをいただきましたので、通告に従い、２番議員、

横谷巡から一般質問を行います。 

質問事項の最初は、施政方針について、４点通告をしています。 

まず１点目の、本村の財政健全化に向けた取り組みについてであります。人口減

少、少子高齢化社会の中で農村社会の機能低下が進んでいます。国は地方が主役の

地方創生を掲げ、若者の夢や希望を育て、農村新時代を切り開くことを軸に、地方

での就学や就業を促すとしていますが、農山村から見れば、実情とかけ離れたもの

になっており、都市への人口集中は相変わらず進み、農山村は元気な農業や薫り高

い文化などが荒廃の危機にさらされています。今のところ地方創生の成果は乏し
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く、地方の現実から地方の課題解決には程遠い感じがしています。そのような中、

本村においては、高齢者の高齢化率の高まり、社会保障費の増大、各特別会計予

算、公共施設の維持管理、起債償還に係る公債費などの予算の確保、一方、地方交

付税等の減少傾向、税収の落ち込みなどの動向を見ながら、住民の暮らしを守る施

策、将来を見据えた事業の実現など、その財政需要に応える財政の堅持は必要不可

欠なものであります。そこで、本村の財政健全化に向けた取り組みについて伺いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 本村の財政健全化に向けた取り組みということでございま

す。 

まず、本村の財政運営の状況について、少しご説明をさせていただきます。財政

状況を示す指標といたしまして、いろいろな指数がございます。平成２８年度地方

財政状況調査、いわゆる決算統計と呼ばれておりますけれども、それで算出いたし

ました数値でございまして、平成２８年度の決算審査の意見書でも報告された数値

でございます。まず、実質収支比率でございますが、これは年度中の歳入総額から

歳出総額を差し引いた額から、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた額でござい

まして、それが標準財政規模に占める割合を比率で表しております。まず平成２８

年度は、実質収支額や約２億８,７００万円で１５.１％でございます。標準値は３

％から５％というふうに言われておりますけれども、本村の場合は余剰金が標準よ

りも多い状況にあるということがこれでお分かりになると思います。 

次に、経常収支比率でございますけれども、財政構造の弾力性、硬直度であると

か余裕度を示す数字でございまして、平成２８年度が８８.６％でございます。７

５％以下が望ましいとされておりますけれども、熊本県内の７５％以下の自治体は

今のところございません。人吉・球磨地域では、球磨村、水上村、あさぎり町、錦

町に次いで、５番目に少ない数値にはなっております。 

次に、財政力指数でございますが、１に近いほどよいとされておりますが 

本村は０.１３５であります。企業の法人税や控除などの固定資産税が少ない自

治体にとりましては、自主財源を少ないということで小さな数字になります。 

次に、実質公債費率がありますが、経常的な一般財源に占める起債償還額等の割

合を示す比率でございまして、２５％以下が基準とされており、本村は９.４％で

今のところ問題のない数値ではございます。 

また、将来負担比率でございますけれども、将来の財政を圧迫する度合いを示す

指標でございまして、３５０％以下が基準とされておりますけれども、本村は平成

２６年度からこの数字はゼロでございます。 
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以上申し上げましたように、財政指標においては特に財政が危機的な状態である

というような数値は示しておりません。 

また、具体的な財政健全化に向けた取り組みでございますけれども、まず平成３

０年度、当初予算編成に際しましては、実質財源が少なく交付金や補助金などに頼

っております本村につきましては、査定を経常経費につきましては、昨年度同額か

以下ということで編成を行っております。一例を挙げますと電気料でありますが、

昨年４月から９月まで毎月値上げがなされておりまして、電気料の増加があってお

ります。役場庁舎や小学校等におきましても、かなり電気料が増加いたしておりま

して、補正をお願いしたこともございます。このことから供給電力を新電力に変更

いたしまして、役場庁舎におきましては冬の間寒い日が続き、暖房使用料の増加に

よりまして、電気使用量が増加したわけですけども、電気料金は１月分が約４万

５,０００円、２月分についても約４万６,０００円、昨年度に比べて減少しており

まして、新電力の効果が表れております。小中学校におきましても新電力に切り替

えておりますので、年間を通じてかなり減額になるものとは思っております。今後

定圧の電灯なども、安価な変更内容に契約を変更しようということで、現在調査を

進めておるところでございます。 

また、各種の事業の実施についてでございますけれども、住民の方々からもいろ

んな要望があがっておりまして、事業実施にあたりましては、緊急性があり、かつ

補助金や交付金、さらには有利な起債が適用できるものを優先して実施しておりま

す。平成３０年度の事業につきましては、道路橋梁費などに社会資本整備事業の補

助金を活用し、補助残には過疎債の対象となるものから実施をいたしておるところ

でございます。今まで単独事業として一般財源で対応しておりました各種のイベン

トや、ケーブルテレビへの特別会計の繰り出し金につきましても、過疎債のソフト

事業が活用できるものは活用いたしておりまして、充当率が１００％で今年度の基

準財政需要額算入が７０％ということでございますので、７割の補助事業を導入し

たことと同じ扱いに計算上はなります。 

また、消防や防災対策など緊急を要する事業につきましては、球磨川水系防災減

災ソフト事業を活用いたしまして、やはり補助残は有利な起債でございます緊急防

災減災事業債を活用いたしております。こちらも充当率が１００％でございまし

て、交付税措置率は７０％でございます。 

またこのほか、臨時財政対策債を平成３０年度６,９００万円予定しております

けれども、こちらは全額が交付税で措置されるようになっております。 

このように起債を活用しておりますが、平成３０年度におきましては起債の償還

額が、元利合計で約３億７,５００万円を超える予定でございます。交付税措置が
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ある有利な起債を活用はしておりますけれども、理論数値で計算いたしますと約２

億６,８００万円が交付税で算入されるというふうな状況になっております。残り

の３０％を村が負担することにはなります。 

次に、基金でございますけれども、近年、防災行政無線のデジタル化や、下段の

架け替え工事など、大規模な公共事業を実施しておりますので、財政調整基金など

を活用して財源に充てております。財政調整基金におきましては、平成２８年度末

残高が約１０億７００万円でございましたけれども、平成２９年度は財源不足から

１億４,２００万円を取り崩しております。しかし、本年度１億２,３００万円はど

うにか積み戻すことができましたので、１億９,０００万円は減少した状況になっ

ております。失礼しました、１,９００万が減少した状況になっております。 

また平成３０年度の当初予算におきましては、１億６,０００万円の取り崩しを

予定しておりますけれども、本年度は当初予算におきまして、普通交付税を少し厳

しく見積もっておりますし、特別交付税も一切計上いたしておりません。不透明な

財源は見込めないということでございます。特別交付税につきましては、大規模な

災害とか全国的な天候の悪化による特別な財政需要がない限り、毎年１億円程度は

交付されておりますので、こういったものを当初見込んでおりませんので、積み戻

すことが基金についてはできるんじゃないかなというふうに考えております。 

また、今後におきましては、行政改革委員会等におきまして、単独で行っており

ます補助金などの見直しであるとか、行政経費のさらなる削減についてご協議をい

ただきながら、健全な財政を維持してまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 財政指数等、標準並みにいっているということでございます。

暮らしを守る、あるいは活性化策をするというと財源が伴います。有利な過疎債を

使って運用されておりますけども、やはりここ数年、少し起債も多くなって各種事

業の展開によって多くなっているようにも感じます。財政の要諦に配慮を図って

「入るを量りて出ずるを制す」という言葉がありますので、将来にわたっての財政

健全化の取り組みをお願いしたいと思います。 

次に、２点目の農業振興についてであります。５年、１０年先を考えた農地の有

効活用や担い手、後継者の育成など、営農環境の整えの展望についてであります。

基幹産業である農業は、従事者の高齢化、後継者不足、農産物の価格低迷等の農業

情勢により、先行きが不透明、深刻な状況にあります。このような中、明るい希望

が持てる元気な営農、農業振興を図るため担い手後継者の育成、農業経営者への助

成支援、農地の維持と有効活用、栗の生産現場対策、集落営農組織への推進など
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の、新たな営農計画の創出が求められ、今できることの対策、実践によって現状か

らの脱皮を図り、これから先の農業経営につなげていかねばなりません。特に本村

における農業従事者の高齢化と、農業経営者の収入の低さ対策が優先課題と考えて

います。 

そこで、５年、１０年先を考えた農業振興と営農環境の整えをどのように展開さ

れているか伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 農業振興についてでございます。本村の農業につきま

しては、２０１５年に行われました農林業政策というのがあります。そこで、本村

の農家数は約２５０戸ということであります。これを農業の経営者を年齢別で見ま

すと、７０歳以上が全体の約６割を現在占めております。これが１０年後先になり

ますと、このままでは７０歳以上の経営者が約全体の８割を占めるという状況にな

ると推測をされます。その結果、このままでは農業離れが進み、遊休農地が増加

し、本村の基幹産業であります農業が廃れていく可能性があります。こうならない

ためにも、担い手、後継者の育成が大変重要な施策であるというふうには認識して

おります。農地の所有につきましても、経営面積で１ヘクタール未満の所有者が全

体の約７割を占めているという状況でありまして、大変小規模な農家数が多いとい

うことであります。今後、担い手や後継者の大幅な増加はあまり、大幅には見込ま

れないと思われますので、高齢化によりまして耕作できなくなった農地をいかにし

て守るかが、大変重要な課題であります。現在、まだそれぞれ個人で耕作をしてら

っしゃる方もいらっしゃいますけれども、その土地が、これが５年後、１０年後に

なりますと、耕作が困難になりまして、遊休農地が増加すると思われます。そのた

めにも、今現在からこういう農地を守るために、守るための受け皿をつくっておか

なければなりません。このような状況を踏まえまして、農業につきましては今後の

農地を守るため、昨年万江地区のほうに、ご承知のとおり農業の法人が立ち上がっ

たというところであります。今現在、個人で耕作が困難な方、農地に対しまして、

利用権を設定をして、さまざまな補助事業を活用しながら事業をすすめているとこ

ろでございます。万江地区はこの会社を中心に農業の経営が始まりまして、農地を

守りますとともに、働く場が生まれる可能性が今後あります。今後は山田地区にも

法人の設立に向けて、一生懸命推進していきたいと思いますし、支援もしていきた

いと考えております。将来的な山田地区には３カ所ぐらいの法人ができるような方

向で進めていきたいというふうにも思っております。将来の農地の有効活用や担い

手の育成を図る上で、今後、集落営農組織の設立は大変重要なことというふうに考

えますので、これからも法人の設立を推進し、これによって担い手、後継者の育成
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が図られ、営農体系の改善と雇用の創出を図っていきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 川辺川利水事業についてであります。この事業については、紆

余曲折がありました。その結果、事業の廃止と変更計画が確定したところでありま

すが、この造成地に対する新たな水の手当とか、新たな営農計画が求められるとい

うふうに思います。これについてどのような対策を考えておられるか、これについ

ても伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 国営川辺川総合土地改良事業についてということでご

ざいます。この土地改良事業は、昭和５８年に当初の計画から農業用用排水事業は

廃止、そしてそれと農地造成、区画整理事業は面積を縮小とする変更計画について

でございます。関係の農家数は延べで７,８００人ということでありました。この

３つの事業とも必要な３分の２以上の同意が得られたことに対しまして、２月２７

日付けで計画変更が確定をしたところであります。関係農家の方、皆様には大変こ

の事業に対しましてご理解とご協力をいただき、大変感謝をしているところという

ことでございます。計画変更は確定しましたけども、今後はいかにこの造成団地に

対しまして、その団地を活かした営農の仕組みづくりが非常に重要となってきま

す。営農の支援につきましては、今現在、国と県、それと市町村、ＪＡが一体とな

って組織されます営農支援プロジェクトチームという組織を結成をしております。

その中で、月１ぐらいのペースでいろいろ協議を行っているというところでありま

す。 

また、平成２８年に設立されました川辺川造成団地の受益者で構成されます営農

改善組合というのも立ち上がっておりますので、その中でも今後しっかり営農につ

いては検討していきたいというふうに思っております。 

また、この造成団地の農業の生産活動を継続しまして、耕作放棄地を出さないよ

うに、来年度、平成３０年度にその造成団地を中山間地域直接支払い制度の指定に

向けて進めてもいきたいというふうに思っております。いずれにしましても、今後

の営農に対する支援はしっかりした対策ですので、現場の受益者の意見などを聞き

ながら協議していきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 農業が衰退すると、自ずから村の衰退につながります。我が村

の地方創生の柱は、長い間先人が歴史を刻んできたこの農業にあると思います。こ
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の農業の基盤整備と振興を図ることが村が活性化する、地方創生にとって大事なこ

とだと言っても過言ではないのではないでしょうか。農業振興への一層の取り組み

をお願いをいたします。 

３点目、福祉施策についてであります。高齢者がいつまでも元気に暮らせる健康

寿命の延伸など、健康増進への取り組みについてであります。 

私も先般、おふくろを亡くしました。９８歳という天寿を全うしたわけですけれ

ども、健康で天寿を全うするということは大変人として素晴らしいことでありま

す。厚生労働省は介護を受けたり寝たきりになったりせずに、日々生活を送れる期

間を示す健康寿命が、２０１６年には男性が７２.１４歳、女性が７４.７９歳だっ

たと発表しました。平均寿命と健康寿命の差は、男性で９年、女性で１３年である

という調査結果も出ています。今、国においては６５歳以上の高齢者の定義を見直

し、元気である人、元気でない人の役割に合った生き方の実現を図ろうとしていま

す。健康で元気に長生きすることは、大変喜ばしいことでもあります。本村におい

ても、年々高齢化率が高くなってきており、医療費、介護費などの社会保障費の増

大を抑え、健康寿命の延伸を図る健康増進は、大変重要なことだと思います。そこ

で、どのような取り組みを考えておられるか、伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

高齢者の健康増進への取り組みにつきましては、各種健診等の実施と、要介護状

態にならないような運動機能の維持向上を図るため、各事業、介護予防事業を実施

しております。また、各地域におきまして、月１回程度行われております公民館事

業や出前福祉にも作業療法士を招いて、転倒予防のための運動などを取り入れたり

しております。先ほども答弁いたしましたが、３０年度は新たな取り組みとしまし

て、公民館事業の頻度を増やし、地域主体で介護予防の拠点、地域のサロンのよう

な場所となるよう支援していくため、当初予算において住民主体の通いの場活動支

援事業助成金を計上させていただいております。年間を通じて高齢者が介護予防や

健康づくりの取り組みをすることができる通いの場を運営していくための助成にな

ります。また、こういった公民館事業の中で専門の方がいなくて、地域の方々でで

きるような参加者が楽しみながら通い、体操ができる映像入りの音楽療養コンテン

ツといいますが、そういったものをリースすることにしております。是非、通いの

場で活用していただければと考えております。引き続き作業療法士等によります指

導もできますので、是非要望があれば対応していきたいと考えております。 

また、高齢者を限定としたものではありませんが、健康寿命の延伸の実現を目指

し、村民一人ひとりが目標を持つことによって、健康づくりへの習慣と関心を高
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め、健康的な生活習慣の定着を推進することを目的として、本年度から健康づくり

ポイント事業にも取り組むこととしております。村などが行う健診受診や、健康づ

くり事業、健康講座等に参加した場合にポイントを付与し、貯まったポイントを村

内の商店で利用できる商品券に交換できるというようなものです。健康的な生活習

慣の定着と、医療費や介護給付費の削減につながるよう、村民の方々の積極的な参

加をお願いしたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 高齢化社会が急速に加速をしています。この健康寿命の延伸は

喫緊の課題とも言えます。関係機関の連携はもとより、保健師、管理栄養士の役割

は大きいものがあります。本村には４名の専門職である保健師がおり、人口の割に

は充実し、保健師の活動、活躍は欠かせません。今、課長のほうから新たな公民館

での事業とか健康ポイントなどをして健康寿命の延伸を図りたいと言われましたけ

ども、議会のほうにおいても、この今の状況を見て、保健師の頑張りを機会あるご

とにお願いをしている状況でもあります。やはり健康、食事、運動と連携した新た

な取り組みに取り掛かる時に、住民主体といってもそこにおける専門職である保健

師と管理栄養士等の役割というものは、大変重要であると思います。まあ、人です

から、やはり動かすのも苦労されている。人事も絡みますから、ここは村長に今の

保健師の活動状況と今後の健康増進に向かった保健師の役割と頑張りを私たちは期

待したいと思いますが、そこのところをちょっと村長の考えをお聞かせください。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 議員おっしゃるとおり４人の保健師を有しておりますので、で

きるだけ、本来の業務は保健師は現場に出て、住民に寄り添いながらいろんな指導

をしていくというのが本来の業務で、事務は基本的には役場の職員がとるというよ

うなことでありますから、本来の業務に戻るように、そういう指導をしておりまし

て随分と出向くようになっているというふうに感じております。さらに先ほどから

言われておりますとおり、高齢者、多くなりますと、多種多様なやっぱり悩みがあ

るわけでありますから、その悩みにしっかり寄り添えるような、また的確な指導が

できるように健康福祉課長を通じながら、しっかり指導をしていきたいと思ってい

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） よろしくお願いをしていきます。 

４点目、教育施策についてであります。将来を見据えた山江の教育の創造につい

てであります。基本的な学習と生活習慣の形成、そして本村の特徴であるＩＣＴ教
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育との学習融合によって、本村の教育向上は著しいものがあります。特にグローバ

ル化、デジタル化、社会を見据えた情報通信技術、ＩＣＴ教育の実践効果は確かな

ものとして学力向上に表れています。他の市町村では学習成果につながらず、大変

ご苦労されているところもあります。ＩＣＴ教育は１０カ年計画ですが、ＩＣＴ教

育を受けて巣立った子供たちの成長過程の検証や、新たなＩＣＴ教育への取り組

み、また学力向上、身心ともに豊かな教育の展開、人格や大人の背中を学ぶ徳の教

育、地域とともに歩む学校づくりなど、学校教育にしぼった将来の山江の教育の創

造について、教育長の見解を伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えいたします。 

これからの子供たちというのは、グローバル化の進展、それから情報通信技術の

進歩、かつてないスピードでの少子高齢化の進行など、社会の急激な変化の中でた

くましく生き抜いていかなければなりません。そのため教育委員会といたしまして

は、山江村教育大綱というのがございますが、それに基づきまして、未来を開き輝

く人材を育むために、子供たちが主体的、創造的に生きるために、恵まれたこの山

江村の自然や歴史文化の元で、知・徳・体の調和の取れた子どもの育成を目指し

て、教育の振興をただいま図っているところでございます。特に、先ほど申されま

したようにＩＣＴ教育におきましては、ご承知のように今年１月に全国ＩＣＴ教育

首長協議会主催の日本ＩＣＴ教育部会におきまして、最高賞の総務大臣賞を受賞

し、これまでの取り組みの成果が全国的に評価されたというところでございます。

来年度は１０年計画の８年目にあたりますけども、いろいろ政策等も考えておりま

すけども、何しろ今年以上の成果が上がりますように、いろいろＩＣＴ教育の推進

を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

また、来年度からは平成３２年度から始まります小学校英語教育の教科化に向け

た移行措置期間となります。この山江村では、小学校英語教育の教科化を先行実施

いたしたいと考えているところでございます。小学校５・６年生におきましては、

７０時間の授業を行います。授業は小学校の担任の教師がするわけでございますけ

ども、小学校の英語教育においても、より専門性を重視した英語教育を行いたいと

考えておりまして、山江中学校の英語の先生を大体週１回程度、小学校のほうに派

遣いたしまして、小学校の教師と中学校の英語教師が合同で行う授業形態、こうい

うのをとりながら、英語教育の授業をより充実させたいと考えているところでござ

います。さらには生きた英語を身に付けさせたいということもございまして、山江

村ならではの、このＩＣＴ教育の強みを生かしまして、外国とのＷＥＢ会議を行い

ながら、また外国の子供たちとの交流も深めてまいりたいと考えております。さら
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には、現地に出向いて実際の現場で語学研修を行ったり、あるいは県内の大学と連

携をいたしました留学生との交流事業、こういうのを計画をして、外国語によるコ

ミュニケーション能力の育成をさらに図っていければなと考えているところでござ

います。 

また、来年度から教科化されます特別な教科道徳の指導にも力を注ぎまして、子

供たちがよりよく生きていくための基盤となります道徳性の育成にも取り組んでい

きたいと考えております。 

さらに、平成３２年度から始まりますプログラミング教育、これも新しい教科の

一つでございますけども、これにつきましても情報活用能力の基盤となります論理

的思考力を身につける学習活動でございますけども、これにも先行的に取り組んで

いきたいと考えております。 

いろいろ以上申し上げましたように、今後山江村の子供たちの将来をしっかりと

見据えて、成長を見守りながら、従来の教育活動の充実とともに先進的な教育にも

取り組みながら、これからの社会をたくましく生き抜いていく山江村の子供たちの

育成に、積極的に取り組んでいく所存でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 昨年の一般質問で、本村の特徴であるＩＣＴ教育と並んで、英

語教育も力を入れてくださいとお願いしました。まさしくそのことも先行して英語

の授業をやるという取り組みの実践計画もされ、またＩＣＴ、それから英語、人と

して一番大事な道徳教育こういうこともちゃんと見据えておられますから、やはり

教育は百年の計、教育は人なりと言いますけれども、やはり山江の子供が将来の日

本、山江村を担う礎をつくる大切な教育ですので、より一層の取り組みをお願いし

たいというふうに思います。 

道路の安全対策について通告しております。国道４４５号と村道山江錦線が交差

する簑原交差点、ここに横断歩道がありません、国道部分に。この横断歩道の設置

についてであります。国道４４５号と村道山江錦線が交差する蓑原交差点は、交通

量の多い交差点であります。信号機はあるものの、蓑原村営住宅団地から穴見自動

車整備工場を往来する国道４４５号に横断歩道がありません。地区住民の行事や仕

事、回覧、配付など、道路を横断する時、危険な目に遭うこともあるようです。こ

の交差点の横断歩道の設置計画、おそらくここは国道ですから県になると思います

が、この計画について伺います。また、村道部分にかかる横断歩道のラインも薄く

なっているようであります。この対応についても伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 
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○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

まずは、村内の交通安全施設の設置状況についてでございますけれども、道路に

おきます交通安全施設の設置につきましては、毎年本村は、１００万円ほど予算化

をしまして整備を行っているところでございます。また、道路の危険箇所などにつ

きましては、駐在所、球磨地域振興局、建設課、教育委員会、各学校の関係者で毎

年通学路の合同点検を行っておりまして、危険箇所の把握や施設の要望箇所の確認

を行い、村道におきましては要望箇所については、予算の範囲内で整備を行ってい

るところでございます。 

議員ご質問の国道４４５号線の蓑原交差点の横断歩道の設置でございますけれど

も、この箇所におきましても、昨年の通学路の合同点検におきまして、横断歩道の

白線の引き直しの要望があっておりますので、整備につきましてはする方向で計画

をしているところでございます。３０年度におきましても村道山江錦線、これにつ

きましては舗装の整備計画を行っているところでございまして、国道の交差点から

引き続き車道部の舗装補修工事を行いまして、併せまして交差点の村道部の横断歩

道の区画線の引き直しをを行うこととしております。なお、国道４４５号線の横断

歩道の引き直しにつきましては県が管理しておりますので、引き続き、本村としま

しては地域振興局及び警察のほうへ要望を行っていきたいと思っております。 

議員ご指摘の国道の人吉側への横断歩道でございますけれども、この国道につき

ましては、現在歩道がなく、また交差点の人吉側はカーブになっておりますので、

道路交通安全上から危険であるということで、横断歩道の設置については検討が必

要かと思われます。歩道の新設と併せまして、横断歩道の要望も併せて、振興局並

びに警察のほうへ要望を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 地域住民の道路通行安全のため、この横断歩道は県が担当と思

いますので要望していただき、できれば実現できる方向でお願いしたいというふう

に思います。 

次に、公共工事のあり方についてであります。合戦峰地区物産販売所事業の一連

の経緯についてであります。まず、陳情要望書と事業採択についてであります。提

出された陳情要望書が、区長からあがってきたこと。事業が地方創生交付金にかか

わること。観音堂駐車場用地購入と駐車場整備が他の地区の文化財と公平性の面か

ら、関りがあることなどから、議会におきましても慎重に検討、協議し、承認可決

したところであります。しかし、実際には一部の人の陳情要望で、地区住民の事業

に対する共通認識と理解が不十分で、周知徹底がないままに事業採択され、事業が

進んだことに地区住民の期待感と盛り上がりに欠ける要因にもなっています。そこ
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で、陳情要望と村の公共工事として、事業が採択された経緯について伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質問にお答えいたします。 

合戦峰物産販売所の工事一連の経緯についてでございます。陳情要望と事業採択

についてというご質問ですので、陳情要望等につきましては、平成２９年６月議会

でも答弁をしておりますが、平成２７年４月に文化庁によって相良三十三観音巡り

をはじめとする人吉・球磨地域の有形無形文化財が日本遺産に認定されたことを受

けまして、合戦峰観音堂にも春と秋の彼岸に、今まで以上にお客さんが来られてい

るということでございます。以前より駐車場等がなくて、参拝されるお客様の交通

事情が非常に悪いということで、駐車場等があればいいなというような声をいただ

いておりましたが、平成２７年１１月３０日付けで村議会議長宛に、駐車場公衆ト

イレの整備についての要望書が、区長様、区長代理者様から提出をされているとい

うふうに聞いております。その間、議会のほうでも慎重に審議をされまして、当時

の総務常任委員会のほうに付託をされております。その後、平成２８年３月の定例

会において、当時の総務常任委員長が委員長報告の中で、審査の結果、要望は採択

するということを記載されておられます。付帯意見の中では、用地については現在

建設をしておりますけども、そこを含めて、含めてですけど、他の候補地も緩和し

ながら慎重に検討されることを望むというふうに記載をされておりまして、村のほ

うといたしましても、常任委員会の付託意見を尊重し、近隣自治体を含めた用地の

検討を行いましたが、条件が整わずに要望書に記載されていた用地を購入するよう

にということで、平成２８年１１月に開催をされました臨時議会に、用地購入費、

また駐車場の整備の工事請負費、駐車場の測量設計の委託料などを補正予算として

計上させていただいたということでございます。当初、用地を取得し、駐車場等の

整備を行うようにしておりましたけれども、先ほどから出ております地方創生関連

の交付金、これは地方創生の拠点整備交付金といいますけれども、こちらを活用し

て、日本遺産に認定されている史跡等の周辺をハード整備を行いながら、交流人口

の拡大や収益性のある施設を建設しようという動きが、山江村のみでなく、人吉市

球磨郡をはじめとする管内１０市町村の連携で進めていこうという協議が進められ

たため、駐車場整備と併せて観音堂へ参拝される方のおもてなしをするスペースや

清潔なトイレ、特産品等を販売できる物産販売所を建設する計画書の提出を行った

ところ、先駆性があるということで認められまして、交付決定が２９年の２月にな

されているというところでございます。平成２９年３月議会へ補正予算を計上し、

繰り越し事業として今年度駐車場の造成工事、物産販売所の建設工事等を行ってい

るというような状況でございます。 
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以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 確かに行政単独力とすれば、今の事業の趣旨と交付金等でそれ

が当たり前と言いますが、私が心配しているのは、地元住民にそのことは徹底され

ていなかったと。そこに私は地区住民の施設であるのに、なぜ共通認識とこの施設

に対する共有、理解がないのかというのも思いました。私も直に何人かの方に、い

ろんな人に意見を聞きましたけれども、「常会もないし何も説明がなか」っていう

ことを言われます。このことは失礼ですけれどもこの事業ですが、このように地区

住民の事業に対する共通認識と理解が薄いという現状から見ると、一部の人からの

忖度があったのではないかというふうにも考えられます。そこのところはどうでし

ょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） あの、お答えいたします。 

地区住民への説明会は何度か行っておりますので、のちほど企画調整課長から説

明させます。 

この事業についての事の起こりは、もちろん合戦峰の観音さん、要するに三十三

観音の札所に駐車場、トイレがないというので何とかお願いしたい。いわゆる観光

上の問題としてあがってきたのを覚えておりますが、ただ、早々には村としては対

応できない、というのは、何も財源の裏付けがなかった。単独でやるわけにはいか

なかったということであります。したがいまして、この事業は何かの事業に併せて

完成しなくちゃいけないというようなことを思っておりました。当然、そういう要

望書もあがってきておりましたし、先ほど課長が説明した経緯の通りであります。

議会のほうにもお願いをしながら予算を通してもらったというようなことでありま

す。ただ、途中、この駐車場整備する折に、駐車場整備工事をする折に、反対の意

見が私の耳に届いたわけです、反対の意見が。したがいまして、その時、もう一回

じゃあ地域に返せと言いました、私、返せと。地域が本当に望まない事業であれ

ば、この事業はもうやめると言っております。地域に返して区長を中心として、話

し合いが行われて、総意としてこの事業をやってくれということを区長から聞いて

おります。したがいまして、この事業をじゃあ予定通り実行しようというふうに決

断をしたわけであります。先ほどから申し上げてますとおり、用地交渉もそうです

けれども、地域が望まないという事業は、やっても全く意味をなさない。またそう

いう事業をやっても、地域から求められない事業ということであれば意味を成しま

せんので、その折に反対があって、それが総意であるとすればこの事業はやりませ

ん、引くぞというようなことを申して、もう一回地域に返した。再度地域からやっ
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てくれという要望があって着手したということでありますので、誤解なきようお願

いしたいと思います。その説明会が何らされてないというような話でもありました

が、その説明会は何度かやっておりますので、その付近につきましては課長のほう

から説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今、このことをなぜお聞かせするかというと、やはり地区の人

々の心のよりどころとして、大切に守っているこの観音堂が、ここに変わること

が、今村長が言われましたように地元住民の総意ともいうべき共通認識に欠けてい

るからであります。このことから、やはり私は一部の人による陳情要望が先行した

と、ちゃんと常会等開いて、このような事業のことを説明しておけば、私はスムー

ズにいったと思うんですけれども、そこのところを懸念したから今村長にお尋ねを

いたしました。やはり地元からの要望ならば、主役は地元住民であります。そのた

めの公共工事であります。やはり事業の当初に、地元からの陳情要望を受け、事業

計画や構想を練り上げ、次に実施計画として設計をして、予算を計上し、説明会を

行い、計画に基づき具体化して建設をするというのが、本来の公共工事の流れでは

なかろうかと私は考えます。今回の事業は、建設ありきで進めた結果、地元住民と

の共通認識や情報の共有化が欠如し、行政対応が後手になったと考えられます。昨

年の６月議会でそういうことがあったもんですから、地元住民にその状況を鑑み、

是非地元へしっかりと説明をしてくださいといった一般質問をいたしました。実際

に地元説明会をされ、住民の事業に対する意見、思いを聞かれたと思いますが、そ

このところは担当課長しか分かりませんので、担当課長から説明をお願いいたしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

まず、住民説明会ですけれども、計３回開催させていただいております。そのほ

か近隣住民の方と、公式というか公の公民館とかじゃなく、現場等の立ち合いでは

複数回行っているというところでございます。 

まず、用地取得後、地区役員の方々へ事業概要の説明を行ったというところでご

ざいます。その後、村政懇談会、５月に開催を第１区のほうではいたしましたけれ

ども、説明会をやってくれというようなことをいただきました。当然やる予定でご

ざいましたので実施をしますということでお答えをしております。その後、６月議

会でも横谷議員のほうから地元の説明をしとったほうがいいんじゃなかろうかとい

うご提言もいただいておりました。その前に、日程のほうを決めておりましたの

で、議会終了後に第１回目の説明会を行ったというところでございます。すべての
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地域住民の方が事業の概要を知ってらっしゃたわけでは確かにございませんでした

ので、そのような方から、「どのような工事をするのか」とか、「説明がなく事前に

造成工事のほうが始まってるけど」と、「騒音対策とか安全対策はなされてないん

じゃないだろうか」というような厳しいご意見もいただきましたけれども、一つひ

とつお答えをしながら、当時造成工事を行っておりました施工業者に対しては、安

全徹底を図ったというところで、その後苦情はなかったというところでございま

す。 

また、２回目の説明会では、またあとの質問にも出てくるかもしれませんが、設

計を行う事業者のほうとも一緒に出向きまして、模型を使った完成図などを見せな

がら、ビジョンについてご説明をしたというところでございます。また８月には日

本遺産シンポジウムを開催いたしまして、今回、設計管理を行っている世界的にも

有名なデザイナーの方による講演会等も行いながら、意見交換会を行いまして、地

区住民の方の参加も多数ありましたので、物産販売所の設置の意義について理解が

深まったのではないかなというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） せっかくの地元の活性化、地元の発展するよりどころの観音堂

でありますので、本当に日本遺産でもありますし、住民の皆さんが本当に気持ちよ

くこの施設ができて、喜ばれればいいなというふうには思っています。 

次に完成予想図が、地元も説明会があったと思いますけれども、議会にも配付さ

れました。マスコミ等へも配付されました。その完成予想図はこれですね、皆さん

に完成予想図の展望写真付きのこれが配られました。このとおりできるのかなと思

っていましたけれども、予算の都合上、変更しなければならないということがござ

いました。やはりこのことについては、いっぺん公表したあと、基本的にはよっぽ

どの事由がない限り、このような変更があるということは基本的に軽率なことでも

ございます。このいっぺん住民に説明しておいて、また設計変更がなきゃできませ

んといった説明会をされたと聞いておりますが、その時の状況も聞かせてくださ

い。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

地区住民の方への説明会やシンポジウムでの未来完成予想図（模型図付）につき

ましては、いろいろなコンセプトがあって説明をされたと思いますけども、時間の

都合上割愛させていただきます。 

いよいよ工事を発注しなければならない時期にきたというところで、設計会社の
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ほうと随時打ち合わせを行っておりました。私たちも当然、展望所付きの物産販売

所ができるものだというふうに期待しておりましたが、なかなか本設計が上がって

こないということで協議のほうをさせていただいておりましたところ、どうしても

資材の高騰等によって積算額が膨れ上がって、工事費用を増額しないと展望所付き

の物産販売所ができないというようなご意見をいただいたところです。私たちとい

たしましては、ある程度の概算の建設費用のほうを申し上げしたところでの設計を

お願いしていたところですので、そういうことはできないということを再三申し入

れましたけれども、どうしてもできないということでございました。この間、村長

とも協議をいたしまして、やはり地元の意見が大事であるというところで３回目の

説明会をさせていただきました。地元の方からは、やはりもう秋のお彼岸の時に、

「次来られる時には展望所付きの立派な販売所ができてるから、また来て下さい

ね」ということを言われた方もいらっしゃいますし、「せっかく期待していたの

に、話が違うんじゃなかろうか」というような厳しいご意見もいただきましたが、

最終的にはおもてなしができる施設や駐車場、トイレの整備が優先であるといった

ご意見が多数を占めましたので、概ね、全体的なということではないかもしれませ

んが、展望所がない物産販売所の建設を地元としても了承していただいたというふ

うに理解をしているところでございます。 

今回のような公表後の計画変更は、地域住民をはじめ、多くの関係者の方々にご

迷惑と不信感を与えたと感じておりますので、担当課の責任者といたしましても深

くお詫びを申し上げる次第でございます。 

現在、物産販売所等の建設を行っておりますが、今回の件を糧にいたしまして、

地域住民の方々と連携をとり、よりよい施設の運営に努めていきたいというふうに

考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） いよいよ、間もなくですね、今工事中でございますから、完成

をいたします。要は今後であります。完成後の施設活用によるコミュニティと地域

活性化づくりであります。今議会へ施設の管理に関する条例が提案されています。

また、管理委託料も計上されています。完成後の施設活用など、地区住民のコミュ

ニティ、活性化づくりについては、どのように考えておられるのか伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

議員が申されましたとおり、今定例会において、物産販売所の設置及び管理に関

する条例、及び平成３０年度の当初予算におきまして、管理委託料並びに施設の光
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熱費等を計上させていただいております。予算条例承認後は、本格的な運営等につ

いての協議を行っていくわけでございますけれども、管理のほうは設置条例等にも

謳ってありますとおり、地元のほうにお願いしてからというふうに考えておりま

す。施設開始後の運用は、施設運営や特産品等の販売を通じて、地域におけるきず

なを深めていただくとともに、春秋のお彼岸をはじめ、合戦峰観音堂への参拝客を

もてなす施設、いただく拠点として有効活用していただければと思います。 

また、村で計画を進めている観光交流促進事業の拠点都市、観光コースの設定や

フットパスでの活用はじめ、日本遺産を活用した広域的な観光推進事業を郡市一体

で進めていくという計画もございますので、そちらのほうでも集客できるとして、

外部から人を呼び込める施設というふうに活用していただければと思います。地域

のコミュニティの形成の拠点の場として活用していただければ幸いかと思います。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 合戦峰観音堂は、日本遺産の後世施設として、この歴史は何

年、何十年も変わりません。人吉・球磨の歴史文化遺産である相良三十三観音巡り

の重要な休憩所拠点として、この物産販売所が生かされること。また一般住民の日

頃の利用により、合戦峰地区住民に元気を与え、地域が発展、活性化する施設にな

ることを期待したいというふうに思います。 

また、各行政、各課局におかれては、いろいろな施設建設の公共工事に係わり担

当される場合があります。今回の合戦峰地区物産販売所工事の一連の経緯をよく顧

みて、今後の公共工事のあり方としての研鑽の一助としていただくよう、お願いを

いたします。 

最後の質問であります。年４回の定例議会の、一般質問の執行部での受け止め方

についてであります。個々の議員から受けた一般質問について、その場で執行部か

ら答弁で解決できるもの、課題や検討を要するもの、予算を要するものなどがあり

ます。その場の答弁で解決しない質問事項は、先送りになって、どうなっているか

状況を今のところつかめないような状況になっています。この一般質問事項の検討

状況や進捗をどのように整理されているか。また今後、この検討状況や進捗を明確

に整理する考えはないか伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 一般質問についての対応でございます。各議員からいただ

いております一般質問につきましては、住民を代表してのご質問だろうということ

で、大変重く受け止めているところでございます。この質問につきましては、議事

録にも残っております。また、担当課におきまして、日頃業務の中で継続して検討
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いたしております。すべての事業が要望通り実施できるわけではございませんけれ

ども、先ほど申されましたように予算が伴うもの、こういうものにつきましては補

助金とか交付金に該当するものがないか、常に財源の確保を含めて検討いたしてお

りますし、また国の補正予算、また新たな制度に該当するものがないか、そういっ

たものを日頃から研究しておりまして、そういったものがあった場合には、すぐ申

請できるようにということで、村長から指示を受けているところでございます。ま

た条例や規則等、指摘のあった点などにつきましては、他の法律等と整合性を図り

ながら、条例改正、制定などを行っておりまして、今議会におきましても、過去の

一般質問でいただきましたご意見を基に条例の改正や、新しい条例の策定を提案い

たしておるところでございます。 

今後につきましても、そういったことで継続してご質問のあったものにつきまし

ては、役場全体で検討してまいりたいと思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） これで、一般質問を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。 

ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、再開時刻を２時３０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時１７分 

再開 午後２時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に８番、中竹耕一郎議員より、１、事業の成果と今後期待されることについ

て、高齢者対策について、基金の運用について、地域づくり研究所の今後について

ほか、通告がでております。 

中竹耕一郎議員の質問を許します。８番、中竹耕一郎議員。 

 

中竹耕一郎君の一般質問 

 

○８番（中竹耕一郎君） ８番議員、中竹です。本日の一般質問の最後になりました。

議長のお許しを得ましたので、通告に従いまして質問を行わさせていただきます。

質問事項につきましては、主に住民の声から拾った事柄にポイントを当てて、所見

を伺いたいと思います。 
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質問の趣旨を、事業の成果と今後期待されることとしておりますが、先ほどから

も多岐にわたって答弁されておられますので、言わば２番煎じ、３番煎じになりま

すので、かいつまんで簡潔にお答えいただければなというふうに思います。途中省

く面もありますので、大変申し訳ありませんが、執行部において張り切って資料を

収集等準備されたと思うんですが、重複する場面もありますので、その辺について

はあしからず、省略をさせていただきたいと思います。 

今日まで各種事業に取り組まれた事業の成果については、各種の報道とかチラシ

などで理解をしているところであります。しかしながら一方、さまざまな課題も出

てきてるんではなかろうかというふうに思っております。答弁にあたっては、平成

３０年度取り組みを間近にしまして、今後、持続社会可能な社会に向けて、行政施

策をどのように実現していくのか。そしてまたどのような村の青写真を描くのか、

そのような観点を含めてご答弁いただきたいというふうに思います。 

今、国のほうも国会の時期騒がしい時でありますが、国の予算も平成３０年度で

は９７兆７,１２８億円というような数字が出ております。中身については、もう

皆さん御存じだと思うんですが、地方交付税、我々地方にとりまして一番重要な地

方交付税については、３％の減額というようなことで見込んであります。本村の単

独税収につきましては６％、６.７％ですから、概算しますと２億円そこそこであ

ります。この地方交付税交付金については、地方が生き延びるためにはなくてはな

らない財源でありまして、産業基盤の弱い地方にとって命の綱でもあります。これ

を削減されると、それこそ安心な生活の保障は吹っ飛んでしまうわけであります。

度重なる自然災害も多いわけですが、国も地方も大変厳しい状況になることはまず

間違いはないわけであります。今まで事業をですね、今まではあれもこれもという

ふうなことで対処をされていたんですが、今後はあれかこれかというふうな選択を

せざるを得ないんじゃないかなというふうに思います。限られた財源の中で、いわ

ゆる一番タイムリーな事業の採用というか、優先度を考慮したバランスの取れた仕

事が大変より重要になってくるんではないかなというふうに思います。 

そういうことを含めて、早速質問に入りたいと思いますが、もうお答えいただい

た分も相当、４人の議員の方がお尋ねになりましたので、答えも、特別に補足する

ところは簡潔にお願いをしたいと思います。 

まず最初に、地域おこし協力隊について質問がありましたが、どうのこうのじゃ

なくて、村として地域おこし協力隊にはどの分野で期待をしていくのか。そして、

どのへんが効果的なのか、まずミスマッチも多分あると思うんですが、その辺、何

か特にこれを期待したということがあれば、お考えを簡潔にお答えいただきたいと

思います。 
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○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、中竹議員のご質問にお答えいたします。 

地域おこし協力隊はどうするのかということでございますけれども、先ほど立道

議員のご質問でも、制度の概要等について答弁させていただいておりますので、省

略をさせていただきたいと思いますけれども、村として期待するという場面でござ

います。村といたしましては、やはり都市部からの移住定住が期待をできるととも

に、外から見た山江村をどう活性化させていくかといった斬新な発想が期待できる

という点もあろうかと思います。先ほども答弁で申し上げましたけれども、もちろ

ん観光交流分野で活躍されている隊員の方が、全国的にも多いわけでございますけ

れども、村の課題に沿った医療でありますとか福祉、教育、農林業の振興、そうい

ったところでもやる気のある隊員の方は、活躍をされておられる自治体等もありま

すので、今議会で予算等を提案させてもらっておりますので、承認いただいたあと

は、各課局横断的に募集について協議を行いながら、積極的な隊の採用に向けて取

り組んでいきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 確かによそからの風を入れるということは、非常に大事なこ

とだろうと思います。そこらの風を入れることによって、地域がより元気が出てく

るということもあるわけですので、是非、考えている人がうまく採用できればいい

なということで期待をするものであります。 

次に、法人設立と農林業研修生の受け入れについてお尋ねをしたいと思います。

昨年、関係者の努力によりまして農業法人万江の里がめでたく設立をされたところ

であります。今後の農地農業を守っていくための、非常にこう、約束手形みたいな

ものでありまして、しっかりした歩みで、万江地区の田園風景が輝く、豊かに輝く

ように、啓発支援を望むものであります。昨年６月に発足したばかりでありまし

て、順次進められておりますが、一人歩きできるまでにはどうしても時間が必要で

す。今後の農業農村のスタイルを確立させるための大事な一つの試みでもあるわけ

です。ですから、失敗は許されないわけであります。是非、物心両面ですね、指導

助言、支援を願いたいというふうに考えています。 

一方、先ほどの答弁の中で、山田地区にも近いうちに計画されるというふうなこ

とでありますが、一つ気になることは、やっぱり高齢化によって農業法人を設立し

なければならないというような状況です。耕作放棄地を解消するわけですので、今

後、後継者、働き手が不足するのではないかというような懸念があるわけです。で

あれば、この際、外部からの研修生、その地域おこし協力隊でなくてもいいですの
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で、その辺を、研修生を受け入れて新しい展開を図る、このような制度、適切な制

度があるのかまずお尋ねしたいと思います。外国人の研修生の受け入れもあるんで

すが、これはさまざま多くの問題も今まで発生しておりますので、なかなか難しい

面もありますが、さしあたって、当面は国内からの研修生の受け入れをして、活性

化を図っていくような意向はないのか、その辺をお尋ねをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 農業の農林業に対します研修生の受け入れについてと

いうことでございます。いい制度がないかということでありますけど、農業に対し

ましては、企業が研修生を受け入れるということに対しまして国の支援はあるとい

うことでございますが、自治体自体が受け入れるための国の支援は今のところない

ということであります。ただし、ほかの市町村でも、先ほど言われました地域おこ

し協力隊として、農林業の研修生を受け入れているという市町村もあるというふう

に聞いております。ですから、これによりまして熱意のある研修生を長期間、農家

や林家の方々の元で研修を受けることによりまして、農林業の知識や技術、そして

経営のノウハウを学びながら働き、地域との交流によりまして、定住及び就農に結

び付く可能性もあるということであります。これに対しましては、受け入れてくだ

さる企業や、農業林業の方々の理解と協力が必要ですので、この農業の農林業の研

修生の受け入れにつきましては、今後の課題として検討させていただきたいという

ふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今の一極集中で東京のほうに向かっている若者もおるんです

が、一方、地方に顔を向けている若者も相当いるらしいですので、是非そういう機

会があればチャレンジをしていただきたいなということを考えます。 

次に、これは後あと基金のことでまたお話をしたいというふうに思っております

が、今、万江の里では、管理センター近くにハウスを建設してございます。伺いま

すと、法人もかなり負担をしなければならないと、相当金もかかるというような話

を聞きました。農家にとって農業を再建、維持するということは、非常に大変なこ

とだろうというふうに思います。球磨郡内でもですね、どこということは言えませ

んが、受益者が負担１割で各種制度事業を採択して支援しているところもあるよう

です。農林業の基盤を整備するという観点から、今後のその辺の方針は、もちろん

自立ということが基本にあるわけですが、今後の村としての方針をお尋ねをしたい

と思います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 今後、農業を維持するために必要な基盤の整備という
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ことでございます。先ほど議員申されましたハウス建設に対しまして、ほかの町村

では１割負担でいいというふうなことがあるというふうに質問されましたけれど

も、この１割負担といいますのは、本村も農林業の振興及び所得の向上たるに、な

るべく生産者の負担がないようにさまざまな支援をしているところではございます

けれども、この１割負担というのは、多分、国県の補助事業を利用して、それに市

町村がかさ上げしているんではないかなというふうにも思っております。ハウスの

施設の栽培に対します整備補助に対します補助金は、新規作物は補助をするという

ふうな制度を設けておりますけども、この件につきましては、国県の補助事業を利

用したほうが有効活用ですので、いろいろな採択、要件もあるとは思いますけど

も、近隣市町村の補助事業をちょっと調査しまして、今後の検討課題とさせていた

だきたいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 冒頭申し上げましたとおり大事な試みです、この農業法人設

立というのはですね。ですから、是非、手厚い支援をしていただければなというこ

とをお願いしたいと思います。 

次に、働く場、働く機関の確保ということで質問しておりますが、この点につい

てはもう既にお答えがありましたので、省略をさせていただきます。 

次に、高齢者対策関係ですが、これはある高齢者の話からなんですが、先般から

便利になりましたまるおか号の話なんです。本人たちも活用をされているんです

が、いまいち運行時間の設定等、何かいい方法はないかなという要望もありまし

た。これはいろいろそれぞれ個人的に足で行くということはなかなか難しいわけで

すが、主に買い物しに出かけて行っても、なかなか運行時間の設定の関係で待ち時

間が多いとか、寒い時には大変だなというような、そういうご意見もあるわけで

す。ですから、先ほど答弁がありましたように、逐一見直しをしていくということ

でもありますので、是非、この辺の見直しをされる場合にお願いしたいと思いま

す。併せて、ドアツードア方式で当初からかなり便利になってきているとは思うん

ですが、これは山江村独自で進めるわけにはいきません。公共交通活性化協議会と

いう組織もありますので、その協議をしなければならない難しい面もあるわけです

が、場所を、停車場所を増やしてもらったんですが、今、人吉スターレーンまで行

きますが、その向こうまでは行けないので、ちょっと不便だなという要望もあるわ

けです。その辺の今後見直される計画はありますでしょうか。お尋ねをいたしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） まるおか号につきましては、先ほどから福祉政策でも説明
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をしたところでありますけれども、今回取り組みました改正によりまして、人吉市

内での停留所も増やしましたし、運行時間帯についても午後の便に空白の時間がご

ざいましたので、そのあたり便数を増やしております。一応、平成２９年度にかけ

ましてアンケート調査と地元の説明会等をやっております。１０月１日から新しい

運行体系で運行したわけでございます。私たちも実際夕方の便で人吉市内まで出か

けてみました。その時は利用者がかなり多くて、市内を大きく回ったということ

で、予定の時間より少し遅れたようなことがございました。こういったこともござ

いますので、運行時間帯等も少しやはり利用される方の立場に立って考えるという

ことが非常に大切じゃないかなということを痛感したところでございます。 

また、路線の延長ですけれども、本年度大幅なダイヤの改正とか停留所の増設を

行っております。公共交通会議とか運輸局の許可を受けなければなりません。一

応、改正後すぐに路線の延長というのが可能かといいますと、やはり一年、二年ぐ

らいかけてこの改正をやっておりますので、今後延長が必要であるというふうな認

識もございますので、そこのところは時間をかけてでも検討を行っていきたいとい

うふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） すぐすぐに解決できるということではないでしょうから、徐

々に検討を重ねられてダイヤの改正、それから運行体制をつくり上げていただけれ

ばというふうに思います。 

それから、いつでしたか、ＩＣＴを活用したそういった情報ツールを使って、ア

プリを開発して、買い物支援の手助けをすると、支援をするというような話もちょ

っと聞いたような、覚えておりますが、その辺はその後どういうふうになったんで

しょうかね。いかがですか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、お答えいたします。 

イメージとしてはスマホやＰＣ、タブレット等、ＩＣＴ機器を使って自宅から商

品を注文して、発注されて、それが自宅に届くというようなシステムというか仕組

みをつくっていこうということで考えておりますが、なかなかどのようなツール

で、またどんな媒体を使うのかとか、どこがそれを実施していくのか、事業実施に

伴う予算の確保はどれぐらい必要なのかということで、今まだ課題がたくさん残っ

ている状況であります。今、研究所を一緒に情報戦略の計画とすり合わせながら検

討をしている段階ですが、そういった課題を一つひとつつぶしながら、今後検討を

進めて、何か方向性を見つけられればということで今考えているところでございま
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す。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 今の件でありますけれども、先ほど説明が足りなかったかもし

れませんけれども、現在、万江地区の１５区と１６区をモデル的に買い物支援をや

っているところです。ただ、それは実証事業としてペーパーベースでやっていま

す、紙ベースでですね。どれぐらいの方がどういう物を必要とされてて、どれぐら

いの活用があるかというようなことをやっているところですけれども、また、あと

１４区、１３区等々に広げていきながら、本当にニーズが高いということであれば

アプリ等を開発して、アプリ等で将来はですね、これもモデル的にやる必要もある

と思いますけれども、高齢者でも分かりやすく注文できるような仕組みを考えてい

きたいという、その前段の部分で、ペーパーベースでやっているということであり

ますので、ご了解いただきたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） そういうふうにいろんな資料、積み重ね、資料を収集したり

して、積み重ねられて、これが実現すれば、しばらくの間、要するに高齢社会にな

るわけですので、公共交通の整備、それからこういった買い物支援等が順調にでき

れば、非常に素晴らしい高齢化社会の対応じゃないかなというふうに思います。是

非ご努力をお願いしたいと思います。 

次に、学童保育と病児・病後児保育についてお尋ねをいたします。まず、この現

状、簡単に教えていただければと思います、利用状況等は。お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

まず、学童保育事業につきましてですが、学童保育につきましては、章鹿倉学童

クラブが２６名、それから山江保育園学童クラブが４０名、それから万江学童クラ

ブが１９名となっております。こちらにつきましては、登録の人数でございますの

で、常時この方々が利用されているというわけではございません。 

それから、病児・病後児保育につきましては、すみません。２８年度の数値しか

ございませんが、２８年度は山江村では延べ人数で２６名、実人数は４名となって

おります。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 学童が村内、登録を含めて８５名ということでありますが、

この学童保育は小学校３年生まで利用できるというふうに聞いておりますが、期限

は決まっているんでしょうか。もしも決まっているんであれば、４年生になればも
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ちろん自由です。帰る子供、それから部活動がなくなるということで、総合型地域

スポーツクラブに入るとか自由であるわけですが、そこで、わいわいクリスポ山江

ですかね、この総合型スポーツクラブ自体どのようなものなのか、概略、簡潔にご

答弁をいただきたいというふうに思います。まず、３年まで利用できるかどうかの

期限。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、学童保育の年齢制限についてですけれど

も、お答えいたします。放課後児童健全育成事業、いわゆる学童保育事業につきま

しては、児童福祉法第３条の３第２項に規定されておりまして、平成２４年の法改

正によりまして、概ね１０歳未満から小学校に就学している児童、小学校６年生ま

でに引き上げてられております。本村の学童保育事業におきましても、小学校６年

生まで受け入れを行っておりますが、定員の関係もありますので、低学年を優先に

して受け入れを行っている状況です。また、小学校高学年になりますと、部活や習

い事などで利用者数が減っていくという現象にあります。４年生以上の登録数につ

きましては、山江保育園学童クラブが１６人、万江学童クラブが９人となっており

ます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

わいわいクリスポ山江についてのご質問でございます。これにつきましては、小

学校運動部活動の社会体育移行の内容も含めて答弁させていただきます。県の基本

方針に基づきまして、小学校の運動部活動は社会体育に移行するということで、平

成３０年度までに移行しなければならないという方針ですが、それを受けまして、

本村は準備委員会を設置しまして、各クラブを立ち上げ、そして移行後の受け皿と

してこの総合型地域スポーツクラブわいわいクリスポ山江が運営するということで

準備を進め、３０年度から行うということになっております。クラブにつきまして

は、現在行っておりますバドミントン、サッカー、剣道、空手などに加えまして、

野球、バレーボール、女子ソフトボール、陸上競技、そして総合運動クラブという

９つのクラブで組織することとしております。この時間帯につきましても、８つの

クラブは夜間の練習、午後６時、または午後７時からの夜間の練習。それから総合

運動クラブにつきましては、これは競技力向上よりも、どちらかと言いますと運動

の楽しさや喜びを味わうようなスポーツ活動ということでございまして、放課後の

時間帯を活用しまして、山田地区、万江地区、それぞれ毎週２回、大体１時間３０

分程度活動を行うこととしております。現在、入会を募集中でございまして、基
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本、この総合運動クラブを除きまして原則一人１クラブに入っていただくというよ

うなことでございます。この対象年齢につきましては、原則４年生以上を対象とし

ているクラブがありますが、中には小学校１年生から入部できるクラブもございま

す。詳しいことにつきましては、このパンフレットがございますが、これに記載し

てございますので、是非ご覧いただければというふうに思っております。このわい

わいクリスポ山江は、地域の子供から高齢者まで、幅広くスポーツを行うことを目

的といたしますクラブでございます。小学生に限らず中学生、高校生、一般の方も

是非入会していただきまして、スポーツを楽しんでいただければというふうに考え

ております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） ありがとうございました。学童については低学年ということ

で、概ね実際今のようなことでありますが、受け入れ態勢のこともありますので現

況では小学３年生までというふうなことだろうという確認をしたところです。 

次に、その社会体育については、移行がもう平成３０年度ということですから、

学童に行かない子どもが運動クラブに入って、総合運動クラブに入ってくるという

ような仕組みになるんだろうと思います。今回発足して、今年度で移行を終えるわ

けですね。ですから、学童クラブというよりも総合運動クラブのほうに入って、こ

ちらのほうが規模として大きくなればいいなというふうに考えているところであり

ます。 

それから、先ほど健康福祉課長はですね、病児保育は２６名ですか、延べ人数２

６名、利用者が４名ということでありますが、本年は非常に昨年の末から、非常に

インフルエンザが流行しましたですね。過去最高の受診患者数２８３万人であった

とかいうふうに聞いておりますが、幸い本村では臨時休校というのは免れたわけで

すが、保育園それから小中学校、一般含めてですね、インフルエンザに罹られた全

体の状況って分かりますか。概略で結構ですが。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

インフルエンザの感染状況ですが、村内保育園につきましては、章鹿倉保育園が

２２名、山江保育園が２名、万江保育園が３名の計２７名で、いずれもインフルエ

ンザに罹患した実人数となります。全体の約１４.５％です。次に小中学校です

が、山田小学校が５０名、万江小学校が２０名、山江中学校が１８名の計８８名

で、小学校が２８.５％、中学校が１４.６％となっております。一般の方につきま

しては、保健所から公表されておる資料のほうが１週間ごとの、１定点当たり患者
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数ということで、山江村の数字は出ておりませんので、一般の方の罹患者数につき

ましては把握はできておりません。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 学校、保育園が１４.５％、小中学校、大体平均しますと１

７、８％、インフルエンザに罹っている子どもが出たわけですが、学校とか公共施

設、庁舎とか公共施設含めて、何か予防策を取られたんでしょうか。空気感染を防

ぐというために次亜塩素酸の噴霧とか予防キットの活用などもされたところもあり

ますが、学校の教育法では、インフルエンザに罹ると保育園もそうですが、それに

準じてやるわけですが、登校禁止、登園禁止ということになるんですが、その辺の

止められた子供たちの病児保育、病後児保育の活用はできるものなんですか。その

２点をお尋ねをしたいと思います。予防策とあとの対応は。 

○村長（内山慶治君） 学校ですか。 

○８番（中竹耕一郎君） はい。学校ではいかがでしょうか。保育園でも。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、公共施設での感染防止対策についてです

が、役場庁舎におきましては室内空間用ウイルス除菌除去剤とアルコールスプレー

を各課のカウンターに設置し、職員に対しましては手洗いや消毒、マスクの装着、

受話器等の消毒の徹底を呼び掛けております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

小中学校の予防対策ということでございますけれども、手洗いの励行、それから

各学級へのアルコール消毒薬の設置、マスクの常時着用、それから毎時間ごとの教

室の換気。中学校につきましては、教室での加湿器の使用、それから保健だよりで

の家庭への周知などを行ったところでございます。 

○村長（内山慶治君） 学校教育法で登園、登校が止められるが。止められて、病児保

育は。じゃあ、健康福祉課長。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、病児・病後児保育の利用についてであり

ますが、インフルエンザによります利用につきましては、実施機関のほうに確認を

したところ、感染予防ができる病気に限り受け入れられるということでありまし

た。予防感染の拡大を防ぐことができるＡ型につきましては受け入れ可能でありま

すが、Ｂ型につきましては利用ができないということでございました。 
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以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） なかなか難しいことだと思うんですよね。病児保育、インフ

ルエンザの場合は、病気にかかった子ども達を保育するというのは非常に難しいわ

けですが、この病児保育制度、それから病後児の保育の制度、この辺についてもう

少し、なんかこう、子ども支援という立場からうまくできないかなということを考

えるんですが、今後の検討材料としていただきたいなというふうに思います。 

次に、通告しておりますが、あえて、ほとんど答えをいただいているんで非常に

聞きにくいんですが、通告しております関係で基金の運用について所見を伺いたい

と思います。なかなか数値を申し上げましても分かりにくいので、全体の基金の、

山江村の基金の状況をあげているんです。これは国保財政とか国保の基金とか、介

護制度、こういうのは入っておりませんけれども、一応これは２８年度の状況で

す。２９年度末で増減があるわけですが、平成２８年度末でいきますと、ちょうど

２３億ですかね、２３億。２３億１,９４１万５,０００円ということになっておる

わけです。よく分かるようにパネルを準備したんですが、今議会ですね、条例改正

で土地開発基金の廃止、それから国保財政調整基金の条例の一部改正とか提案され

ておりますが、現在のところは会計管理者のほうで健全な、適切な管理がなされて

いるところでありますが、この基金の、今国の方では、ここでは関係ないんです

が、財政調整基金１０億ぐらい山江に残っているわけですが、貯めすぎたら交付税

としてそれを吐き出させようというような国の議論があるわけですが、その辺の情

報についてお尋ねをしたいと思います。どういうふうになっていくのかですね。お

そらく貯めすぎた実際の財政調整基金を狙い撃ちして吐き出せる予定なんでしょう

けど、その辺分かっていれば教えていただきたいなというふうに思います。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 基金についてでございます。基金につきましては、先ほど

から議員申されておりますとおりでございまして、２８年度末で約２３億円ほどご

ざいます。国の財政、非常に厳しいということでございました。そのとおりでござ

いまして、国のほうは借金をしていると、一方で地方のほうは基金をため込んでい

ると。こういったところが国のほうが基金に目を付けておりまして、全ての基金に

ついて調査がなされております。財政調整基金というのは、字のごとく財政を調整

するためのものでございまして、ほかの基金につきましては目的金といいまして、

何をするからこのために使うがために基金を積み立てておるというような目的がご

ざいます。こういったものにはあまり言わないわけでございますけれども、この自

由になるお金がいっぱいあるのに、国は借金をしているという状況で、交付税が先
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ほど申されましたように３％以上減らされてきておるというような状況でございま

す。やはり地方にとっては地方交付税というのは非常に重要な財源でございまし

て、自主財源の乏しい私どものような村にとっては、非常に減らされるというのは

大変困る状況でございます。こういったところで、ため込んでいる基金を地方交付

税を減らすことによって吐き出させようと。その分、国の負担を軽減しようという

ふうな考えじゃないかなというふうに考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） その辺については、中央にしょっちゅう行かれる村長のほう

から詳しいので、村長の所見を伺いたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 財務省内で、実は麻生大臣もその気でおられるようであります

けれども、要するに本当に国の財政、借金もどんどん膨らんでいく、社会保障費も

膨らんでいくというような中において、市町村の財政の状況を見た場合、基金がま

だまだ十分残っているじゃないかというような議論があっているようでありまし

て、その分は当然、吐き出させようというか、それは当然その当初予算に充当して

いかれる。その多額な基金というのはどれぐらいか分かりませんけれども、という

ような傾向になるというのはそうです。いわゆる財政調整基金、何にでも使われる

ような基金について、ターゲットが絞られている。というのと同時に、先ほど総務

課長が申しましたとおり、ほかの基金の残高についても財務省は調査をしてきたと

いうことでありました。ただ、私たち、地方から言いますと、お金が余ったからど

んどん基金をしてきたんだということではなくて、今年の予算もそうですけれど

も、そうですし、先ほど財政についての一般質問もありましたとおり、絞りに絞っ

てやっぱり知恵を出して、その事業も、やりたい事業もやらずに頑張って、できる

だけ残していく。残した分は、一時万事の時に、どこで今の時代、想定外の災害が

この山江村に降りかかるか分かりませんし、そうなった場合のお金として、基金を

しっかり取っておく、臨時的なものとして取っておくということは必要なことであ

ります。したがいまして、安易に財政調整基金が各自治体に残っているから、交付

税を引き落とすということは、それぞれの自治体の苦労を無にすることになるんだ

というような議論を我々しておりまして、実は先般、道路の関係で要望活動に行き

ました折に、財務省に木原稔熊本出身の衆議院議員は、財務副大臣をされておりま

すから、副大臣にもお会いしながらその付近の要望はしたところであります。た

だ、その副大臣の答えというのがですね、やはり財務省よりの答えでございまし

た。ただ、これは我々人吉・球磨の関係１０市町村のみならず、地方が持っており

ます１,７４１の自治体に係わることでありますから、当然その付近の議論といい
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ますか、要望活動を全体で起こしていく必要があろうかと思っておりますし、熊本

県町村会、また全国町村会あたりの要望案件として、その件をしっかり動いていく

必要があるということを考えております。同じように、全国の議員のほうの会も動

きをされると思いますが、どうぞよろしくお願いを申し上げたいと思うところでご

ざいます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 確かにですね、この財政調基金というのは、いわば我々にす

れば、キャッシュカードみたいなもんで、いつでも自由に不足したときに使えると

いうように、使い勝手がいい資金でもあるわけです。確かに、臨時財政特例債を借

りて貯めたという経緯はあるんですけれども、やっぱり地方にとってやっぱりそれ

は残しとかないと、もし何かあったときに金がないんだというふうなことに陥りま

すので、あとあと事業に支障を来すわけですので、是非この辺は死守して、残して

使い勝手がいいように活用したいなというふうに、お願いしたいというふうに思い

ます。 

次になんですが、この赤の線を入れておりますが、村有施設の整備基金、これは

２,５００万、２８年度集計なんですが、これは村有施設の利用、修理、いろんな

ことで整備をしていこうというような基金なんですが、この２,５００万円という

のは、どの施設をいつまでに、どのように改修するというような計画が積み上げて

こういう２,５００万円になっとるわけですかね。答弁をお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 村有施設整備基金でございますけれども、これにつきまし

ては、村が持っております施設に対しては少し少ないような金額ではあると思いま

す。温泉センター等も抱えておりまして、そちらのほうにも基金を積んでおりまし

て、そちらはそちらで対応をいたしております。山江村の公共施設の管理につきま

しては、公共施設等総合管理計画というのを策定いたしております。この中で管理

をいたしておりまして、建築物、箱物と呼ばれるものですね、こういう施設が役場

庁舎、社会教育施設、学校施設等、１３９施設あります。これは大小ありますけど

も、小さなものまで含めますと１３９施設ございます。インフラとして、施設とし

て道路、約１８１本、それに橋梁８３、このほか簡易水道施設であるとか農業集落

施設などがございます。橋梁につきましては、山江村橋梁長寿命化修繕計画という

のを策定いたしておりまして、計画的な管理を行っております。建物等の公共施設

の総合管理計画書におきましては、各施設の健全度調査と緊急度調査というのを行

っております。まず、健全度につきましては、ＡランクからＤランクで分類してお

ります。Ａランクは健全な施設であると。Ｃランク、Ｄランクになりますと劣化が
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進行しており、使用するには部分的な改修が必要であるとか、Ｄランクにおいては

全面的に劣化が顕著であり、緊急な修繕、若しくは更新が必要というふうに分類い

たしておりまして、緊急度は高・中・低というふうな分類をいたしております。こ

のような計画に基づきまして、実施に施設を調査いたしまして、更新等をやってお

るような状況でございます。何年度にどの施設をやるというのもですね、いろいろ

財政の面がございますので、過疎地域自立促進計画、この年度計画に基づきまして

計画を立てております。やはり起債に頼っておるところが多くございますので、こ

ういった過疎計画等で財政等の絡みを見ながら改修、また更新をしていくというふ

うに行っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 財政に余裕があれば、何年後にどの施設をどういうふうな改

修をするというような積算に基づいて基金を積み立てていくことができると思うん

ですが、なかなかその辺はまだ実現はできないのではないかなというふうに思いま

す。 

次に、今回条例を廃止する提案がなされています土地開発基金、これでいきます

と約４億３００万円ですか、があるんですが、これは廃止をされたら、あとのこの

基金の運用はどういうふうにされますか。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 今回の議会に提案いたしております土地開発基金の廃止で

ございます。先ほど申されましたように、約４億３００万円ほどあります。これに

つきましては、目的が公共事業をスムーズに進めるための用地の先行取得等に充て

るために積み立てております。しかし、ほかの基金に比べまして非常に多額の基金

になっております。なかなか使えないというような状況でございました。先ほど議

員からご質問ありましたように、これから予想されるであろう各種の村有施設の老

朽化に伴います財政需要に対応するために、そういった必要な施設の改修であると

か更新、またはほかの事業に振り替えて有効に活用したいというふうに考えており

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） この土地開発基金の運用については工夫をされて、ほかに有

意義な使い方をされればいいと思います。 

ここですね、ちょっと気になるんですが、ふるさと応援基金。これ非常に毎年毎

年１,２００万円程度、２９年度も１,２００万円ほど収入が見込んであるわけです

が、大体４,０００万円ぐらいになるんではないかと思います。もちろん使われて

はいるんですが、せっかく応援をしていただいた、寄付をしていただいた応援資金
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ですので、何かこうもっと有意義な活用をしたいなというふうな気持ちがあるんで

すが、その辺の使い方を、何か予定はありますか。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） ふるさと応援寄付金につきましては、一昨年からサイトを

設けましてから、飛躍的に寄付金が増額しております。２８年度末では１,８４５

万５,０００円ほどございます。これにつきましては、ふるさと寄附条例というこ

とで、使途が指定できるようになっておりまして、その寄付される方の使途の希望

によって使えるというふうになっております。これにつきましては、徐々に活用し

ておりまして、平成３０年度つきましては、ゆるキャラの制作、ピンバッジの制作

ですね、こういったものに活用したいということで、一部取り崩しを計画いたして

おるところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） せっかくふるさとを応援しようというふうに、そういう思い

で基金をいただいておるわけでございますので、有効な活用を、もっと、言い方は

いけませんが塩漬け状態になるのはいけないので、できるだけ利用していただきた

いなというふうに考えます。 

そのほかいろいろありますが、ほかについてはもうあまりお尋ねをしませんけ

ど、時間の都合で。 

今回、森林環境税等の交付金をされるということもありますので、そのようなこ

とを財源として農林業の基金としてもくろむ必要があるんじゃないかなというふう

に思いますが、その辺のお考えがあればお尋ねをしたいと思います。例えば、先ほ

ど来申し上げております農業法人とか農業スタイルの確立、制度確立に基金を創立

して使う、そういうふうな方法です。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 先ほど言われました森林環境税という言葉でございま

す。これも新聞報道でもこの言葉はもう多く出てくるようになりましたけども、こ

れは平成３６年度から個人課税が始まるというふうなことであります。それまでの

間は、平成３１年度から、来年度から、再来年度ですね。３１年度から３６年度ま

では森林環境贈与税として、市町村に交付されるということであります。使途しま

しては限られておりまして、私有林、公有林じゃなくて私有林の間伐や人材育成、

そして担い手の確保、木材利用の促進に充てられるということとなっております。

じゃあ来年度から交付されますこの譲与税をいかに利用するかという協議はです

ね、平成３０年度に林業振興対策検討委員会というものを設置を計画しております

ので、その中で十分議論していきたいというふうに思っております。それから、基
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金の農林業に対します振興の基金につきましては、まだ今後そういうふうな状況も

踏まえて、検討していかなければならないかというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 限られた財源で大変厳しい時でありますので、基金の運用、

それから創設、その辺については十分検討する必要があるというふうに思いますの

で、その辺のご配慮、よろしくお願いしたいと思います。 

時間が限られておりますので最後になりますが、地域づくりの今後と、これは観

光推進協議会についてお尋ねしようと思っておりますが、関連がありますので同時

にお尋ねをしたいと思いますが、本年は４月から総務省が音頭をとりまして、人口

減に悩む自治体の活性化を狙って、出身者及びふるさと納税寄附者が協力する仕組

みを整える、そのような事業があるようであります。移住者を含む定住人口、観光

交流人口でありますが、いわゆるそれに次ぐ関係人口というふうに位置づけまし

て、新たなやり方で地域の担い手づくりのモデル事業を始めるというような状況で

あります。いわゆる村づくりのエディターというか、そういうのをやる地域づくり

だと思います。具体的には各町村が参加者を募集して交流会に参加をしたり、意見

を求めたりするわけですが、その辺のことを地域づくり研究所の業務の一体になる

かというふうに思います。今後、その地域づくり研究所の業務の一端としてどのよ

うに取り上げていくか。また、構想の段階でしょうけれども、観光促進協議会につ

いてどのような組織なのか、規模はどのようなものかお尋ねをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、ご質問にお答えしたいと思います。 

まず地域づくり研究所の今後はということでございまして、地域づくり研究所に

つきましては、平成２８年１月に開設いたしまして、村内の情報をくまなく集め、

データ化することで、誰にでも現状の見える化を図りながら地域の課題を解決する

調査研究や政策の提言を行う研究所でございます。テーマとして３つのテーマを掲

げております。１つ目は調査研究分野であります。主なものといたしましては、東

京大学大学院情報学環工藤研究室との共同研究がございます。地方創生の進捗をよ

り具現化するために、情報化戦略の策定を行ったり、主に栗に関することですけど

もいろんな書物等を調査分析しながら発行しているところでございます。 

続きまして、２つ目はＩＣＴの分野でございます。主なものといたしましては、

ドローンの活用を行って、村内の空撮を行ったりはしておりますし、行政活動にも

活用をいたしております。また、やまえ栗の生産履歴を管理するバーコードの作成

や、情報通信技術を活用し、村民の暮らしの向上と便宜を図り、輝く村づくりを実
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践するため、各地域に情報化推進委員の配置を行いながら、村で把握できない四季

折々の風景や出来事、地域課題などをＳＮＳを活用し、画像付きで送信をいただい

ているというところでございます。 

３つ目は人材育成分野でございます。村長の冒頭の答弁でもありましたとおり、

村民誰もが元気で楽しく暮らしやすい村づくりを目的とした、住民参画による村づ

くり組織、山江村未来塾、１００人委員会、９つの部会がありますけれども、その

部会の活動支援をはじめ、学習支援の一環として、小中高校生の長期休暇中であり

ますけれども、タブレット等を貸し出して、そういうのを行って学習支援の一環も

行っておりますし、フットパス事業の活動なども行っているというところでござい

ます。 

今後といたしましては、東京大学との共同研究が平成３０年度で３年目を迎えよ

うとしております。これまでの研究段階から実証をする事業もありますでしょう

し、健康福祉課長も申しておりましたけれども、新たな調査研究を行う分野も出て

くるかと思います。また、栗のみに関わらず、生産管理品目を増やしながら、安心

安全な食の提供を素材として活用しながら、持続可能な農業の実践につなげていき

たいというふうにも思っております。 

人材育成につきましては、さらなる１００人委員会の継続的な支援を行っていき

たいというふうに思っております。また、進捗が遅れている分野もございますの

で、調査研究等も積極的に進めていきたいというふうに思っております。 

また、研究所関連、先ほど議員が申されました関係人口、移住には至らないけれ

ども、ただ山江村をお訪れて帰るだけじゃなくて、地域と継続的に関わりを持ちた

いという方を指すような言葉だというふうに理解をしております。例えば、先ほど

申されましたふるさと納税をされる方でもそうでしょうし、本村の特徴的なもので

言えば、丸岡会に参加されている方もこの関係人口というところに含まれるのでは

ないかと思っております。以前は山江村を応援する会みたいなのもございましたの

で、今後、そのような方を増やしながら、山江村の観光交流事業を進めていけば、

移住定住対策とか観光交流人口の拡大へつなげられるのではないかというふうに期

待をしておりますので、研究所のほうでも調査研究を進めていきたいというふうに

思っております。 

また、観光促進協議会ということでございますけれども、まだ仮称の段階でござ

いますが、山江村観光交流促進協議会という名称にしたいというふうに考えており

ます。現状といたしまして、村内の観光関係者、団体等が情報を共有する場所がな

く、山江村に観光される方をうまく村内に滞在させることができないほか、一体と

なった企画が生まれにくく、集約を行いにくい。せっかくの村の観光資源を上手に



 － 135 －

活用できないといった課題があります。また、データ収集や分析ができなくて、観

光客のターゲットの設定や、ＰＤＣＡサイクルが確立されていない状況でもござい

ます。これは各自治体に組織されている観光協会のような類が本村にはないという

ことも要因にあげられるかというふうに推察されますけれども、そこで村内に数多

くある観光資源、例えば、観光商業施設で言えば、温泉ほたるや時代の駅むらやく

ば宿泊キャンプ場など、自然で言えば、丸岡公園、万江川、仰烏帽子山など、歴史

文化で言えば先ほどから出ております合戦峰観音堂や大王神社高寺院、淡島神社な

ど、イベントで言えば、栗まつりや産業祭、フットパス、トキの朝市など、村内の

観光関係者が一同に会しながら、観光交流人口の拡大、収益性のある事業の展開な

ど、戦略的な観光地域づくりを実践する上での組織を立ち上げるというふうに思っ

ています。今月下旬に関係団体との意見交換会を予定しておりますので、実質的な

活動は次年度からになると思われますけれども、まずは統一した目的意識をもって

スタートできるように準備を進めているところでございます。 

事務局は当面、地域づくり研究所内に設置するようにしておりますけども、将来

的にはこの観光推進協議会が独立して、企業化し、採算性の取れる組織へと発展さ

せていければというふうに考えております。幅広い分野を巻き込んだ組織活動を想

定しておりますので、議員の皆さんはじめ、村民の皆様のご協力をお願いするとと

もに、地方創生の模範となるような事業展開を行っていきたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今までいろいろ聞いてまいりましたけども、いずれにしても

課題は山ほどあるわけですね。創意工夫をされまして、村民の幸福の実現に向けて

行政執行されることを願いまして、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで通告がありました一般質問は全て終了いたしました。 

本日は、これにて散会したいと思います。本日はありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時３１分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。 

ただいまから会議を開きます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

本日は、会期日程、日次第１０の本会議で、質疑、討論、表決となっておりま

す。それでは、議事日程順に、質疑、討論、表決をいたします。 

発言については、会議規則第５３条の規定を守って質疑をお願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質疑は回数３回）の規定と、同規則第５５

条（発言時間制限６０分）の規定をお守りいただきますようお願い申し上げます。

なお、３回を超える場合は、第５４条の但し書を適用いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 事件の訂正請求について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１、事件の訂正請求についてを議題といたし

ます。村長から、議案第８号及び議案第１５号、並びに議案第２３号の事件の訂正

請求書の提出がありました。提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議長のお許しを得ましたけれども、事件の訂正請求書を出させ

てもらっております。お手元にあるかと思いますが。 

平成３０年３月８日、山江村議会議長、秋丸安弘様。 

山江村長、内山慶治でございます。 

事件の訂正請求書でございます。 

３月７日に提出した事件は、次の理由により訂正したいので、山江村議会会議規

則第１９条第２項の規定により請求をさせていただくというものでございます。 

記といたしまして、１、件名でございます。まず、議案第８号、合戦峰地区物産

販売所の設置及び管理に関する条例の制定についてでございます。 

次に、議案第１５号、山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条

例の制定についてでございます。 

最後に、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算でございます。 

訂正の理由でございますが、本文中及び提案理由の誤り、並びに歳出予算額の訂

正により請求をさせていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと、訂正の内容がそれぞれ８号、１５号、２３号の議案

載せております。どうぞ度々大変恐縮に思うところでありますけれども、お詫びを

申し上げ訂正いたしますので、よろしくご了承方、お願いをいたします。 
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○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ただいま議題となっております事件の訂正

請求については、許可することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１、事件の訂正請求については許可す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第７号 山江村空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第２、議案第７号、山江村空き家等の適正管理

に関する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第７号、山江村空き家等の適正管理に関する条例の制定

について質疑をいたします。 

提案理由説明の中で、これは平成２７年施行の空き家等対策の推進に関する特別

措置法に基づいて制定するということでありました。そこで、その空き家等対策の

推進に関する特別措置法から３点だけ質疑をいたします。 

まず、第１点は、その第６条に空き家等対策計画という項目がありまして、これ

は法律ですが、市町村は土地を略して空き家等に関する対策等について、計画を定

めることができるとあります。山江村ではこの空き家等対策計画については、どの

ように考えておられますか。 

次に、第７条に市町村は空き家等対策計画の作成及び変更、並びに云々とありま

して、協議会を組織することができるとあります。この協議会の設置についてはど

のように考えておられますか。 

また、これは国のことではありますが、第１５条には財政上の措置及び税制上の

措置等について、国は適切な措置を講ずるものとすると書いてあります。このよう

な点について、どのように把握しておられるか、３点の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） ただいまのご質問の１点目でございます。対策計画でござ

いますけれども、こちらにつきましては、過去に空き家の調査を行っております。

それから年数が経っておりますので、これにつきましても詳しく今後空き家の状況

を調査しながら、対策計画を立てていこうということで考えております。 

２点目、協議会でございます。協議会につきましては、空き家の活用のほうの協

議会、活用促進協議会というものを持っておりますので、こういったものを活用し

ていくか、新たにつくるか、その点はこれから詰めていきたいと思っております。 

それから財政措置です。これは国のほうで空き家の対策に対する措置をするとい
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うことで、財政措置ですね。を法律でうたってありますけれども、具体的に村が講

じた対策についての財政措置というのがどういうものかっていうのが、具体的に私

どものほうもある程度調査しておりますけれども、十分ではございませんので、今

後、そういった点も調査しながら、財政措置が受けられるものであれば、そういう

ものを活用していきたいというふうに考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） その第１５条の財政上の措置及び税制上の措置等の第２項に

は税制上の措置を講ずるともありますが、この点については何か分かっておられま

すか。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 固定資産税等も絡んできますし、いろいろそういった面

で、村のほうが得られるそういった固定資産とか、そういったものの徴収ができな

いとか、そういった場合には国のほうもそういったことを考慮してくれるというふ

うなことで感じておりますけれども、その点も少し勉強させていただきたいと思っ

ております。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案は可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２、議案第７号、山江村空き家等の適

正管理に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第８号 合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条例の制定に

ついて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第３、議案第８号、合戦峰地区物産販売所の設置及び管理

に関する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 議案第８号、合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に関する条
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例の制定について、１点だけ。この施設に対して、指定管理者を設けるということ

が第８条にうたってあります。村として、どのような管理を、指定管理を考えてお

られるか質疑をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質疑にお答えいたします。 

本条例につきましては、第８条から指定管理による管理をすることができるとい

うふうにうたっております。また、同じく次のページ４ページになりますけれど

も、先ほど事件の訂正をいただきました１４条に、管理の委託ができるということ

で、こちらのほうにつきましては村長が認める適当な団体に、公共的団体に委託す

ることができるというふうになっております。村といたしましては、管理の委託に

つきまして、この第１４条を活用いたしまして、村長が適当と認める他の公共的団

体に委託を考えているところでございますので、第１区の地域住民の方々にできれ

ばお願いしたいというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今の課長の答弁のように、できれば地元に代わる大切なより

所、観音堂周辺にできる施設でありますので、できれば地区住民のこれから先の地

域の発展と活性化とコミュニティがうまくいくようなことで、地域の方で管理でき

ればいいなということを思います。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） では、議案第８号につきまして２点だけお尋ねをしたいと思

います。 

まず、第１点目は５ページですね、販売所の使用料が記載をされておりますが、

この使用料については、この設定の基準はどこから参考にされた使用料なのか、ま

ず１点お尋ねします。あわせて、例えば１日借りた場合は３,０００円、大体７時

間ぐらい借りたとすれば三千二、三百円かかるわけですね。スペースとキッチン。

高いか安いか分かりませんが、果たして３,３００円ぐらい、１日利用料が適切な

のかどうかまずお尋ねしたい。 

それから、いずれはこの自治法に基づく設置条例に載せられるわけですが、規則

についてその辺の使用の細かい規則は定められる予定がありますか。 

その点について、お尋ねをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、中竹議員のご質疑にお答えいたします。 
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まず、施設の使用料についてでございますが、こちらのほうは他の団体の類似施

設を参考にいたしております。なお、この使用料を徴する場合には、やはり営利を

目的とした団体がお借りになられた場合を想定しておりますので、議員が申されま

した１日の金額が高いか安いかについては、私の課としての考えは高い金額ではな

いというふうには思っております。 

規則につきましては、本条例の１５条にも定めてありますとおり、条例の施行に

関して必要な事項は規則で定めるというふうに書いてありますので、規則も定める

ように今、詳細を煮詰めているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 規則で定められる場合、お考えは合戦峰地区に委託をされる

というお考えなんですが、ほかの業者さんが一緒に入ってきた場合の、合同でやる

とか、その辺の細かい取り決めがあると思いますので、その辺に注意して規則を定

めていただきたいなというふうに思います。 

以上で終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案は可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第３、議案第８号、合戦峰地区物産販売

所の設置及び管理に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第９号 山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第４、議案第９号、山江村報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 
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次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案は可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第４、議案第９号、山江村報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第１０号 山江村情報公開条例及び山江村個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第５、議案第１０号、山江村情報公開条例及び山江村個人

情報保護条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。

質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第５、議案第１０号、山江村情報公開条

例及び山江村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定については、原案のと

おり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第６、議案第１１号、山江村移動通信用鉄塔施設の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第６、議案第１１号、山江村移動通信用

鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１２号 山江村社会福祉振興基金条例の一部を改正する条例の制定

について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第７、議案第１２号、山江村社会福祉振興基金条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第７、議案第１２号、山江村社会福祉振

興基金条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１３号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第８、議案第１３号、山江村国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） それでは、議案第１３号について、１点だけ質問をさせてい

ただきます。 

ページは２ページですが、第５条に第１号中の、これは医療分の平等割だと思う

んですが、同条第２号中、１万６,０００円を１万３,０００円に改める。それか

ら、同３号中の２万４,０００円を１万９,５００円に改める、と併せて、介護保険

割の、介護保険の支援のほうの平等割等が出てきていますが、この平等割の分の特

定世帯と、特定継続世帯のことだと思うんですが、具体的に特定世帯、そして特定
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継続世帯とはどういうことを言うんですか。ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

まず、特定世帯についてでございます。例えば、二人の世帯がありまして、一人

が国民健康保険の被保険者、もう一人の方が後期に移られた場合、国民健康保険か

ら後期に移られた場合に、本来二人から一人に減るところが、負担が大きいという

ことで、それがまず５年間分については２分の１の金額で行っております。それか

ら、特定継続世帯ですが、その継続が例えば５年までが２分の１で、５年から８年

までの継続については１万９,５００円ということになっております。 

以上でございます。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第１３号、山江村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について質疑をいたします。 

３の２と読むんでしょうか、２ページにそれぞれ改正項目が書いてあります。全

体としては保険税の値下げになるようでありますが、この中で第６条、第７条、そ

れから第７条の２第１号、この付近は値上げになっております。これは何の分がど

の程度値上げになるんですか。 

それから、あわせて、現在の見込みとして、全体ではどれぐらい下がるのか答弁

をお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

まず、１点目の税率が上がっている分でございますが、これにつきましては後期

高齢者支援金等分の税率でございます。こちらにつきましては、近年不足している

分ではなくて、大分前から不足している部分でございましたので、今回納付金額の

金額が示されましたので、それに併せて税率を上げております。 

それから、どのぐらいの減税になるのかということでございますが、各ご家庭の

状況等がそれぞれ違うことや、本年の所得がまだ確定しておりませんのではっきり

したことはお答えできませんが、例えば平成２８年中と全く同じ家庭状況及び所得

額と仮定いたしまして試算いたしますと、年税額約１万円前後から約５万円前後の

減税になるのではないかと考えておるところでございます。 

以上でございます。 

○１０番（松本佳久君） 見込みで。 
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○税務課長（山口 明君） 見込みですね。 

○議長（秋丸安弘君） １０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 審議の時に山口税務課長が説明してくださった案では、これ

までどおり計算したら６,８００万円程度で、今度の納付額は６,５００万円程度

で、合わせて２６０万円程度の減税になるのではなかろうかということでしたが、

これに間違いありませんか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

納付金との比較の話ではございますが、主の予定額から納付金額の差額といたし

ましては２５９万９,６６４円というところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） １０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） その納付金額というのが、４月からは熊本県全体での国保に

なるわけですから、それを納めれば山江村としてはそれで終わりというか、そうい

う感じに受け取ってよろしいですか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

ただいまの金額の差額分ですが、実際、この分が余裕がある部分ということでご

ざいます。この分につきましては、基金等に積み立てて、今後税率がもし若干上が

ってきた場合に備えての基金の積み立てに持っていければと考えております。 

以上でございます。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案は可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第８、議案第１３号、山江村国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第９ 議案第１４号 山江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第９、議案第１４号、山江村国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第９、議案第１４号、山江村国民健康保

険条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第１５号 山江村国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１０、議案第１５号、山江村国民健康保険財政調整基金

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑あり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１０、議案第１５号、山江村国民健康

保険財政調整基金条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決

することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第１６号 山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１１、議案第１６号、山江村後期高齢者医療に関する条
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例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１１、議案第１６号、山江村後期高齢

者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第１７号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１２、議案第１７号、山江村介護保険条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１２、議案第１７号、山江村介護保険

条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第１８号 山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準を定める条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１３、議案第１８号、山江村指定居宅介護支援等の事業

の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定についてを議題とし、質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１３、議案第１８号、山江村指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定については、原

案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第１９号 山江村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１４、議案第１９号、山江村指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

し、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１４、議案第１９号、山江村指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついては、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第２０号 山江村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１５、議案第２０号、山江村指定地域密着型サービスの
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事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１５、議案第２０号、山江村指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議案第２１号 山江村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１６、議案第２１号、山江村指定地域密着型介護予防サ

ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１６、議案第２１号、山江村指定地域

密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１７ 議案第２２号 山江村土地開発基金条例を廃止する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１７、議案第２２号、山江村土地開発基金条例を廃止す

る条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１７、議案第２２号、山江村土地開発

基金条例を廃止する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１８ 議案第２３号 平成３０年度山江村一般会計予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１８、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算

を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

５番、立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） それでは、議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算書

について、２点ほど質疑いたします。 

ページは６４ページと７５ページですけども、６４ページのほうが、農業振興費

の一番上ですね。中山間農業モデル地区支援事業補助金についてと、内容ですね。

それと７５ページが、９番、丸岡公園整備費の委託料、丸岡公園管理委託料につい

て、これは昨年の３５０万円から２倍の７００万円の予算になったことの内容につ

いて質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） それではお答えをいたします。 

中山間農業モデル地区支援事業補助金１,１３７万５,０００円ということであり

ます。この事業に対しましては、県が農業支援プロジェクトチームを設置いたしま

して、中山間地域における農業の支援を強化するという事業であります。人吉・球

磨管内では、山江村の万江地区だけが指定され、３年間支援されるということであ

りまして、この補助金は万江地区の農家で構成されます万江地区農業活性化協議会

に交付される補助金でありまして、全額県費であります。補助金の内容としまして

は、地区の農業振興のための計画書の作成や、農業用機械倉庫の整備、それと水稲
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用播種機、防除用のドローン、そして移植機、そしてトラクター、振動サブトレー

ラーの購入に対します県からの補助金でございます。県から補助金を村が受け入れ

まして、丸々この協議会に交付するという事業補助金でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、立道議員のご質疑にお答えいたします。 

丸岡公園整備費の丸岡公園管理委託料７００万円でございます。平成２９年度当

初予算より３５０万円増ということで倍増というふうになっておりますが、丸岡公

園管理委託につきましては、丸岡公園の景観向上のため、年間を通じて樹木等、農

村広場を含む等の維持の管理を行っております。樹木等の伐採、それから剪定業

務、それを行っております。剪定業務につきましては、専門性を要するため、造園

施工管理技士の２級以上の資格を有している者がその事業者にいるというふうにし

ております。現在は村内の雇用、業者育成も目的としているため、村内業者の方を

中心に見積書による入札のほうを執行しております。しかしながら、類似、同規模

の公園の維持管理費用と比べてみますと、丸岡公園の委託料は大分低いということ

で、なかなか事業者のほうからも、この金額ではなかなかやっていけないと。資材

等の高騰もあるのでやっていけないというような声もいただいておりますし、本村

といたしましてもおもてなしをする山江村のシンボルである丸岡公園の維持管理

を、さらに進めていこうということで、今回３５０万円の増額をさせていただき７

００万円を計上するというふうにしております。もちろん、金額を増額するだけで

維持管理の回数や樹木等の伐採等の回数も例年同様じゃなく、回数のほうも増やし

ながら、さらなるおもてなしのできる公園整備に努めていきたいというふうに考え

ております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） これは産業振興課、課長ですけど、中山間補助事業があるんで

すけど、実際万江地区にもある集落営農法人万江の里があります。その辺のいろい

ろ機械等を買うときに、その絡み、区分けはどのようにされますか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） この補助金に対しましては、先ほども申し上げました

とおり万江地区の活性化協議会という協議会に奉する補助金でありまして、万江の

法人の万江の里に交付するお金ではありません。万江の里は４０名前後で構成され

ます組織ですけども、この万江地区の農業活性化協議会は、万江地区全体の農業振

興のためを検討する協議会というふうなことですので、万江地区全体のための補助
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金ということであります。 

○５番（立道 徹君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） 議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算に対して、３

点ほどお伺いをいたします。 

まず１点目でございますけども、ページは７ページでございます。地方債、第３

表の中のプレミアム商品券発行事業債４７０万円について、事業債の種類、償還期

間についてお伺いいたします。 

２点目、ページ数が２１ページになりますけれども、款１９、諸収入、項１０、

雑入、目１、雑入、節２、雑入の中の、栗技術指導員派遣受益者負担金２０万円、

２９年度当初予算から７０万円の減額となっておりますが、その内容についてお伺

いをいたします。 

３点目でございますけれども、ページ数が３３ページ、款２、総務費、項１、総

務管理費、目４、企画総務費、節２５、積立金、山江村ふるさと応援寄付金１,２

００万円となっておりますが、２９年度当初予算から比べまして１,５６０万円の

減額となっていますので、内容について。 

以上、３点について質疑をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） プレミアム商品券発行事業でございますけれども、これに

つきましては過疎事業債のソフト分を充てることとしております。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 失礼しました。過疎債につきましては、３年据え置きの９

年償還で１２年というふうになっております。失礼しました。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 雑入の栗技術指導員派遣受益者負担金ということで２

０万円を計上させていただいておりますが、昨年度の予算では７０万円ということ

で５０万円の減額をさせていただいております。これは、剪定の面積が減るという

ふうな考え方ではなくて、やっぱり栗の生産向上推進員の方で現場を回っていただ

きまして、やっぱり剪定不足と肥料不足が一番の収量の増加につながるというふう

な判断をいただきましたので、今年度、肥料の補助金の拡充は行いましたけども、

剪定のほうも推進していかなくちゃいけないという考えで、今までは受益者一人当

たり作業員一人当たりの賃金を一日５,０００円としておりました。それを来年

度、３０年度から３カ年限定で５分の１の１,０００円としたいということであり
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まして、それに伴います５０万円の減額ということであります。 

今年度は大体１０丁ぐらいの剪定が行われておりますけども、これに伴いまし

て、２０丁の剪定の申込があるというふうなことを想定をいたしております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、赤坂議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

３３ページのふるさと応援基金積立金、平成２９年度当初予算よりも３６０万円

を減額し、１,２００万円を計上させていただいているところでございます。これ

につきましては、平成２９年度のふるさと応援寄付額を当初予算１,５６０万円ほ

ど見込んでおったわけですけれども、２８年度実績よりは２９年度、寄付額は増え

ておりますけれども、予算額にはちょっと達しなかったということで、平成３０年

度当初予算は、２９年度の実績を見合ったところでの１,２００万円の計上となっ

ております。しかしながら、多くの皆さんに寄付をいただきたいということでござ

いますので、記念品の内容の見直しとか広報等に重ねながら、寄付金の額の増収に

ほうに努めていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） １番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） まず１点目のプレミアム商品券発行事業債についてでございま

すけれども、交付税措置がある地方債を活用されるということで、償還期間につい

ては１０年償還のうち３年据え置きということでございますけれども、プレミアム

商品券、山江やりくり商品ですが、２７年度から実施されており、２７年度は国の

交付金事業で実施され、２８年度からは村単独の補助金によって発行されておりま

すが、２月の人吉新聞に山江やりくり商品券の販売、換金状況が載っておりまし

た。商品券の購入者については、山江村民の方が６３％、人吉市民の方が１６％、

相良村６％、郡市以外の方が３％とありました。商品についてはほとんどが山江村

で利用されており、村内の消費拡大、地域商工業の活性化、また２０％のプレミア

ムがあるということで、消費者の生活性にも有効な制度だと考えますが、効果とい

うものは、私はある程度一過性のものだと考えております。また村外の方が２５％

利用されているということを考えまして、地方債を活用して、１０年長期にわたっ

て償還していくということに対して、どのように考えておられるのか。そのところ

をお伺いいたします。 

２点目の栗技術指導員派遣受益者負担金、一日当たり５,０００円を１,０００円

に下げて、２０ヘクタールの剪定を推進していくということでございますけれど
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も、どのような広報、周知について考えておられるのか、２点お伺いをいたしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、１点目は私のほうから申し上げたいと思います。 

プレミアム商品券でありますけれども、その商工業のもちろん活性化をしっかり

目指すということと、それから村内の消費者、村民の方々の消費活動についての何

かの支援をしていくという２点の目標があるということでございます。もちろん真

水をそのままやるというよりも、過疎債という起債を使ったほうが７割は基準財政

需要額に入り込み、交付税で返ってくるというメリットがありますので、その過疎

債を使わせてもらうというようなことであります。 

ただ、このことについては、非常に政策的要素もあるんですけど、今何もしない

でおいてしまうと、人吉市の大型店舗に消費者が流れてしまう。山江村内の商工業

が非常に苦労されるというようなことであります。これを営々と続けたがいいのか

どうかということについては、いろんな議論があるところでありますけれども、と

にかく村内における消費活動が定着したということであれば、このプレミアム商品

券の役割は終わったんであろうというふうに考えているところでありまして、その

付近を見極めながら、このプレミアム商品券事業は引き上げるというようなことに

なろうかと思います。ただ、この手の事業は、一応、時限立法的に３年若しくは５

年間という目安があろうかと思います。今４年目でありますので、５年をめどに一

応実施しながら、その効果を見極めながらいろんなまた次の政策、新たな政策とい

いますか、商工業の振興発展のため、活性化のために売っていかなくちゃいけない

んだろうということを考えております。 

過疎債につきましては、先ほど申しましたとおり、当初は国の交付金で全額国が

お金をやったということでありましたけれども、有利な起債を利用するという意味

で、過疎債７０％は基準財政需要額、交付税で返ってくるお金でありますので、試

算１２０万円を山江村が負担するというような計算になるわけでありますから、無

理な起債を活用させてもらうということでありますので、よろしくご理解をお願い

したいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 栗技術指導員の受益者負担金の軽減の周知ということ

でございます。もちろん、この周知につきましてはケーブルテレビ、広報はもちろ

んですけれども、年に２、３回ほど開かれます栗の生産者を対象とした、例えば剪

定とか植え付けの現場の研修会があります。その時でももちろん周知しますし、栗

技術指導員の方が約２０名ぐらいおられる、各地区の担当をお願いしているという
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ところもありますし、その方にも直接生産者の農家を、家を回って、この剪定の推

進にして一生懸命周知していただくというふうな方向も考えております。 

○１番（赤坂 修君） 以上、質疑終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） それでは質疑をいたします。平成３０年度山江村一般会計補

正予算書について質疑をいたします。 

１点目は、２点でございますけれども１点目は、ページは６８ページでございま

す。農林水産業費の節の１９、負担金及び補助金、交付金についてでございますけ

れども、ほかの果樹振興費とか林業振興費の中には鳥獣害被害防止施設に対する補

助金が予算化されております。今回この予算書を見てみますと、農業費の中ではこ

の施設の補助が削除されているか、ちょっと予算化されてないようでございます。

昨年度までにはやっぱりあったわけです。この農業についてもまだ鳥獣被害が収ま

ったわけではないというふうには思っておりますけれども、それで廃止されたのか

お尋ねをしたいと思います。 

それと２点目が、ページは８３ページになります。水防費のほうで、備品購入

費、水防団備品購入等で４５１万５,０００円を計上されておりますけれども、こ

れはどういうものを購入されるのか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

鳥獣害防止施設補助金についてということでございますけれども、昨年は当初予

算には計上しておりましたけれども、平成３０年度のこの予算書には計上はいたし

ておりません。事業自体を廃止したということではありませんで、村の単独のかさ

上げの部分を廃止したというところであります。この事業につきましては、受益者

の３戸以上で電気柵設置に対します助成でありまして、国庫補助事業であります。

今までは資材費と設置費に対しまして、受益者負担が１０割となりますように栗の

補助金が、１０割、１０％ですね。１０％となりますように、国庫補助金が５０％

でございまして、それに村が４０％かさ上げして、その４０％部分をこの予算書に

計上させていただいたというところでありまして、資材代と設置費に対し助成して

います市町村は、人吉・球磨管内では山江村だけということでありまして、県から

も指摘といいますか、県からも山江村だけですよということも言われてましたし、

この資材代と設置費に対します国庫補助金は、先ほど５０％と言いましたけれど

も、これが変動で約束された補助率ではないということであります。それで、資材

費のみに対しましては優遇されて、全額国が補助を出してあるということを国も言
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われてますし、したがいまして、平成３０年度から資材費のみに対し、１００％の

補助をします。するというふうな方向で今考えております。そして、今まで負担し

ていただいた１０％の個人負担の部分はなくなるということでございますけれど

も、設置につきましては受益者の方々、個人でお願いしたいというところでありま

す。補助金は直接村を通さずに、山江村有害鳥獣対策協議会というのがありますけ

ども、そこに直接交付されるということでありますので、村のかさ上げはしないこ

とから、今回の予算の計上はいたしておりません。設置に対しましては、受益者で

行っていただくことによりまして、責任感を持って適正に管理をしていただけるも

のというふうにも思っておりますし、村民の皆さんと、皆さんのご理解とご協力を

お願いしたいというところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 水防費の備品購入費でございます。これにつきましては、

ボイスパケットトランシーバーというものを購入する計画でございます。大規模災

害の際に携帯電話等が使えなくなるとか、そういった状況がございまして、水防

団、消防団のほうが現場におきましてこのトランシーバーを使うと。これは携帯電

話の周波数帯を使用いたしまして、独自の周波数帯を使いますので、ほかの電話と

混線しないと。それと、あと消防組合、下球磨消防組合のほうもこれと同じものを

導入する計画でございまして、消防署と消防団、山江村消防本部の連絡を密にした

いということで考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 鳥獣害防止施設補助についてでございますけれども、これは

やり方が変わったというようなことでございますけれども、これは村民の方にはど

のような方法で説明というか、あれをされるのかちょっとお尋ねをしたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） この事業の変更点の周知ということでございます。も

ちろん、広報、ケーブルテレビももちろん行いますけれども、村政懇談会、５月頃

計画をされておりますけども、その中でも詳しく説明したいし、今まで利用された

方にも周知をしていきたいというふうにも思っております。 

○６番（谷口予志之君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

３番、森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） すみません、１点だけ。 
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３３ページ、企画振興費で、委託料でゆるキャラぬいぐるみ、それからピンバッ

ジ作成委託費であがっておりますけれども、内容を説明をお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、森田議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

３３ページの委託料、ゆるキャラ着ぐるみ・ピンバッジの制作の委託ということ

で１００万円を計上させていただいております。ゆるキャラにつきましては、今年

度、公募を行いまして１体つくっております。お披露目を通して、現在イベント等

でも出て活躍をしておりますけれども、見られた方が、ちょっとゆるキャラ自体が

動きにくいだろうということで、団体の方ですけど、自分たちが寄付をするので動

きやすい、固有名詞を出したらどうかと思いますけども、くまモン的な、ような動

き安いようなゆるキャラのデザインにしたらどうだろうかということで、昨年の１

１月に１００万円の寄付をいただいたということで、そちらのほうを活用させてい

ただきながら、ゆるキャラのほうをつくっていきたいというふうに思っておりま

す。ピンバッジにつきましては、補正予算のほうで予算のほうを削除しております

けれども、こちらのほうも新たなですね、現在、地方創生関連の補助金の計画書を

提出しておりますので、そちらのほうが採択されて予算化ができるようであれば作

成をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ３番、森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） そのぬいぐるみの中に入る人ですね。そのあたりの人件費なん

かは考えていらっしゃいませんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

多くの自治体ですね、現在市区町村のＰＲをしたいということで、ゆるキャラを

つくって活動されておられます。例を例えると、先ほど申しましたくまモンは外部

の業者に委託されて、専門的な体を動かせるような方とアナウンスのできる方が常

日頃の訓練といいますか、そういうのをされて、誰が見ても普通に動けるようなキ

ャラクターになっていると思います。市町村ではただ歩くだけとか、しゃべること

もできないゆるキャラがほとんどでございます。村といたしましても、例えばそう

いった動けるようなゆるキャラにしたいということであれば、もしかすれば外部委

託ということも検討しなければならないと思いますけれども、今のところは職員が

入って村のイベント、また要請があれば外部のイベント等に出張しながら、また担

当者のほうがアナウンス的に説明をしているということで、今後もそのようなこと
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で活動をしていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ３番、森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 大変なんか体力がいるみたいな感じがしますので、そのところ

は憂慮して考えてやっていただきたいというふうに思います。 

また、ピンバッジですね。これば助成してもらうということになれば、商品価値

になると思いますけれども、その配分はどのようにして販売するのはできないだろ

うとは思いますけれども、どういう考えをお持ちでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えしたいと思います。 

このピンバッジ以外もいろんな販促材料を作成することはできると思います。近

隣の自治体でも、マスコットキャラクターの、例えばマグカップとかタオルとかを

つくって、物産館等で販売をされている状況もございます。その辺のところを調査

させていただきながら、もちろん補助金を受けての販売はできないと思いますの

で、またその際は財源等を確保しながら議会議員の皆様、村民のご理解を得て、作

成できるようであれば作成し、販売を行っていきたいというふうに思っておりま

す。 

以上でございます。 

○３番（森田俊介君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

７番、秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） １点だけ質問をいたします。 

ページは７９ページです。４番の社会資本整備事業費でございます。村道新設改

良工事とございます。いつも聞いておりますが、詳しく説明をお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

社会資本整備事業のうちの工事請負費の内訳かと思いますけれども、内容につき

ましては、道路新設改良工事ということで説明をしてありますけれども、これにつ

きましては国の交付金を受けました事業でございまして、内容につきましては継続

をしてます橋の取り替え、架け替え工事、それからもう１件、橋梁の補修、補強補

修の工事と、それから道路改良整備に係る工事ということで、改良につきましては

３件計画しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ７番、秋丸光明議員。 
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○７番（秋丸光明君） 値段が非常に張りますので、結局これを舗装するにしても、前

の続きと思いますけど、そういうことは早めにどこの工事をするとかいうのが分か

れば教えてもらいたいと思います。橋もつくるということで、どこの橋かなと思っ

て私は思いましたので質問しました。 

終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 一般会計予算書の中から、３点ほど質疑いたします。 

ページは７２ページ、商工費の区分は商工費、区分２、給料、一般職給のところ

であります。 

それから次は２点目、ページは８７ページ、ここは教育費、区分の１８、備品購

入費のところであります。１点だけ質問をいたします。 

それから３点目、ページは９６ページ、これは図書館費であります。これはこの

中で特に区分、１１、需用費と１５、工事請負費であります。 

そこのところで、一応、３点お願いしたいと思いますが、まず１点目、７２ペー

ジの、ここは一応、一般職給で５２６万５,０００円あげてあります。この点につ

いては、これちょっと補正からあがっているかもしれませんが、今回変わった部分

について、人数とかありましたらお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 商工費の給料でございますけれども、これにつきましては

人事異動によりまして、人員が配置されております。これは一応２名分の給料とな

っております。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

２点目の質問については、８７ページの備品購入費についてであります。まず、

備品購入費という説明がございますが、これにつきましては、プロジェクターです

ね。この購入のための予算でございます。現在使用しておりますものが、ちょっと

なかなか修理しないと使えないということで入れ替えを考えております。 

それから、小中学校教科書指導書の購入ということでございますけれども、これ

につきましてはご承知のとおり、道徳の教科化によりまして、小学校のほうが行う

ということで指導書の、２校分ですね、山田小、万江小の２校分。それに伴います

教師用の教科書ですね。その分の購入費でございます。 

それから、次に９６ページ、図書館費の需用費ということでございますが、まず

消耗品につきましては、まず絵本ですね、ハードタッチ絵本の分の６０名分、それ



 － 165 －

から図書館の消耗品として１５万円ほどあげております。それから、図書を毎年度

購入を行っておりますが、その図書の購入分を１２０万円ということで、それを合

わせまして１３９万円計上させていただいております。 

それから、修繕費につきましては、図書館のドアとか照明とか、いろいろ毎年度

修理をする部分が出てきておりまして、なかなか当初で組んでおかないと早急に修

繕ができないこともございます。たくさんの村民の方に使っていただく観点から、

修繕費を１０万円だけ当初であげさせていただきました。 

次に、備品購入だったですかね。失礼しました。工事請負ですかね。これは図書

館の分でございまして、まず図書館でいろいろ村民の方へ連絡とか周知とかする場

合の掲示板ですね、これを取り付けたいということで、その掲示板の分の工事。そ

れから、ちょっと場所的に暗い部分がございましたので、ＬＥＤ照明、これを取り

付けたいということでその工事の分。それから、男子用小便器が１基もうちょっと

使えないものがございましたので、その取り換え工事の分ということで、その３つ

を合わせまして２９万円の計上ということで当初であげさせていただいたところで

ございます。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 図書館費については、ほかにも共済費、賃金、あがっておりま

すので、充実が図られると思います。 

それから、２点目についてはですね、小中学校教科書指導書購入については、こ

れまでもなかったかなと思うんですけれども、新しいようでもあります。教科内容

とかこれによって何か変わることがあるんでしょうか。ちょっとありましたらお願

いします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） 新たに、お答えいたします。 

新たに道徳として教科に入ってくるということで、他の教科がかわるということ

ではございません。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 議案第２３号、平成３０年度山江村一般会計予算書についてお

尋ねをいたします。 

ページは１３ページ。商工使用料の中の観光施設使用料、ほたるの荘利用料、移
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住定住促進施設使用料、現在の利用状況について質疑をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

商工使用料の観光施設の使用料ということで、まずほたるの荘の利用料１４４万

円を計上させていただいております。この施設、万江川のほとり１５区に３棟設置

しておりまして、二地域共有型施設といたしまして設置をしております。当初予算

計上いたしておりますけれども、現在のところ３棟ありますけれども、３棟とも未

入居ということになっております。一番早い施設では、平成２７年６月末をもって

退去されておりますので、もう２年半近く未入居の状態が続いているということに

なっております。今年度も今のところ、広報とＳＮＳ等での発信、各種移住相談会

や観光ＰＲ等の際にチラシ等をつくって募集を行っておりますけれども、問い合わ

せはあるんですけれども、なかなか入居にいたらないというようなところでござい

ます。 

続きまして、移住定住促進施設の使用料でございます。こちら、昨年度整備いた

しました淡島ゲストハウスについてでございます。７月より運用を開始しておりま

すけれども、今年度は３件の利用があったということでございます。こちらのほう

も問い合わせがありまして、来年度につきましては予約がすでに数件入っていると

いうところで、移住定住につなげていければというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今、利用状況についてお答えいただきましたが、やはりせっか

く山江が持つ万江川地域の清流万江川、そして豊かな緑、また農山村の暮らしの佇

まいといいますか、そういうのを特徴として山江が特色ある施設を１５区、屋形、

向鶴地区につくったわけですね。それが時代の背景といいますか、時代のあれとい

いますか、そういう思考が社会的にちょっと薄れているのか、またほかにも何か原

因があるのか分かりませんけれども、今山江村は非常に移住定住の希望が多いとい

うことならば、勇気をもって用途変更もすべしと私は思います。補助金でできてま

すから、あそこはなかなか条例等でしばりがあって、用途変更ができないという難

しさもありますけれども、３戸、今のまま続くと維持管理料と、家賃収入がありま

せんからもったいないですよね。ですから、地域の活性化のためにもあそこに移住

定住してもらって住んでもらったならば非常に活性化されるし、補助金等はどれだ

けあるか分かりませんけれども、山江の財政事情等はお聞きしておりますから、十

分対応できるのではないかと。そういったことから、用途変更でもして地域の活性
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化につなげるようなことも考えていったほうがいいのではないかなと私は思いま

す。 

そういった点については、どうでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

議員が申されますとおり、条例等で大変制限がございまして、二地域居住、もち

ろん移住定住目的ではございませんので、住所を山江村に移して、ほたるの荘に移

して居住するということができません。移住定住の相談等も多く入っておりますの

で、もちろん補助金等で建てた施設ですので、またお金を使って補助金を返すと

か、いろんな整備をしなければならないという困難はあるかと思いますけれども、

議会議員の皆さんにお諮りし、また地域住民の方が、やはり地域住民の方からもあ

そこが空いているのは寂しいという声もいただいておりますので、座談会等で意見

をお聞きしながら、地域住民の方もあそこをどうにか活用してくれという声が多分

出てくると思いますので、その声を大事にしながら用途変更等を進めていければと

いうふうに調査をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） これはみんなで知恵を出し合って考えるべき問題かとも思いま

すので、検討方をお願いしたいと思います。 

いわゆるゲストハウスです。淡島地区にありますけれども、山江村全体を見たと

きに、特に若い人の移住定住を受け入れるならば、やはり利便性、交通条件、学校

が近いとか、あるいは買い物、銀行等を考えると、山江の特色で一番山江が対価に

対して配信できるようなところに、ゲストハウスをつくってするならば増えると思

います。ただ、万江地区のこと全体を考えると、自然と暮らしの佇まいとか考える

と、ある程度年齢層の上の人はあそこで経験することによって、先ほど言いました

ようにほたるの荘あたりの移住定住にもつながってきますから、万江地区全体のこ

とを考えるとあれが生きてくると、そういうことを考えると、やっぱりそういった

本格的に空き家対策も必要ですけれども、移住定住を促進することならば、そうい

った利便性、交通の便、学校、役場とか買い物とか、山江はすばらしいところだと

いうことがしてくると、大変多くの方がまた希望して来るんじゃないかなという思

いで、これは提案ですけども、そういったことを申し上げて質疑を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております平成３０年度山江村一般会計
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当初予算について、３点質疑をいたします。 

１点目は先ほど赤坂議員からも出ておりましたが、商工費のプレミアム商品券で

す。これ、７２ページの歳出があります。また、２点目は教育費についてで、これ

は８３ページから教育費がありますが、その中でも８７ページの中学校英語研修補

助金について。３点目は、１０３ページに地方債の調査一覧表があります。この点

について質疑をいたします。 

まず、７２ページの商工費についてですが、先ほど来、赤坂議員も過疎債とはい

え、起債を使ったプレミアム商品券の発行について質疑が出ております。その中

で、これまでの取り組みを見ますと、村内の消費を喚起しようということで村内の

方が使われます。そして村内の業者の方にいろいろな仕事を頼まれます。しかし、

商品券の購入は、これまでは村外の方もよかったというふうに聞いておりますが、

今後それはどのようにされるのか。あるいは上限があると思います。上限、それが

どれぐらいが適当かは分かりませんが、できるだけ多くの人が使えるようにすべき

ではないか。これは役場が実施されるんではなくて、どこかの団体が実施されるん

だと思います。そのような内容について、どのようなことを考えておられるか答弁

を求めたいと思います。 

教育費、８７ページの英語研修補助金、中学校英語研修補助金についてでありま

すが、１１月でしたか、万江小の発表会がありました。その時に６年生が全員、流

ちょうな英語で冗談も交えて、私はどこそこへ行きたい。例えば、私は韓国へ行っ

て、冗談の部分は、イケメン男性に会いたいんだとか、あるいはシンガポールへ行

って、私は行ったことはありませんけど、高いビルの屋上にあるプールで泳ぎたい

んだとか、なかなかユニークなことを話しておりました。もちろん、教育の集いの

日にもお出でいただいた方はそれらをご存じだと思います。それで今回、一般会計

予算の中で、中学校英語研修補助金が出されておるわけですが、これはどのような

ものをされるのか、あわせて、もういずれ小学校からの英語も始まります。山江村

としてはこの英語教育に対してどのような教育方針を持っておられるのかを、答弁

を求めます。 

１０３ページの地方債の前々年度末における現在高並びに年度末における現在高

の見込みに関する調書については、非常に起債を起こしておられるようですが、総

額は変わっておりませんし、特に３０年度を見ますと起債の見込み額よりも償還額

のほうが多くて、最終的には減るようになっております。また、この起債総額は、

当該年度末、つまり３０年度末、来年度の３１年３月末の見込みで３４億６,６０

０万円ほどと見てあります。これは２８年度の決算における監査委員の意見書です

が、それらを見ますと、この時は３３億円の一般会計地方財現在高合計でした。そ
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のうちの約２３億円については、地方交付税措置があるものであり、実際のといい

ますか、実際の起債は９億８,０００万円であるというふうになっております。そ

れで、この現在は当該年度末現在高見込みは３４億円ちょっとでありますが、これ

らの交付税措置に係る部分と実際の起債額といいますか、それらのついてはどのよ

うに把握しておられますか。そして、どのように償還されていくか答弁を求めま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、松本議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

７３ページの商工費、プレミアム商品券の発行補助金４７０万円でございます。

こちらにつきましては、平成３０年度もし予算がご承認いただければ４年目という

ことになろうかと思います。議員ご質疑の村外の方の購入をどうするのかというこ

とでございますけれども、山江村はこの補助金は村内の商工業の団体の方に補助す

るということで、事業の主体はその商工団体の方がされるということですけれど

も、先ほど来、財政のほうもソフト事業である過疎債ということで、有利な財源を

使っての事業となりますけれども、村のお金も一部使ってということもございます

ので、村外の方の購入についてどのように制限を設けるのかということを考えられ

るのかということを、こちらのほうからも申し入れをしたいというふうに思ってお

ります。 

また、多くの方が利用できるための上限ということで、現在、１世帯２０セット

ということになっているかと思います。多く買われる方もいらっしゃれば、１セッ

ト買われる方もいらっしゃるということで、こちらの上限についても団体のほうと

協議をさせていただきたいと思いますし、これは私個人ごとでございますけれど

も、今１,０００円券の１２枚つづりというふうになっております。多くの方、例

えばちっちゃなお子さんが使えるような、例えば５００円券とか１００円券という

のも交えながらの券の発行もしながら、より多くの方が多くの場所で利用できるよ

うな商品券のあり方を研究していきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

中学校英語研修の補助金ということでございますが、この予算につきましては、

外国との語学研修のための予算として計上しておるものでございまして、やはり現

地へ出向いて語学の研修を行ったり、また文化交流などを行う国際交流ですけど

も、平成３０年度につきましては、この国際交流もやっぱり学習活動を行う上で必
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要であるというふうなことであげております。現在考えておりますのは、ＡＬＴが

語学指導として来ておりますが、日本人学校にですね、山江におられました先生が

赴任されているということで、シンガポールとの交流を考えております。ＩＣＴを

活用したＷｅｂ会議のことも交流で行いたいとは思っておりますが、実際現地に行

きまして交流を深めるということも必要だということで、この予算につきまして

は、中学生を４名分、中学生４名を募集等行い、選考を行いまして、現地へ研修に

行っていただくというための予算を計上しておるところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、補足並びに今後の英語教育の方針ということで御

質問がございましたのでお答えしたいと思いますが、今後の英語教育の山江村の方

針ということでございますけれども、昨日も一般質問の中でも述べさせていただき

ましたけれども、来年度から小学校におきまして英語活動から、それから教科化に

向けての移行期間ということで来年から始まるわけでございますけれども、山江村

としましては英語化に特化して、小学校からやっていこうということで考えており

ます。小学校のほうで英語化に特化して教育を行うということでございます。もう

教科化ということでございますので、それをした上で中学校につなぐというような

ところで、やっぱり小中連携をしっかり図っていく必要があろうかと考えておりま

す。 

それで、今回予算を組ませていただきましたけれども、やはり国際交流というの

は今からは非常に大切なものだろうと考えております。しっかりと国際感覚を身に

付けるということも必要でしょうし、今グローカルという言葉がありますけれど

も、やはりグローバル、いわゆる世界へ目を向けると同時に、やはり郷土山江村を

大切にするということも大切じゃないかなと思っておりますので、世界に目を向け

るとともに、実際そこへ行って、初めて山江村の良さに気づくのではないかという

ことも考えておりますので、中学生になったところでしっかりそういうのを経験さ

せて、さらに上のほうに目指していければ、さらにグローバル、あるいはグローカ

ルな人材が育つのではないかなというところで、小中の連携を図りながら英語教育

については進めていきたいということで考えているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） １０３ページ、地方債の件でございます。この表によりま

すと、起債見込み額、３０年度が３億３,６１０万円を起債をおこすと、元金の償

還が３億４,９６４万６,０００円を返済するというふうな計画でございます。これ

につきましては、本年度、３０年度予算に計上しております。その中で交付税で措

置されるものというのをまず申し上げたいと思います。義務教育費債、これは本年
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度元利合わせて２,６７８万８,０００円の償還予定でございますけれども、このう

ち交付されるものが１,５７５万４,０００円、災害復旧事業費、これにつきまして

は元利償還額の９５％が措置されますので、３２２万４,０００円。それから臨時

財政対策債、これにつきましては１００％交付税で措置されるということで、１億

１,０４１万７,０００円、それから減税補てん債、これにつきましては元利償還額

の７５％で１４５万２,０００円、一般公共事業債、これにつきましては元利償還

金の７０％で１億６６３万２,０００円、これは過疎債でございまして、ただいま

申し上げましたのは１億５,２３３万２,０００円の元利償還金に対しまして７０％

の１億６６３万２,０００円が措置されるということになっております。このほ

か、一般公共事業債２９２万９,０００円、それから一般公共事業債の緊防債、こ

れにつきましては７０％が措置されるということで、２,４４５万６,０００円、そ

れから一般単独債の自然災害分が２８９万７,０００円、一般単独事業が３３万４,

０００円ということで、今年度償還額の１、交付税措置を見込んでおりますが２億

６,８０９万５,０００円で、大体全体の７１.３５％になるものとみております。

それから実際の交付額でございますけれども、これは平成２９年度の市町村の地方

交付税の算定されたその算定台帳から申しますと、全体で２億７,７２０万８,００

０円が基準財政需要額に算入されております。これは２９年度の分でございます。 

以上のような状況になっております。 

えっとですね、２８年度分ですので、３０年度分につきましては、見込みとして

２億６,８０９万５,０００円を見込んでおると。それと２９年度の実績といたしま

しては２億７,７２０万８,０００円が実際きておるということを申し上げておりま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ２点目の英語教育については、中学生は１１０名ぐらいおり

ますが、４名で足りますか。 

それから、先ほどの起債の見込みでは、３４億円も多分７０％ぐらいは地方交付

税の措置があるというこのような意味で言うのか、それをもう一度あとで答弁して

ください。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

中学生が１１０名ほどいる中で４名でということでございましたけれども、今考

えておりますのは、どの中学生というのもあんまりですので、基準を一つ決めたい

なというのがですね、現在、英検のほうも積極的に受験していただくように推進し

ていく方向で考えておりますが、その中でもまずは３級の資格者の方をまず募集し
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まして、４級ということで。英検の資格を持っている中学生をまずは対象としたい

ということで４名をあげております。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 今年度末、当該年度末の３４億６,６６４万円に対する基

準財政需要額の見込みでございます。先ほど申しましたように、３０年度で見込ん

でおります基準財政需要額の見込みがやはり７１.３５％ということで、７０％ぐ

らいは基準財政需要額に算入されるものと思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 本年度の当初予算は、前年度比１億２００万円減です。しか

し、総額は減っている中でも各課におかれては、創意工夫を重ねられて、新しい事

業などにも取り組んでおられることは評価したいと思います。 

終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） では、議案第２３号について、質疑ですから簡単にお尋ねし

たいと思います。 

職員の研修が費用を組んであるんですが、今年は自治大学の派遣の計画はあるの

か。 

それからもう１点は、まるおか号の人吉駅乗り入れにお金を払わなくちゃならな

いと。これはどこに払うのか。また何のために払うのかちょっと分かりませんの

で、そこをお尋ねです。 

それともう１点は、そこの元役場庁舎の擁壁工事ですが、えらい遠慮してあげて

ありますが、これで十分対応できるのか、そこをお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 職員研修費とあります。昨年度、自治大学校、１名派遣し

ておりますけれども、今年も予算では１名を計画いたしております。 

それから、人吉駅への乗り入れですけれども、これにつきましては施設使用料と

いうことで支払っております。これはタクシー等も入っております、乗り入れてお

りますので、そういったものもみんな支払っているような状況でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、中竹議員のご質疑にお答えいたします。 

おっしゃられていることは、時代の駅むらやくばの現在崩れたままになっている

擁壁工事のことだというふうに思っております。一応、村内の事業者の方等も調査

をいたしまして、工事請負費のある程度の請求をいたしたところ、今回計上してい
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る３２万７,０００円で大丈夫だということで、そういう積算になりましたので計

上させていただいているというところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） ８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 職員の派遣につきましては、やっぱり職員の資質の向上とい

うことは非常に大事であると思います。これからの戦力になるわけですので、是非

続けていただければと思います。 

それから、先ほどちょっとお尋ねしましたまるおか号の乗り入れですね。これは

人吉、ＪＲに払うわけですね。ＪＲさんも私は失礼だと思うんですが、観光の誘致

を各町村一生懸命やるのにですね、俺の敷地だからお前らが払えと、どうもこれは

勝手な言い分のような気がしますので、その辺できればですね、ＪＲさんも球磨郡

も、非常に両方ともウィンウィンでいきたいというふうに思いますので、是非その

辺は要望されてもいいんじゃないかなと思います。 

それから、工事費についてはこれでできるということですので、これで頑張って

いただきますが、できれば大きな杉の木も取り除いてやったほうが、何べんも工事

しなくてもいいかなという気がします。 

以上です。終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１８、議案第２３号、平成３０年度山

江村一般会計予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時４５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３７分 

再開 午前１１時４５分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１９ 議案第２４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１９、議案第２４号、平成３０年度山江村特別会計国民

健康保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１９、議案第２４号、平成３０年度山

江村特別会計国民健康保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２０ 議案第２５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２０、議案第２５号、平成３０年度山江村特別会計簡易

水道事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２０、議案第２５号、平成３０年度山

江村特別会計簡易水道事業予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２１ 議案第２６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２１、議案第２６号、平成３０年度山江村特別会計農業

集落排水事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２１、議案第２６号、平成３０年度山

江村特別会計農業集落排水事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２２ 議案第２７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２２、議案第２７号、平成３０年度山江村特別会計介護

保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２２、議案第２７号、平成３０年度山

江村特別会計介護保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２３ 議案第２８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２３、議案第２８号、平成３０年度山江村特別会計後期

高齢者医療事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２３、議案第２８号、平成３０年度山
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江村特別会計後期高齢者医療事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２４ 議案第２９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２４、議案第２９号、平成３０年度山江村特別会計ケー

ブルテレビ事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２４、議案第２９号、平成３０年度山

江村特別会計ケーブルテレビ事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２５ 陳情第１号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求

める意見書に関する陳情書 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２５、陳情第１号、「協同労働の協同組合法（仮称）」の

速やかなる制定を求める意見書に関する陳情書を議題とします。 

まずここで、総務文教常任委員会委員長の報告を求めます。 

４番、西孝恒議員。 

○総務文教常任委員会委員長（西 孝恒君） それでは、陳情第１号について報告しま

す。 

平成３０年３月１６日 

山江村議会議長 秋丸安弘様 

山江村議会総務文教常任委員会委員長 西孝恒 

委員会審査報告書 

平成３０年第１回議会定例会で、本委員会に付託された事件は、審査の結果、次

のとおり決定しましたので、山江村議会会議規則第７６条の規定により報告しま

す。 

記 

事件の番号 陳情第１号 
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件名 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書に関

する陳情書 

当委員会は、３月９日午後１時３０分より委員会会議を開催し、陳情書について

審査協議いたしました。委員会審査の結果は、委員全会一致で採択するものとする

と決定しました。 

以上、報告いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 委員長の報告が終わりました。それでは質疑を許します。質疑

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。この陳情書に対する委員長報告は採択です。この陳情書を委員長

報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２５、陳情第１号、「協同労働の協同

組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書に関する陳情書については、委

員長報告のとおり採決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議員派遣の件 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２６、議員派遣の件を議題といたします。お手元に配付

しております議案のとおり、議員を派遣するものです。 

お諮りいたします。会議規則第１２６条の規定により、議案のとおり議員を派遣

したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって、議案のとおり議員を派遣するこ

とに決定しました。 

お諮りいたします。ただいま、議員派遣の件が議決されましたが、派遣場所、派

遣期間等に変更があった場合は、その決定については、議長に委任されたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

よって、そのように決定しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２７ 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員長、総務文教常任委員長、産業

厚生常任委員長） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２７、閉会中の継続調査申出書を議題とします。 

議会運営委員会委員長、総務文教常任委員会委員長、産業厚生常任委員会委員長

から、会議規則第７４条の規定によりお手元に配付いたしました申出書のとおり、

閉会中の継続調査をしたいとの旨の申し出があります。よって、委員長申し出のと

おり継続調査としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

よって、委員長申し出のとおり、それぞれの閉会中の継続調査をすることに決定

しました。 

西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 暫時休憩をお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） ただいま、暫時休憩の動議がありました。暫時休憩することに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、しばらくの間暫時休憩をしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 ０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、再開いたします。 

ただいま、総務文教常任委員会委員長から、「協同労働の協同組合法（仮称）」の

速やかなる制定を求める意見書の動議が提出されました。本案を日程に追加し、追

加日程第１とし、議題とすることにご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな

る制定を求める意見書を日程に追加し、追加日程第１とし、議題とすることに決定

しました。 

それでは、ただいまから資料配付をいたしますので、しばらくお待ちください。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 発意第１号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を

求める意見書に関する陳情書 
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○議長（秋丸安弘君） それでは、追加日程第１、発意第１号、「協同労働の協同組合

法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書を議題とします。 

提案者の説明を求めます。 

総務文教常任委員会委員長、西孝恒議員。 

○総務文教常任委員会委員長（西 孝恒君） それでは、発委第１号について説明いた

します。 

平成３０年３月１６日 

山江村議会議長 秋丸安弘様 

山江村議会総務文教常任委員会委員長 西孝恒 

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書について、

別案のとおり、地方自治法第１０９条第６項及び会議規則第１３条第２項の規定に

より提出します。 

提案理由としまして、誰もが希望と誇りを持って働く。仕事を通じて安心と豊か

さを実感できるコミュニティをつくる。人とのつながりや社会とのつながりを感じ

る。こうした働き方と、これに基づく協同労働の協同組合は、住民主導による住民

主体のまちづくりを創造するものであり、働くこと、生きることに困難を抱える人

々自身が、社会連帯の中で仕事を起こし、社会に参加する道を開くものでありま

す。このような社会を実現するためには、持続可能な地域づくりに貢献する「協同

労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を国に対し要望する意見書の提出を

提案するものであります。 

以上、説明終わります。 

○議長（秋丸安弘君） それでは、提案者の説明が終わりました。 

議案審議のため、暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。しばらくの間暫時休憩をしたいと思いま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０４分 

再開 午後０時０７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、議案審議が終わりましたので、再開いたします。 

議題となっております追加日程第１、発委第１号、「協同労働の協同組合法（仮

称）」の速やかなる制定を求める意見書を議題とし、質疑を許します。質疑はあり

ませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、追加日程第１、発委第１号、「協同労働の協

同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書については、原案のとおり可

決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） ここでお諮りいたします。会議規則第４４条の規定により、本

会議で議決された事件の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することにご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会において、議決し

た事件の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） これで、本日の日程は終了いたしました。本定例会の会議に付

されました事件は全て終了いたしました。 

お諮りいたします。これで本定例会を閉会したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。平成３０年第１回山江村議会定例会をこ

れで閉会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後０時０９分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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